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V を生かした

新しいプレハブ骨組み

住友のスミフレーム V は、高性能ジュニア V 形鋼を主体に、規格

量産されていますc 部材断面の剛性が高いワイドフランジなので

ボルト結合も容易。あなたの目的にヒ y タリの工場・倉庫・事務所

体育館などの標準設計も完備しています。ご相践くださると、

お望みの建物が、半は完成。数段も手聞がはぶける経済カ何? 脚勢

的なプレハブ骨組みです 3 札幌から福岡まで喬地に λ . . フ 1，-ι

販売サービス怖陀確立。こ利用をお待ちしています。 v

ス三フv ーι v

f圭 涯 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本Ji ｾ阪市東【ＧＮ '，，¥ sη 5 新包在ピル 電1Ii， 203 1201 

宣軒車京都千代田 ｆ 貴のｐ］＾ Ｑ ｬＢ ｴ ｴＧｩ住在ビ ｊｾ 電略 11 1111 

営嵩i，i ｉｌＱＧ 広島・岡山高松 ＮＸ 右 ｉ､ｬ 司・ ｲｴｴｾ 仙台 ｡



床材のハイファッションマチコカラー・.

. 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / き び し い 対叶告

にも余怜、の合絡 を し た 丈 夫 さ

アメ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 広三千の あ る マ チ

コタイルは Ａ ｉ Ａ ｾ ｜ Ｇ Ｈ 京都 ｼ 亙 ｉＡ 僚会 館

や 東 京 新 八 重川|ビルなど不 i :r， 

ピルに永光々 拐ミJ = I -j さ れ て い ま す。

美 し い 色 が26種 ま ね の で き な い 同 際 的 な フ ロ ア

タ イ ル の 色 です。 オー トメ] : 助 でlItN' 1 し て い ま す

からいついかなるご 注文にも ｏ ｋ で す。 ］］ｾー

マ 手3

リノリュ ー ム ・ リノ世イ ル ・ピニラート空 イルマチコヲイル ・ ナイアンリノヲイｉｬｉ ｴ 克 ｾ Ｇ ￪ 元

@ 騨 リ ノ リ ユ 一 一 社

ｊＺＮ ｦ ｊ［ ｩ 純 ｩｴｩ ＡＷＱＱＨｊ 司ＱＧ Ｎ Ｑ ｾ リ Ｔ の お里何ヒル 圃 ｔｅｌ 吋腕 Ｇ ＧＱｾＱＧ円れ

ゆ 5・'，l，.，" I'L.l l !t1T 4 T U ='" 何 t ル . T EL '" '" ｾＶＷ＠ 83・t

ｾ ￭ Ｂ ，ｨＧ Ｎ ，ｦ，巾 ｌ ＮＱ Ｙ Ｒ ｲｬ け Ｂ包白川 t: :'- ' ーヒ" ・T E L れ b W 131 ｾＳ ・ Ｐ

悩同，'，今 Ijl lI j 4 T fJ 12611J 2  ・T E L 鳩 岡 l S) O・"
庶川 のぬ 合，; I - 1 J - 仏 跡 巾 JI' U! 8 町 F・4 り ・τ E L 広 島 ( 31 ) 刷"

1  



世 界 に 雄 飛 す る
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発 明 藍綬 褒 章 受章

特許斤 EA品目 選定
ー

設計・施工 上 回 調 肪 建 設 椋 式 会 祉

大阪市都島区野田町91の2 T  E  L .  (352) 代表 0 8 1 1  
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三 三 新 製 品 手

ω  
r r vvv "l '" 経済性と高性能を誇る/

R 型 受 信 機

5叱』煙量 惜 蝿

• 4・4 ん

@  

. . . .  J ド
〈特 長〉

ｩ ｾ 出 ｴＧｾｊ［Ｍ Ｎｈ ｾ Ｑｊ

. .  I  

. p 型受信機に比較して電線路

が少なくてす む

- L  .... t  

- 火災地区 リレーにはW K 型ワ

イヤスプリングリレーを採用

恥ふ .. .L 

している ので高性能で信頼度

- 1- ...J .  が高い

- 各階表示機、巡回記録装置、

巧 ， . ， = ，:': 
消火栓ポン プとの運動装置や

事静 ::;1 "'1 判 1

その他の付属装置も設けられ

経劉

ます。

箇甑 '

.;'1匂

千代田空主命当社施工

〈火災報知設備 〉

自 動 火 災 報 知 設 備

非 常 警 報 設 備

イオン式サーヘラス 感知器

火 災発 見 器 ( ノーミ ベル )

〈消 火 設 備 〉

ス プ リ ン ク ラ ー 設 { 蒲

泡 消 火 設 備

炭 酸 ガ ス 消 火 設 備

粉 末 消 火 装 置

カ合口グをご希望の方は大阪営業所までご連絡下さい

< ご > 能 美 防 災 工 業 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 丁目 7 番 3 号 T E し ( 2 6 5 ) 0 2 1 1

大 阪 営 業 所 大 阪 市 大淀区中津大通り 1丁目 2番地 (世界長ビル ) lEL  (37 1)  90 12  

札幌 ・仙台 ・償 浜 ・静岡 名古屋 ・金沢 ・京都 ・大阪 ・広島 ・高松 ・福岡
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富 国 交 易 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 2 の 2 富 国 ビ ノ レ 5 0  2 号 室

電 話 東 京 ( 59 1) 6  8  5  4 ・ 6 8  5  9 ・ 7 9  7  7 番

4  
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米借って安J 心 P

• - 近イペ建築材 . 4 0年 の 歴 史 と 最 新 技 術 の 産 物

責 任 施 工

ｊｴ ｉｊ 王Ａｊ ｾｊＢ 桑原夢ル

スーJt- Jt 'JIν J ) ル克明ル (S P M)

JJ 弓ース-Jt- Jt 'JIν J) "A9" (CS P M)  

新 時 代 に マ ッ チ し た

各 種 の カ ラ ー製 品 が あ り ま す

7t IJ I !J 'l ｊｾ 克明ル製造株式会祖

本 社 ・ 大 阪 支 庖 亙 尼 崎 工 場 / Ａ Ａ ｬＺ Ｎ ｾ ＺｾＡｾ 埼玉県 縄 問 脳 Ｑ 6  2  0 電 話 膜 (担) 3 11 5 - 1  

兵庫県尼崎市長洲字簡川新国 44 電話 大阪 ( 481) 代器 卵白 - 9 主底 ・出彊所 郡山 八幡・名古島・川崎 岩国・宇部・延岡・ 位買・三原田撞島・箆山

事 Ｚｉｄｩ ｴｊＺｾ I  

、. . . _-“.. .，: .. 
『 ・ー、ーー自由 .

解

‘4・

ドアチ ェッ タ 60シ リーズ

.  ....-;J勧

{，-一一ム
1  

ドアチェッ ク 70シ リーズ

J  

， 
， 

，、

フロアヒ ンジ

その他

ラパ トリ ヒンジ

ピポ ッ トヒンジ

ドアμ ン ドル

tE B a tJ 4 .  

:. 

a 唱r I 司r _ - 1 I t L I  ｾ＠

芽fr符 6も呂質・ I性能共に定評ある

乙ヱースター f r "ペL. -' 3
( スイング試 4

⑨ 車 い 畿 大 t …… 2 2  '，lt tV， (  

l スライド式)

日本ドアー子工v ケ製造株式曾社
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イタヤナ

デ ヤ ー タ イ ル 二 丁 掛

、‘

曾粧

電( 5) 27ω (代)

電( 日1) 6371 ( 代)

電(日2) 5731 (代)

電(56) 3328 (代)

電(74) 9ω。
電(23) 3806 

伊 奈 製 陶 械 式

本 社 愛 知 県 1-s" 治 市 字 扇 面 新 団

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 2 - 8

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 り 1 - 23 

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 駅 前 大 名 古 屋 ビル内

九 州 事 務 所 福 岡 市 天 神 3 - 1 の 1 6 号

札焼事務所 札 幌 市 大 通 り 西 7 ー 2

ω  



① 打抜模様は美しく超軽い

② 模様の抜穴は均等で強い

③ どんな角度もビスで組める

官物干台、ガレー ジ、物置

家族で組める

カタログ進呈

世 界 特 許

Ａシェブ、口ン Ｍｐ ＯｾｦＩ レｼ

幻 tktl 鐙紗筑

電・ ( 5 4 1 )  1 8 6 1  - 5  Ｚ［ＡｾＡ Ｎ＠ ＺＧＺＧｏ［Ｚｾ＠
2 2 3 3  7 1 ヲ0

っーキンクンt。タ

本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5 電話大阪 (471) 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3/ 99



. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン ゲ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 ( 231) 5  8  8  8 ・4 9 3 8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

練 式 会 ヰ 土 木 下 謹 三 商 后

大 阪 市 川 [ :< i r I  i 堀，Ii 過 5 ノ 3 5  

1{t新( 443)01 15- 8

株 式 会 社 久 保 簡 底

大 阪 il i .[t  [.( " 砂 田r 5  

'，u: ，.，r， ( 36，1)  0206  9  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市西 ｉ 烹 ｉ 軒ｾｩｉ大 ｩ 且 ｬ の Ｑ 9  :世話 ( 541 ) 6161- 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪 dir制限 n槻偏 idi 2 ノ20( 泊! JiIlii'i 1L1平時ii) ｭＺ ｾｦ［Ｈ Ｒ ＱＱ Ｉ＠ 0[>71 - 4  

販売部分県 m: 話(211) 692:i '  05i S 

京 都官製所 J; ':1:11 ，Ii 中京[ )( 河原町夷 川ドル ( 23) 3277 ・3279

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 il i 区 日 本 愉 筋 2 ノ 3 6  

1世話 ( 632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 / .j< [正 荒 川 町 l

'，I.t J i ⑧ 2697 .  2140  

電 話 ( 261) 4070 ・4079 ・617

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 簡 底

;t:  r. 11  j[i 下 J;' : 1豆 大 山 通 四 長 下 ル

Ｎ［ｉＮｴｾ 孟 ＨＸ Ｑ Ｉ ＰＸＷＱ Ｍ Ｒ

岡 田 建 材 株 式 会 社

:t' 1  i 'i M 市 西 医 1岩 木 目r 3  - 8  

電話 (571) 7461- 3  

株 式 会 社 名 建 商 会

名 門 出 i1i 11
1  

[)( ):.;:t'. 闘r 4  1 ノ 2

市It tli (261)  367 1- 2.3848  

日 東 物 産 練 式 会 社

本 社・ 名古島tili 中 区 東 瓦 町 3 9  'oIL鎚 (261) 2501代表

舷阜出損所 ・ 自 主 ｊ ｾ｜ Ｎ i"l i  竹 M 闘r 2  7  ｬｬ｡ｾ ③ ＲＲＰ Ｑ＠ .  2360 

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・/l: 品 il i 欽 他 町 5 1ft 1  Ｖ 号 ｪｬｴ ｾ ｾｉｾ 茨 Ｈ ＲＱ Ｉ ＲＲＸ Ｑ

岡 山 . ｉｾｪ 山 ｩｬ￮ 東日 ｬ 関 ｲ 3 電話代表 (23)82邸

禍 問 ・術 開 市 冷 泉 町 5 帯 6 ｾ［＠ 電昔話代表 ( 28) 5566

佐 江 ・ 松 川 市 内 i [t III 町 2 5  8  ＱＡｬＮ ｾｾ ，② Ｙ＠ 5  5  1  

関西三星タイル会員



す二ｾＮＺｲ｟Ｇ・回転軸部にナイロン ベアリ ングを採用した耐久品

立 制 Eさま 噌' Et--a

- 木品は特に各部品の材料を吟味し、表面がji "t

びないようポンデライジング加工を施した 上

に防鋳塗装 をしております。

. m付塗装{ 土上製品の他に、他の持出し吊の腕

部( 吊込後扉から鉱山する部分) に 5 U  527 

(18，8) ステンレス製ヘア ーライン仕上の化

粧カノ f ーを付けであります。

・ 回 ｩｾ ，王宮 ＱＱ 分にナイ ｕ ンベア リ ング及びスラ スト

ベアリングを i玩入してあります。

• ))IJ 製の設計製作をも歓迎主主します。

- 弊 社 製 立 枠 付

ピオ-{ ';I トヒ ンジ

I孟・. .. . .

実 用 新 案 登 録

第 517316号の

立 枠 に は 何 ん ら

抵触致しており

ません。

55 5 三 後 建 材 工 業 株 式 会 社 田 支 援 味 門? 亡す一番地

く お 詫び ＾ 先月号 Ｈｉｾｬ 和 Ｔ Ｑ 年 Ｙ 刀号 Ｉ 81Ai ζJ U，伎の「阪和11造|必辿設業協同組イ守口名簿J ＧＱ Ｑ ， 屯ｾｾｦｦｩＺ号が間違っておりま

すので，依しんでお詫びし， ド; じのとおり訂正いたします。

(名 称)

(株) I t ! ! 植物園

荒 木 造 園 (株)

植 捨 組

植 村 高 樹 園

植 村 造 園 土 木

内 山 緑 地 建 設 ( 株)

関 西 出 張 所

大 阪 造 園 土 木 ( 株)

加 茂 佐 造 園 (株)

(株) 金 岡 養 樹 園

関 西 植 木 ( 株)

関 西 造 園 土 木 ( 株)

関 西 緑 地 開 発 (株)

口 丸 明 治 圏

阪 神 造 園 建 設 業 協 同 組 合

事 務 所 大阪市北区茶屋IIIT17  Ｇｾ｛Ｑ話 Ｈ ＳＷ Ｑ Ｉ 2  1  2  2  

(，;G 

組

ぷ)

宝潔 0797(8) ∞12 ・0835

1也111 0727(6)  1298 ・8874

fJり'J 0797(8) 0045 ・0727

八尾 0729(4)8182

ｉ｜Ｇｾ Ｎｴ鋭 ＰＷＲＶＨＶＩＰＴＶＶ Ｍ Ｗ
2466- 7  

セ塚 0797(8)0465

(361)  0619 ・0620

i也問 0727(5) 2364

宝塚 0797(8)0501- 5

(581)  3401  

判明 078(55)5252 ・ω 15

TJ;而 0727(21)3317

りり'J 0797(8)0069 

，6.  

口 員 ( 五卜 s!IIIl' D

(名 称)

京 阪 神 建 設 (株)

( 株) 三 芳 園

一 容 興 産 ( 株)

昭 和 造 園 土 木

田 中 建 設 ( 株)

( 株) 竹 中 庭 園

辻 本 竜 松 園

当 内 庭 樹 圏

中 島 膏 紅 圏

西 川 庭 樹 園

阪 急 園 芸 (株)

あ や め 池 遊 園 (株)

大 阪 営 業 所

( 株) 山都屋大阪営業所

(' ，[1 話)

(771)  5755 

(361)  3920 (341)  1059 

(791)  6720 

(541)  6415  

伊丹 0797(8) 0564

(771 )  9488 ・9132

(491)  9307  

八尾 0729( 4) 8∞4

南河内 0723( 65) 0011

枚方 0720( 31) 1721- 2 

(358) 4287 ・5845

(621)  1951 

(941 )  7405 



10 

前 丸

洗 面 器

L  1  1  5 2  

5 3 4 X 4 5 0  

陶器金具セ y 卜価絡 ￥ 9. 740より

前 丸 角 形

洗 面 器

し 1153C F  

5 6 0 X 4 6 0  

陶23金具セ y ト価 俗 ￥12. 170より

前 丸

洗 面 総

し 1 2  3  7  

司. .  

5 6 0 X 4 6 0  

陶器金具セ y ト価格 ￥10. 270よ り

角 形

洗 面 器

し1238CF 東洋陶器

5 5 0 X 4 5 5  

陶器金具セ y 卜価格 ￥12. 170より

3 0 年 の 技 術 が 生 き て い る /

E転車両用のオートドアを 作 っ て 30年 の 歴 史

を も っ ダ イ ハ ツ が 、 そ のf憂 れ た 技4精 を 駆

使 し て 開 発 し た 建 物 用 オ ー ト ド・ァ 。

ホ テ ル か ら 工 場 ま で 近 代 建 築 の 陰 の 立 役

者 と し て 活 躍 し て い ま す 。

-1ダイハツ l

，，Ｍｾ＠ ｾＮｪｉ＠ 。

@、3・. ‘・

発売元株式会社lZ ・哩由宇

東京都中央区日本橋本町 2ー 7 (j訪日ピル内) TEL (241)  1301 (代表)

大阪営業所大阪市西区新町通り 4- 39 T E L (531) 4776(代表)

駐 在 所 幌 名 古 屋 福 岡

製造元 ダイハツディーゼル株式曾社
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4 第 4 回実務に直結 した建築工事

別説明会 「新しい内外装材と工

法 (2) J

日 時 10月27日( 木) 午後 111年半- 5 時

会 社 大阪科学技術モンタ - 4 階 ・401号室

( 大阪市西区制 1 ー118，il i パス靭公園1判的)

定 員 2∞名( 申込は不要です。お誘い令わせど出

席ください〕

説明題名 ・説明者

『浅 野 耐火 パ ネ ル」

浅野スレート株式会社大阪支庖営業銀昆 荒井 孝J I l ! 氏

『クボタ ・カラーペス F およびクボタ瓦とその工法』

久保凹建材工業妹式会社大阪支町民 間111 隆 氏

『新 し い 化粧 板エ リ オ鋼 板』

沼土製鉄株式会社販売部加工製品目l良 竹内 宏 氏

口 浅 野 耐火 パネ ル に つ い て . l . I ¥築基憎法改正 IC ともない，l . I ¥殺

行告示第 1675 号によりはじめて乾式工法による耐火構造が指定された。

すなわち . 第 3 の 2 イ~ハの項目で， 岩約保協板等の両面 IC石綿スレ ー

ト板を貼合わせ合計厚を 4 c m以上としたもの， バーライト厳士事の雨前 IC

石綿スレ ート 等を貼合わせ合計厚3. 5cm以上のもの， およびバーライ ト

板1. 2c mｾの太鼓張り等の鱗造で各々耐火 Ｑ 時間の性能を有するもので

ある。

E の他当社が独自で開発し，建設省の認可をmた耐火バ不ルがあり，ま

ず， 1 時間耐火ではインシュレーションパネル耐火 60， エレタシヨンボ

ー ド耐火60. 30分耐火ではインシュレーションパネル耐火30，エ レクシ

ョンボード耐火 30， ユニオンボード耐火30等があり， 各々ｾ，ｾとして必要

な耐火性はむろんの ζ と，断熱，遮音性能も優秀である。

口クボタ・カラーベストおよびク ボタ瓦とその工法につ

い て : クボタ ・カラーベストは一一咽づくりから米づくりまでミ一一

久保田鉄工の子会社 ・久保困惑材工業が， 世界第一のむ' 合建材メ ーカー

〈 ジョンス ・マンヴイル社= 米国〉 と独占技術総携( 特許) した J . M式

新乾式脱法によって， 製造している新しい喫材 ・昆線材( クボタ瓦〕で，

石綿，セメント， 特殊混合剤を ，主原料とする: > 3 色 <: f1色でなく〉石綿

セメント板です。

クボタ ・ カラーベストはどのような ｮｾ 材か。

ＱＮ 陶器のように色が，ｾ ・ 槌色しない く［ 足しい色Ｚ＾Ｓ ＾ Ｐ 2. 焔 IC も白け

ないく完全無織質の不燃性>0 3. 完全高 i混高圧による建生のため，宅約

風化しないく半恒久的耐久力〉。

クボタ瓦はどのような昆線材か。

1. 五角形の独特のデザインと色柄で ユニーク な仕上り > 0 2. 完全不

燃性と独特の防水加工のため く雨IC強，、 ' >0 3.  LI ノド瓦の%のI T i l止とその

耐久力で く地震に対しても安全>0 4. きわめてイi 効な断熱 ・保留性能の

ためくJl. の日射しを逓断> 0 5. 施工が手続で， ，:!l にでもできるのでく工

期短縮で経済的〉。

上妃の施工法 ICついては，施工実演を行低いど説明いたします。

口 新 し い 化 粧 板 エ リ オ鋼 板 に つ い て ・ エリオ銅版は ，鉄のも

つ強靭性と合成樹 !ITの11色性，両者の持つ加工性を活用し， 原叡のru気

亜鉛メッキ鋼板 〈 ジンコ ー ト> IC直接特殊な万法で， 災しい色彩と柄寂

織を印刷したもので従来のビニール鋼板と見なり ， 銅版に色と附のu ' I篠

印刷によって両者を完全に密着していますから，加工時IC射:JMするとと

はありません。原板のもつ却I工性をフルにど利用いただけます。長近一

般住宅のドアー ， ピルの可動間仕切その他 ｾ�ｪＱｩ ， ｌ 車綱方而 IC 広〈利用さ

れております。

特長として

1. ｾ色装 ｉ ｃ 要する経費 ・ 期間をはぶく。 ｚ 加工性に優れている。 ＳＮ 高温

の使用 IC耐え る (100
0  

C  - 140
0  

C  ) 。討1: 騰状態のヤカンを置いても脱而

10¥¥状ありません。 4. Ｎ 裏面も防幼してあります。 Ｕ 長 ｊｾｉｉ 国変色いたしま

せん。エ リオ 鋼板の 7 種額の柄とあらゆる色の無地のものは盤技でのら

れない美しい色をど使用いただけます。

第5 回建築工事別説明会 ・予告 「新 しい楕造材と工法』

11 月17日 ( 木) 午後 1時 於大阪科学銭術センター

日本建築協会会告

4 第 4 回若い会員の集い

植木と庭園をみる会

一 一秋 の 摂 津 路 を 訪 ね て 一 一 一

本年度のォ; ぃ会只の{ 出しは，千里 ・北! l l ' j " ，' 屋と，その目的 ICよりいろ

いろなと E ろを紛れましたが， 今回の企画は ， 趣向を少し変えて， 拙本

の生産地を訪ね ， その Uli' ;i の過程や筒闘の状況を見学し ， そのあと料苧

はり半の&' 11唱をみて， 款の日を過したいと思います。多数ど多加くだ吉

るようお願いいたします。

日 時 10月22 日( 土) 出発 ・午後 l 時→解散 511寺

集合場所 大阪中之島 ・中央公会堂西側 11: : 駐車の京阪

観光ノイス ・目 標 会 旗

申 込 往復はがき で17日までに願います。参加証

をおよきりします。( 定員50名)

行 程 1. ∞ 出発一一パスーー現地到着 2. 00 一一日 の丸他物関

( 地域説明及植木荷造見学) 一一 2. 30 -一 生i 17l 地見学

一一3. 00寺田盆栽及春光岡( 観策植物見学〉一一3. 30山

発ーーはり半者一一4.00 ( 盛岡見学) 一一 5.00現地解放

ゲ ス ト 宝塚市役所農政課長 友 金 磐 氏

日の丸値物園々長 三 好 武 一 氏

4 第 5 回若い会員の集い

モントリオール万国博覧会建設

工事の見聞談

モントリオール万国

博は明年 4 月IC開催さ

れる予定で目下その ili

設工事の段使期 IC入っ

ております。

森口徹弥氏は 7 月上

旬より下旬まで約 1 カ

月Illl ，同地 lζ 滞在し，

日本館( 大成建設施工

中) の建築工事を中心

工 事 中 の 日 本 館

e" " ! " ' " ・・幽幽陸側副『

にそれらの建設工事をともに視察して帰国されましたが， r若い会日の! ，I !

い」では同氏を閉んでその見聞談を写真とスラ イドを中心にして聞かせ

ていただく E とになりました。

日本万国博の計画がやがて具体化する段階になってきておりますが， 乙

の機会 IC モントリオール万国間の建設の模織をきき， 万悶博にたいする

興味と歓心をたかめたいと考えており ますので ，有って ど怠加下さい。

日 時 11月18 日( 金) 午後 61時→ 8 時30分

場 所 日本建築協会 ・4 階集会室( 定員30名)

申 込 11月12 日までに往復はがきで願います。

ゲスト 森口徹弥氏 ( 大成建設営業課長〉

11 



日本建築協会会告

4 イ ト ウ ビ ル 見 学 会

日 時 10月初 日( 火) 午後 1時30分- 3時30分

集会場所

定 員

申 込

建物概要

標記正面玄関前( 御堂筋側) ・目標会旗

l∞名

10月20日まで電話で願います。

所 在 地 大阪市東区唐物町 4 丁目 11

設計施工 株式会 社 竹 中 工 務 庖

構造規模 鉄骨鉄筋 コンクリート 進 地 下 4 階，地上

9 階，搭昆 4 階

建築面積 2. 075. 71 nt' 

延 面 積 26.278. 99nt' 

軒 高 G L  + 31. 00m 最高郎G L + 43.00m 

外 猿 磁諜小ロタイル銭アルミ腿サッシュ

工 期 自 昭 和39年 9 月21日

歪 昭 和41年 10月31円

4 奥能登の風光と民家を訪ねて

日 時 11月 6 日( 日) ・ 7 日( 月) 1泊 2 日

集合場所 大阪駅中央改札口附近 ・目標会旗

会 費 5. ( 削円 (宿泊料 ・食事代 ・貸切ノてス代 ・

その他) 但し ・汽車賃は各自の負担

申 込 10月25日までに「往復はがき」で願います。

11月 1 日に詳細な行程表と参加J :llE ( 定員30

名) をお届けします。

行 程 〔第 1 日) 11月 6 日( 日〕 大阪駅発8. 00 ( 特急 ・白鳥〉

一参金 沢駅 ｾ Ｑ ＱＮ ＵＰ ・ 金沢駅発 ＱＲＮＰＰ ( 忽行・能筆路 2 号)

一一( 穴水 ・乗換) ーー》輪島省15. 15 タ市，輪島ぬり見

学一一宿舎で ・いしりやき等郷土料理による恕貌会

[第 2 日) 11月 7 日( 水) 宿舎発( 貸切パス) 8. 30一一

( 白米千枚悶) 一一旬 々木9.30一一丙時間家 ・JI! 時国家

見学一一曽 々木10.30一一( 曽々木海保) ー争珠州諸12目。。

一一珠 州駅 ＱＲＮＲＵ ーＫ金沢 ｾ ＱＵ Ｎ ＴＵ 金沢駅発 ＱＶ ＮＴＴ ( 特急

・白応) ー→大阪駅. m0. 40一一解散

時国家解説 ・林野会孝氏( 近般大学助教綬)

時国家 文治元年能登に流された平大納言| 時忠の子11寺国

がとの地に館を構え，代々 当地方の長族として栄えた。

上 11寺国家は本家であるが，その館は天保年聞の再isによ

るもので実際は下( 西〉時国家( 重文) の方が占い。下

時国は寛永年閣の分家と伝えるが，乙の方の建設年代は

享保どろと考えられている。 7 聞という大きい梁聞に ，

( 武智式自信三角杭

株式会社 故 智 工 務 町

取 締 役 会 長 福 留 並 喜

大阪市東区高麗総 2 の20( 高麗新ピル 3 階)

T  E  L  (202)3233( 代 )7501( 代)

12 

巨大な屋根構造，上，中，下段のざしきや，板張の広い

台所，それに閉鎖的な納戸が 2 室等，索キトでありかつ格

式高い住居である。木割も全般に太く，柱は居室の内部

tζ 至るまで一間どとに建つ等，家構は中世の住居をしの

ばせる程古風である。上l時国家は時代は降るが，下i時国

家 と様式上共通する と乙ろ が多く ，その発展した形とし

て比較すれば興味がある 。

しか しあま りに豪華で，下時国家のような素朴な味は

感ぜられなくなる。奥能登のはて冷たいまでに美しい風

光の中 IC今も平家の館の趣を とどめる巨大な二つの館を

訪ずれるのも I主義深いものがあるだろう。 ( 林野)

下 時 国 座 敷

4 第 7 回関西都市住宅会議
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担 ipn伽

C  

C  

C  C  original l y had the val ue of  hard G .  The pres'  

ent f orm is 丘o mthe Latin [thi rd century B.  C .}  

wi t h the val ue of Greek g  and k;  duri ng the clas， 

sical L a 加戸ri odit wa s  pronounced k， becomi ng 

sibi lant precedi ng i  sounds after 6th cent .  A.  D  

I

l

l

l

き

り

と

り

線

・

・
0

・4

ぴ

-
R

り

の

レ

7
リ

J7

A
R

Yに

h

z

'f
に

f

J

Zつ

い

て

い

た

こ

と

か

'

性

C__ 

C | C I C I C  

C. もともと C は Gに対する無声音であ った. 今円形は B. C  3世紀のラテ ン諾のその形から来て必り、ギリ

y ヤ語 g ・k に対するものである . 古典ラテ ン諾時代 1;1 k と発音され、 A . D  6世紀以後 1;1 i 音の前では 歯娘音

となった.

- 5 一



き

と

線

D  

ｆ ヨ ｉｐｮｾ｢α

Di s 合omt hePhほ ni ci an '¥. The prωent  f orm 

凶 that bor r owed 合o mthe Greeks of  6 Out h-

west  Italy wh o  avoi ded the Phoeni ci an f orm 

k α 出 eof  a  possibi l i ty of  con白血onwi t h thei r 

symbol  for R  whi ch w羽 且 血ilar .

，.・

1
i

・・・

D.  D は 7 ェニキア文7・4主に吐1米する 。今の形は イタリー南西部にいたギリシヤ人か句 借りた むので、彼等は

(1 )  

同 じような 形をした R と出|百lするおそれがあるため 、 このフェニキア式円形をさけたものである.

註(1) フェニ キア文字の D は4 であ り、 R は4であ った。
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暖 房 ・ 給 湯 用 に 技 術 と 信 用 の 歴 史 を 誇 る

鋳鉄製セクシ ョナル日召手口ボイラ 、
¥ 

ＭＡＮｾ Ｇ＠ ｾ＠

キミ善 後I

高 性 能 高 効 率

据 付 面 積 が 少 な い

燃 料 消 費 量 が 少 な く経 済 的

分 解 可 能 な た め 搬 入 容 易

増設( 継ぎ足し) 可能

イ変れた デ ザ イ ン

其 の 他 の 製 品

ロー タリーオイル1¥ーナー

エマルジョンタイプオイル1¥ーナー

エヤコ ン・ルームコ ン

フアンコンベクタ ー

ラゼーター ・アルミフイ ンコンベクター

ベースボードヒーター

クロスフインコイ j レ

カヲロ グはお 申し錯 し次第お送り数します

オイルパーニンヅ 2∞0番 出 力 褒

ポ イ フ 定 格 出 力 1正同面柵 巾 高 さ 長 さ 缶 質量 畳大儀焼量 煙突高さ

番 号
I，G∞kca1/h m'  mm 

円、m

円'"、
kg e  I  h  m 

2007 - 0  336 . 2  13. 7  1，280 1，785 1，425 2. 800 47. 5 14 

2008 - 0  396 . 8  15. 4  1. 280  1. 785 1. 615  3. 100  56. 0 15 

2009 - 0  ＴｾＷ Ｎ＠ 4  17. 4  1. 280 1. 785 1. 805 3. 450 64. 6 16 

20 10  - 0  518 .0  19. 4  1. 280 1. 785 1. 995 3. 770 73. 1  17 

2011 - 0  578 .6  21. 2  1. 280 1. 785 2.  185 4. 070 81 . 7  19 

2012 - 0  639 . 2  23. 2 1. 280 1. 785 2. 375 4. 410 90. 2  21 

2013 - 0  699 . 8  25. 2  1. 280  1. 785 2. 565 4. 740 98. 7  23 

20 14 - 0  760 .4  27.  1  1. 280  1. 785 2. 755 5. 060 107. 2 24 

2015 - 0  821.0  29.  1  1. 280  1. 785 2. 945 5. 390 115. 8  26 

2016 - 0  881 .6  31. 1  1目 280 1. 785 3. 135 5. 720 124. 4  31 

1500番 型 1507- 1515 定 格 出 力 110 .∞口 - 342. ∞Okca1/ h  

50∞番製 50 11 - 5025 定 裕 出 力 833. ∞0 _ 1. 89'3 .∞o  kca 1/ h 

@ 昭 和 銭 三 総 式 令 枇

本 社 福 岡 市 大 字 箱 崎 4 1  2  1 番 地 乱 代 表 福 岡極的2931

東京車務所 東京都中央区日本橋室町 1- 6 ( 三井第四日1) 館 9 階) T I l 代表東京側5426

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 平 野 町 四 丁目 1 8  ( 東海ビル 7 階) T I l 代表大販制 6975

出 張 所 札 幌 ・ 広 島 ・ 小 倉 ・ 大 牟 田 ・ 熊 本



地主同 神 戸 市 役 所 分1-r--;'tI;

ぞラスキシ

ぞラ ::J _..ト

セラ Ｚｉｊｾ ト

@

 

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 ー 1 7  6  T  E  L  (322)  4851- 4  

東京出潟所 ・東 京 都 冶 区 西 新 橋 2 - 2  1  - 6  T  E  L  (431 )  7106- 7  

瀬 戸 工 1畠・ 愛 知 県網 戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  
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読 者 の 頁

投稿を歓迎します。ハガキでお寄せ下さい。

けいさいの分には組品進里。

"* *  "* 
口 ある 「死の家 の記 録」 口

岡弘毅氏といっても ，今では東京

の社会事業界の一郎の長老級の人位

しか知らない名前になってしまった

が，明治44年から昭和 14年までの30

年余り ，東京)fJ の社会事業は，ほと

んど同氏が巾心となって経営されて

し、 7こ。

明治17年高知T l Hζ 生まれ，長崎鋲

西学院の中学生H寺代に洗ネしを受けた

クリ スチャンで，大正デモクラシ 一

時代の社会事業思忽を' 自のi ' u I i まで身

につけていたため， 日支 Ｔ ｴｾ 変後 ｊ 台頭

した フ7 ・ノシズム的な社会事業観と

調和できず，第二次欧州大戦以J発の

3 日後K5 o五誌の働き盛りで，一片の

迫害も迭さずに臼殺してしまわれた

人である。

私は昭和39年の大H毎日 lζ ，自殺当

時の新聞記事を手鍋りに，当時の中

野区鷺宮 1丁目 ，西武新宿線都立家

政駅から 2∞ *i 立の所に; f E る自殺当

時の岡氏の巡宅をみつけ出した。 i以

後岡氏の養子に当られる岡信夫氏が

日本銀行K 売払われ，以来ずっと同

銀行の社宅の一つになっているそう

で，当時の住人は 4 代目 ，今の住人

は5 代目』ζ 当るという。

4 代目の住人のH与代までは，敷地

門構え，家の様子など昔のままで，

薄倖な東京の社会事業界の恩人を偲

ぶに相応しい巡邸だったが，今の人

tζ 代変りするとき ，大分手を加えら

れ変ってきてしまった。

( 東京却北区神谷 2 / 2 2ノ13 須 藤欣 二)

口 田辺信氏逝去 口

大林組前副社

長，西日本建設

業保証K K前社

長であり ，かつ

て日本建築協会

の監査役を 2 )羽

つとめられた乙

とのある田辺信氏が，去る 9 月12日

午前 81時5 分逝去された。享年70才。

氏は明治28年11月5 日，福井県下

に生まれ，大正 7 年東京高等商業学

校卒業後，茂木合名会社を経て，大

正10年大林組f C 入社された。以来，

大林組の人として，監査郎長，考査

郎長，庶務部長，人事部長，経理部

長等の本庖事務部門の長を経て. 1Ii'i 

和28年Iζ 常務取締役. 33年に副社長

f C就任し，大林組の隆盛の基礎をき

づくに，その紙i達堪能な才幹を発刊i

された。その後. 35年に副社長を苦手

川 川l川 111111111111川

し. 36年に西日本建設業保証K K社

長の要職に就かれ. 40年lζ 同社を辞

されたが，乙のたびのど逝去に際 し

建設業界の発展につくした功により

従五位に叙せられ，勲四等瑞宝章を

授与された。

葬儀式および告別式は，去る 9 月

17日，大阪市立阿倍野大斉弱で執り

行なわれたが，約 8∞ 名の会葬者が

あったという。

最後に，大林社長の弔辞の一節を

かかげで，どめいふくを祈る次第で

ある。

「悶辺さん，あなたはねーに理性の人

であられました。その理性は，あな

たの強い意志と相まって，あなたを

『堅実にして合理的な精神』の持主

としたものと思います。そして毅然

たる態度をもって経営諸事項の推進

に当り ，会社を愛し，会社のためひ

たすら挺身刻苦されたのも，一つに

乙の御特性の発露 と考えますJ

京大教綬 ・工 学 博 士 棚 橋 諒 編 建 築 見 積ハ ン ドブック

東京 朝倉寄宿発行 ( 41. 8.  25)  

A 5 版 本 文 1， 043頁 価 5.∞0円

'炉 建築の見積りには次の種類がある。

①概略予算の編成，②設計完了後予定価額の見積. ③入札のための見積，

@工事施工のための実施明細。

乙れ等の各段階κ 必要な概算見むから詳細見積まで詳述されており ，従来

建設業者が秘とした事柄も公開されている。

砂 総論では，見積みの 11民序，注意事項等f Cl陶 ζ 力を注がれている。

各論では，各工事別の見税法を笑例の数値ま でも入れ，特lζ 諸経' /. ' ( . 仮設

工事には特に力を入れているほかに，屋外工事，解体工事，設備工事をも

網羅している。

砂 従来の材料歩掛や資材数百i の統計値は，最近の著しい建築界の変貌のため

f C 実情にそぐわぬものが多いので， 建設省， 住宅公団を始め， 諸官公

庁，設計事務所，建設業者等各方面の協力を得て，多数の実施データを集

録し ，新しい実情に添った統計資料を作られた。 これは近来にないひとつ

の足跡を印 したといえる。

砂 初級者のために演習を附している。その対象として，日本住宅公団の協力

を得て設にでもわかり易い公団住宅をとっている。

惨 見志!iに直結する公式数表 ・鋼材表等を附け ，出張先でも乙の-nrr を持参す

れば，見積lζ 事欠かぬという方針のもとに編集された。

険 予r . c 編成者，設計者，施工者，監理者，教育者等，建築にたずさわる一切

の方々には必要欠くべからざるものであっ て， 事務所内はもちろん，自宅

にも現場にも必らず l 刊nを備えておかれる乙とをお勧めする。
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. ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

. R A シ ス テ ム ( 90。抜 け ; 包 装i置 付) で す

. 耐 蝕 性 ・ 耐 熱 性 に す くぶれ 、 室'j 'i Vた り 変

色 し た り す る こ と は あ り ま せ ん

. 商事'(J 度を; 怒り ・ 音 を 立 て な い . 磨 耗 が

な い ・ i主1111 が い ら な い . 衝 撃 に 強 い ・ ・

な ど 数 多 く の 特 長 を も っ て い ま す

1建

.‘ 
'も

-
-
ｾ Ｇ｜ 、

刈・

• 
R Aシステム

明

A

I

一，

A

亡

Z

…

》

字

詰

勾

ヴ

蛤

'tE

一
一
---

近 代 建 築 に ふ さ わ し い ス タ イ ル / ス テ ン レ ス に へ ヤ ー ラ イ ン ・ ラ

y カ ー 焼 付 加 工 し 1''.) ms は 完 全 防 錆 下 地 メ ラ ミ ン 焼 付塗 装

品 - 戸 四 戸 -

、' 7

- 牛乳の安全性…盗難を防止します

Ｎ ｴ ド ｾｌ が配達さ れ る場合 … 表蓋が自動的に施錠

されます

. 牛乳が取出す場所…裏蓋はかんたんに開きま

す( 表蓋は施錠さ れたままです)

・空#Jj.(!>入れる場合…空瓶を受台に置くと、表

蓋が自由に開けら れる ようになります

. 受台には 180cc瓶3本が置けます

・取付けはかんたんです

. ミルクチ ェストの竪厚は 100弘、150弘、180弘

の3種があり、ご要求に応じて製作しており

ます

G 砂川 一 一一回指定メーカー

| 承 知工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 < 1 ， 生 川 区 内 夫 納 町 ， 2  8  

工 制 大 阪 府 他 聞 市 布 市 町 5 0  

東 京 ! k 京 開 中 史 百 円 十 柑 古 閑，. 必 ｔ ｾ ，＠
営 立 所 (クラウノピル内! ; mA町 勾 4  I ヒL 東 京 ( 附 ) 6  7  4  8  
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建 築 と 社 会

ユ ー ス

ニュースをお送りください

. 課 題 「農 村 住 宅 」設 計 競 技

日本建築学会昭和41年度支部共通

事業として ，" 災村住宅改善技術指導

の一助に，標記課題の設計競技の募

集を行な っているので，ふるっ てど

応募ください。

募集要領

1 設計要件と応募先; 限定建設地の

学会支部事務所κ 11月 14 日( 月)

午後 5 1時までに提出す る。

2. 応募資絡 : 日本建築学会会員にか

ぎる。応募提出までに入会手続

を済ませた方は有資絡者と認め

る。支部 ・支所事務所K 入会申

込書がある 。

3.入選の11: 支郎審査の入選図案を

全図審査のうえ ，それぞれの入

選を決める。

支部入選 1 点、につき日状 ・J tJ:w

および高IJ :D・金 l 万 5千円山( 他

fC佳作あり)

全国入選

l 等 1点 白 状 ・11J枠お よび

高IJ 11:金 15万円山

2 等 2 点1' 1: 状 ・l'tJ:wおよび

ffilJ 白金 10万円也宛

3 等 3 点 1'1・状 ・11: J抑および

高lj1J:金 5 万円山宛

佳作若干点 11状 ・Jl: J抑および

副11金 2 万円也宛

4 入選発表 ・12月1:1:1旬

なお，応募規定など詳細| は建築学

会の各支部へお関わせ下さい。

. 亜 鉛 鉄 板 を 使 っ た 農 村 住 宅 設

計 の 懸 賞 募 集

亜鉛鉄板会 〔東京都中央区日本稿

が場III T 3 - 16  鉄鋼会館内 - U 話東

京669- 5331番〕 では標記懸賞募集

を行なっている。 1等 ( 1点) は1'1・

状と 1'1:金30万円 ， 2  ｾ 年Ｈ 1点) は1'1:

状と ＱＱ 金 Ｑ Ｐ 万 円 Ｓ ｾ 事 Ｈ Ｓ 点ＩはＱＧＱ・

状と立金 5 万円( 以下略〕で，応募

締切は 10月31日であ る。

審査員は，浜田総，星野昌一，6ft  

ヂl'怒ー，狗野春一，木子清忠，久良

知ヨ1・二郎，L 8 中誠，野平忠， 三桶信

一， 山名元，斉藤英四郎の各氏。

なお ，詳細Iｾま班鉛鉄板会へ 問 合せ

のとと 。

. 第11 回 住 宅 写 真 コ ン ク ー ル

大阪住宅建設促進協議会では標記

写真コン クーノレの募集を行なってい

る。

謀材[ " 住まいと生活J

改善し なければな らない住宅と

住生活

改善された住宅と住生活

応募資絡 ・制限なし

サ イ ズ . 四ッI ; /J

締 切 ・l昭和41年 11J:1 10

審査 : 主催者側で委|属す る審査員で

行なう 。

送り先. 大阪市東区大手前之町

( 大阪府建築郎住宅開発課内)

大阪住宅建設促進協談会事務局

T  E  L  ( 941)  0870  

発表 : 11月下旬

立 ' 推iお 1名 :i'l状 1'1:金 2 万円

毎日新聞社1 ' l : Ct1i' D  

特選 3 名 立状J l : 金 5 千円

毎日新聞社立記念品

入選 5 名 11状J l : 金 3千円

毎日新聞社1 . 1 : 記念品

佳作 20名 11状

毎 日新聞社1' 1・記念品

. 14階 建 森 の 宮 市 街 地 高層 住 宅

建 設 中

• J

W

 

叫

J

可

J

Y

 

J

可

日木住宅公団大阪支所では， IIfI 柄1

40年度景気対策事業として大阪市城

東区森町K 標記市街地住宅を工事中

である 。本敷地は大阪市交通局所有

地の一部を公団が譲受けて新たな而

開発方式で計画したもので，敷地図

積 2. 6ha，大阪では最初の 14階建が

2 ;f}li， 11 階建 3. f*で住宅戸数 1， ∞ l

戸。施設としては 7 ーケッ ト， 貸応

古I i ，貸事務所なとがあり ，建ぺい率

26. 796，容積率 243 96で43年 5 月に

峻工する 。

. 緑 に 浮か ぶ 住 吉 市 街 地 高 層 住

宅

今巨1 . 日本住宅公団大阪支所では

約55億円を投じて，森の宮 ICつぐ面

1) 日発の第 2 号として ，T 紡績より 敷

地面積約 6 ヘクタ ーノレを全面買収し

「緑 iζ 浮かぶ高胞団地」と銘う って

ｴｲｾ＠ 1  wl 工事地上11 階建 5 練 758 戸が

着工された? ｴｦｾ＠ 2期工事 として，地

上 11 1lJ!J建 5 糠 703 戸が また団地内施

設 として，スーパーマ ーケッ ト I1.診

療所，幼稚園，収容台数約 220 台の

駐車場等が計画中である 。

国 平 城 ニ ュ ー タ ウ ン 基 本 計 画 策

定なる

日本住宅公団大阪支所では，奈良

市西郊平城山( ならやま) 丘陵の北

部で奈良市域 368ha，京都府木津町

・精華 IIIJ 両l I if 域292 ha ， 合青l' 6ω ha  

の区域に収容人口約 7 万人の宅地開

発を土地区画整理事業によって実施

甘る計画を進めてお り，その土地利

用の基本計画策定が都市開発コン サ

ノレタント ・R I A ・大場土木設計号;

務所並びに公団計画 チームの手によ

って，乙のほとまとめられた。それ

によると ， 1小学校区を l 住区とす

る住区構成を基本 とし，全地区は 7

地区から成っている。また ，当地区

は風致地区 ，保全地区並びに歴史的

風土とし ての特別保存地区に接し て

いるので，景観保全，修景計画に重

点をおき全地区而積の 1096が公園緑

地として有効に織り込まれている。

造成工事は43年から 5 カ年の予定。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー 卜

長ポレ Ｑ Ｎ，ＧＷｾ定

量 ( 比 重 0. 5コンクリー 山 の重量)

熱( コンクリートの 1 0倍の断熱性)

火 ( 法
え....... 

耐 火 ヰオ 料)

小 松 原 ピ ル ( 大 阪 )

Ｂ ｾ，， ｉ＠ ＮＱＩＮ ＱＧ Ｚ 口 ｦｦ 也ＧｴｾをＢ卜 Ｑ ・ ｉ ｊｩ 所

Jfu l:  ，!'r 本也" を 11，式 会 社

ｬＧ ｴ ｉｬｊｬｾド Ｇ Ｑ［ 外 ｉＺ ， ｴ

長ポレ" 〆7 A販 売 株 式 会 社

大 阪 支 I苫 大 阪 市 西 区 京 町 沼 通 1 ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 路 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7  4  1  

東 京 電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2  4  1  

名 古 屋 電 話 名 古屋 ( 581) 代 表 7 4  2  1  



ロ写真と続i } : 1 をどしどしお送りくだ古い。

凡例: a 所 在地 b. 辿築面積 c 延面積 d. 構造鋭校 e. 工 期

醸量
163. 岸 の 里 市 街 地 住 宅

設計 : K K 大 阪 建 築 事 務 所

施工 : K K 浅 沼 組

a . 大 阪 市 西 成 区 西 血 池 町 28

166. 船

b .  819. 71 ，，1' 

c .  7. 074. 52 ，，1' 

d.  R C .  B 1. 10 F .  P 2  

e  附事140年2 月 ~ 附有141
i
j ' 5  }] 

場 電 話 局

設 ｾｉ 日本 電 信 電 話 公 社 建 築 局

施工 : K K 藤 田 組

a. 大阪市東区博労町 3 丁目 6 帯地

b.  )' 555.75，11' 

c  .  1)， 636.  61  nt' 

d.  S R C.  B2.  6F.  P l  

e  附布139
i
l' 6 月 - 1昭和41年 7 )]

169. 大阪府立老人福祉センター

「延寿荘J

:ll: J十 K K 三 座 建 築 事 務 所

施工 K K 西 国 工 務 底

a 大 阪 府 堺 市 有1 m 711 の 6

b.  986.77，11' 

c.  )， 011 飴 d

d.  R C.  110 

e  附l1l40if' 11月 ~ 附肩141年 3 刀

164. 松下電器健康保険組合松下病院

(増改築)

設計 ・路工 K K 近 後 遺 段

a. 大 阪 府 守 LI rl i 金下町 2 丁目 16

b.  2.385. 1501' 

c.  11， 878.  05nt' 

d.  R C.  B 1. 6F.  P2  

e  附事138年12)J - 附和41年 7 月

167. 新 淀 川 電 報 電 話 局

設計 日本電信電話公社近後通信局

第二建築部

施工 : K K 大 林 組

a. 大 阪 市 西 淀 川 区 姫 里 町 3 の2

b.  )， 臼8. 682，11'

c.  6.  127. 630nt' 

d.  S R C .  s 1. 310 .  P 2  

e .  1刑事140年 3 )J - 附事141年 7 月

170. 京 都 府 立 勤 労 者 セ ン タ ー

計 内 藤 段 計 室

施工 K K 浅 沼 組

a  京郎市中 J;t 区お ) L巡り丸太町

下J レ

b.  1. 199nt' 

c .  5.  126nt' 

d.  R C.  B 1. 7 F  

e  附肩139年 12) J - 昭事140年 12刀

165. 北

E E園

島 ビ J レ

設計 : K K 三 座 建 築 事 務 所

施工 K K 姫 野 組

a 徳 品 可i t: i  l ! )町 l 丁 目 18

b .  319. 11111' 

c .  1， 252.  09nt' 

d.  R C . 4 F ( 4 隣は I四築鉄什造)

e  附和40! jO9 ) J  - 1削羽141""ド5 月

168.  全 国 信 用 金 庫 連合 会 広 島 支 庖

設計 日建段計工務K K東京事務所

飽工 ・鹿 島 建 般 K K 広 島 支 庖

a. 広 島 ， I i [ 1 1 中 町

b .  320.73，11' 

c.  1. 692.  48nt' 

d.  R C.  s 1. 5F .  P l  

e. 昭和40年 9 刀 ~ 附肩141! F 6 月

171. K  氏 邸

設計 渡 部 建 築 股 計 事 務 所

路 工 直 営

a 奈 良 市 よ三 確 町

b.  190. 54 nt' 

c .  230. 37，11' 

d.  不 造2F. -llIl R C造

e  昭和40年 1 月 ~ 昭和41年 4 月



#=.1:.#/1. 九--f' 1-- ' ' 1 ｾもが く 誘導則 〉 を改良

ｌ ｾｩＺ Ｇｉ Ｑ＠
- 棟 級 文 字 l立6 種 類 あ り ま す

|慰霊草I I協組盤| 陣謹富謹I I整! ぞ哩l 鵬璽謹| 陣 圏 直l

f あ #1 &乾電池式誘導県I

- ぉ問合せは・・ ・・・・

工 事 が 簡単 で す

乾電池( ナショナノレハイトップ) 内蔵式ですから直流回路

の配線工事がし、らず、簡単にとりつけることができます。

/ 、イト ッ プ が 非 常 時 電 源 です

ふ だ ん は 電 灯 線 て 点 灯 、 停 電 の 時 に は 自 動 的 に 乾電 池 が

電 源 と し て 働 き 、 誘 導 灯 と し て の 役 割 に 常 に 完 壁です 。

消 防 法 に も合致 し ます

停 電 事 故 が な い 一 年 後 で も 、 消 防 法 に 定 め ら れ た 20分以

上 は 点 灯 し ま す 。 ハ イ ト ッ プ だ か ら そ れ が で き る の で す。

点 検 は 一 目 で O K

乾 電 池 の 容 量 が ひ と 目 で わ か る 電 圧 メ ー タ ー っ き 、 平 常

の 点 検 が と て も ラ ク で す 。 またプルスイ ッチによ り交 流

電 源 と 非 常 時 電 源 を 同 時 に 切 る こ と も で き ま す 。

・旅館、 アパー ト、病院、 飲食底、 美容院などに

札 幌 ( 24) 9 2 7  1  高 山 ( 21 ) 8  5  6  1  広 烏 ( 41) 5 1 1 1

1lll 台 ( 25) 8  1  1  1  金 沢 ( 61) 2  1  2  5  高 松 ( 2 ) 1 1 9 4

"f- 都 宮 ( 3) 3 2 3 5  新 潟 (45) 6  3  8  6  福 岡 ( 28) 3  3  3  1  

東 京 (453) 3  1 1  1  名古屋 (951) 6 2  1  1  小 倉 ( 53) 5 2 2 1  

繍 浜 ( 68) 0 7 4  3  大 阪 (362) 5  1  5  1  鹿 児 的 ( 3 ) 0 6 7 1  

静 岡 ( 54) 1 2 4 1  神 戸 ( 39) 8 0 1  1  
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松 下 車 墨



クラスメー卜

左より( 敬称略)

西 沢 文 隆

( 坂倉地三i . l ¥築研究所大阪支所長)

谷 口 尚 武

( 限大体組取締役技術部長)

後 藤 典 夫

Ｈ大阪町 ｈ ｬｬｾ 部長 Ｉ

木 下 正 利

( 的水i . l ¥段以大阪支1;5次長 ・理事)

今 井 延 雄

( 旧{ 鴻池組大阪本 l.!i!l lj 支配人)

大坂科学技術センター ・7 階クラブロビーにて

* 大建築科昭和 14年卒の 4 名11: 15年$ の西沢が加わったが，乙れが両年度卒( 現在員は

合せて49名) の大阪在住者の全員である。東大は虫作と不作が隔年にくるというが. 14年

組は残念ながら不作の年といわざるをえない。 13年組の丹下健三 ・大江宏 ・浜口隆ーなど

の華々しさ . 15年組の西沢をはじめとして国方秀男 ・野生司義主主などの好アーキテク ト振

りにくらべ. 14年組はスターを欠いている。( といい切れば吉武泰水などがぜi慨するかも

しれないが。) そのかわり，パイタリティはなかなかのもので，今井茂( 鹿島) . 三宅良

彦( 戸凹〉をはじめ建設業界で活躍するものが多い。

今井は在学中，木造 2 階火災実験で 2 階の天井哀から墜落し人事不省となって級友を驚

かせたが，骨折はしなか った。刑池組に入って，東京 ・名古屋 ・福岡とまわり ，その硬骨

にみがきがかかってきた。

木下は熊本の [(t . 五高の出身で， 学生時代から無骨の中に親しみのもてる人柄であっ

た。治7} <. ill 設大阪支庖で信望を集めている。

後藤は早くから住宅問題ととりくみ，北海道庁では民生部長までつとめ上げ，あらゆる

芯 ｬ 床での住宅行政のエキスパートである。人 ｮ ＺＡｒ巾の大阪府のｾ築郎長として最適ｻ壬者と

いえる。

谷口 は大林組で研究室，技術gjl など終始一口. IJ 在工技術畑を歩いてきた。人が好く，い

ろいろの維JTJ をひきうけるが. Ｎ場追いの左官の ｾｉｖｩｾＱ まで受持っているのは感心しなし、。

西沢はきゃしゃな休絡ながら精力的な創作活動をつづけてきた。乙の日はやや疲れがみ

えたが，十分に自愛して，渡辺節，竹腰世ｾ造などの大先輩にあやかり，息のながい活躍を

し て ほ し い 。 ( 谷 口 記 )
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|調l

陣

臣

悶l
鳥 国 家 弘

神 戸 大 学 処 築 学

宮 秋 利 厚

口 悠 t畳 間 工 務 KK

谷 口 尚 武

KK 大 林 組

福 田 好 雄

タ ' イ ケ ン サ ッ シ KK

7 月号より 12月号まで

上記の新執1 1 ! 者で乙の

rill 築の脱」欄を担当

してもらっています。

圃 人 間 的 な ， 余 り に 人 間 的 な一 一 ( 3  )  

「人間は合I ! D . 以前にまず動物として生きる。人間的空間とは ， 乙の動物の現象す

る笠間でなければならぬ。 J

流行の人間的l J ! 築空間は，簡 単 lζ いえば乙の j京初的段階 lζ 止まっている。そ乙で

空間とは ， まず ｪ 政党的宅間一ーたとえばＩｪ ｾ￬ 児の体感する空間 ・ みみずの穴一 一 そし

て宗教的 lζ は) j fi 内くぐりの1照明の空間。だが，みみずの体表而にも一障の視探rTが

あるそうだが，山¥I克な感党とI ! [ J ' 性をもっ人聞は遥かに高速な空間を知っているはず

だ。

また ，制111陶分裂でふくれてゆくもの ・メタボ リズムで絶えず変化するもの一一 そ

れほと| 物体の直接的空間だ町が，111築の 'タ間はそれを内蔵して，かつそれをはるかに

超越した r::J 肢のものである。また ，燃のように刻々変わる現象空間ではなく ，)'1.俗

にはとらえ難いその! 処 lζ ちゃんと Ji設作するすばらしいものだ。余りに動物人間的な

低次元でｾｾＱＺＺ ｉｈ ｊ を扱うのは止めるほうがし、ぃ。 Ｈ ｔ ｯ Ｉ

圃 コン ビュ ーター・エイヂ

可子計 Ｎｴ＿ 機はもｾぃ Ｉ［ｴζ 当を得ておれば ， 非常 ｬζ 強 Ｉｊ な協力者となる乙とはたしか

である。計阿 ，設計 ， ｾＺ ｴｴｾｲ ， 設備 ， またはコス ト スタディから ｌ 程管 ｅｕＡｃ 至るまで

ｬｊＡ築の分仰において活躍しつつある。近いうちに丈ｾ築界 ｬζ もコンピュ ー タ ー ブーム

が到米しそうである。

E  D  P  S ， 0  R ， L  P ， 0  P ， M 0  S ， P  E  R  T ， C  P  M， F  R  A  N ， C  0  G  0 ， F  0  

R T R A N， .. ... .; { 芸人が聞いて何の乙とかさっぱりわからない用語 ，略号の氾杭で

ある o i J l ; 築雑誌にも随所1 ( 11¥てくる 。 コンピューター用語を知らないと時代遅れの

ような気さえする。ベテランのｾ築屋さんが説明しでも納得してくれない人でも ，

コンピュータ ーでやった結果乙うだといえば，承知するという事態も起ってくる。

コンピュ ー ターに人聞が伎われているのもおかしいし ，コ ンピュ ー ターなぞは建

築では役 lζ 立たんときめつけて，昔ながらのカンのみに似るのも困る。要はその使

い) ; を決めるのは人間であり ， 乙れの特性を有効 lζ 自分の手足として使い得る人乙

そ，近代1112おf : 1 j 江主に従事する建築家であり ，技術者であると考えている。

その広|味で， コンピュータ 一時代 lζ 生活する建築技術者は ，知らないではすまさ

れまい。即解して欲しいと思う。 (Mi )

圃 文 化 と い う 言葉

Ｎ￬ｩ￩反ｾ築についてのテレビ放送をみていたら ， 主を場する主 ｊｉ ｜ｦ ｽ たちが 「文 化 ｊ とい

う言集をしきりに LJ にするのが印象に残った。 I文 化J といっても ，京洋文化など

という場所 lζ 使われるものでなく ，大工さんが「近どろはアパー卜 や文化の{ I : ' j[で

いそがしうて」といったときにつかう文化である。 2 階建の木造集合住宅で， Iご・

下! 特の住人がそれぞれ別の入口から入れるようになった形式のものを文化住宅と名

づけた人は殺であろうか。戦前にも文化住宅という言葉はあって， もう少しましな

ものに 付 けられていたように思うが， ともかく文化という 言史はひどく値打 ちが 下

がったものだ。文化人という l呼称も杭)I 'J されているようで， 乙れをわざわざ「ブン

バケ」人と読む皮肉家もある。乙の方もいまに「別々の J レート でとり入れた知識を

雑然と同h i : . させ ，11年lζ 応じてそれを使いわける人」など，辞書』ζ 1 1 ¥るようになるか

もしれない。 (T a)

・ さ び の 応 用

従米鋼材はさびるもの ，塗装するもの ， とil とまったものであったが， とさび‘ ミを

進むままにまかせるようなことは ，今までに考えられ なかった乙とであ った。と乙

ろが品近とさひ、を生かした使いかたが応用されるようになった。最近 ifi 金学のめ

ｦ ましい進歩により ， 耐 Ｑ 民性 ｲｾ ｊ 張力賞品 ｈ 商品名 ｃ ｯ ｲｴ･ｮ ， Y a wt e n) が開発されて，

大 気 !I-' の: 出条件下でも ，無 塗装ですぐれた耐候性と低抗力の強い鋼材が使用される

ようになった。スチ ー J レサッシからアノレミサ. : ; シに移行する時代にありながら ， l[uJ 

仮 Ｇ ｲ ｌｪＺＡｾｾ張 Ｉｊ ｾ 羽 ｩ を外装 ｉζ 使用 した例は ， アメリカのシカコ郊外 ｬζ ディア一社があり ，

昨年完成したシカゴ ・シビ y クセンタ ー も現在では赤鈷色であったが， 2年後には

1Ii' 1紫色の安定した色調になるとの乙とで， 乙の ミさひ‘ ミ色 の 応用 がブロンズの色調

と一致する点 lζ Ar chi t ect ey e があるように忠われる。近く関西にも四天王寺大

学年11の外装に応用されるので， その完成後は回困地帯にマッチした色調の コン トラ

ス トの美観が比られる日も近い乙とであろう。 ( F u)



新 発ｊＷ ｯｬ｡Ｍ ｾ＠
マc-oat

士

冗

ヲヲヨートフラ宕9 ヲ

ゾラコー トクラシックは ，最も新しい感覚の多彩

模棟塗料で近似のパステルカラー 2 色からできて

います 。少しはなれると単色のように見えますが

この近似の 2 色が微妙に調和して普通のシングル

カラーでは見られない務着いた . やわらかい奥行

きのある I! 未わいを 出 します。

令聞苗べイン! 似合私

大阪市東区伏見町 5- 27 東京都中央区宝町 3 - 2

きの
@  

切望3

* 営業品目

・スチールサ ッシ・ドア・アルミサ ッシ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア・カーテンウオール

. 冷暖房・給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

国建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区村正ケ伎町 1 0  8  ｏｊｩ ｬＱｾ ヶ校町ピル Ｉ
旬 以 大 阪 ( 363)  3  3  7  1  ( 代表)

事京都千代匝l 区 神 田 岩 本 町 2 ( 共同ピル}

m sfi 東 京 ( 254) 2  0  5  1  ( I¥: 表)

名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁 目 4 8 の 2

也 知 名 古 屋 (551) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 番

東 京 支 庖

キ土

. ，d. .  

τz::;; 式キ朱車両車畿製 造 元 主 丘

名古屋支庖
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表紙のことほ: マスコミ ( 都市環境とその要素 ・10)

活字，音， テレビ，スピーカー もろもろのマス・

メジアが動 くこそ，そこに都市が息づく。だが巨大

なマスコミ の真赤なロが開くとき，人々 はモれにの

みこまれる。せい一杯の鉱抗をl ! i t みながらも……。

表紙デザイン: 表紙デザイン小委員会& - 菅谷 淳

最近の地下工法特集

Archi tecture &.  Soci ety 
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工 期 稽 工 H円相39年 8 H  12日

竣 工 日目制411f. 8 月10 日

階 数 地下 3 防、地上 81紙 幣 昆 4 防

車構 造 地 下 階 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト jE

地 1: 階. n，出 鉄 骨 鉄 筋 コ J

?  1) ート 41 ( 3 階以上人工事正

量コンタリ ー 1. (IJ!JfIl 

? イデロ F ワー 鉄骨泣

建物高害 事f jl': j  G L +30.31m 

h生日司刊日目百さ G  L  + 42.31  m 

判ク ロタチ4有害 G  L  +75. 83m 

基礎底深さ G L - 13. 60m 

外部仕上/ 陸上: アス 7 アルト防水向上

クリンカータイル貼. 一部縫聞 外".t:' :  

1  .2階、外国j草花倒有貼. 本』密き 3 階以

上、磁器馳僻 7 イ ル 貼 庇 ・ 庇 鼻 、 ア ル

ミエンポス板、ア 7 リル樹脂焼付 庇袈

7 Aベストタイル、セラミ t 71m工

窓: アルミサ ッシ下部内倒し 熱線吸収

ずラス入 ショーワインドー: ステンレ

ス製. ! I ' I 板ガラス入敷石: i f . 剛: r i 小叩

き、一都磁気 P イル貼

内部仕上/ 主l刻ホ ール . 床ゴム 7 イル.

ｉＺｉｾ 外 ｬｬｩｬ ｾ 在 ｫ ｬＧｴｬＺＨｪ 貼、ｊ￫ｉＱアルミスパンド

レル 基割高階 E L ホ ー ル 床 ゴ ム F イル

喰テラゾーブ O "I ? • 天井ミネラート ン

一般 事 務 室 床 ビ ニ ール Y イル 巾木テ

ラゾープロヴ? I笠モルf ' J レスプレ y ド

サテン吹N. 天! t - 有孔アスベストラッ 7

1 プレ y ドサテン吹付

新ガスピル

旧ガスピル

'  

蚊骨十監理 繰式会社安井建築股計事務所

建 簸 工 事 練 式 会 社 大 林 組

? l ! 淵設備 J I [ 洋キャリヤ工業株式会社

電気般備大阪 ｭｾＨ 殴 Ｇｊｽ 抹式会社

術 生 設 備 須 賀 工 業 保 式 会 社

持険機設備 で 後 1ft 機 体 式 会 社

瓦 斯 設 備 大 阪 瓦 斯 徐 式 会 社

建築位置 大阪 ｉｬｩ ｾｈ 更千野町 Ｕ 了円 Ｑｬｦｴｊ 也

敷地面積 2.840. 60m'  

建簸面積 2. 487. 85m'  

標準階

床面積 2.409 ∞m'  

延 面 積 ‘  27.7∞.56m

2  

- 設 計 者 の ニと (;1:

佐 野 正一

ｾｊＧ 十にあたってとられた ｽｊ 針はこうであったＮ

1 、 In ，.，. ス ピ ル と あ わ せ て 一 体 憾 の あ る も の に す る こ と . 1日ガスピルはそれ自

体 と し て ま と ま っ た デ ザ イ ン な の で 、 こ れ を そ の ま ま 紙 袋 す れ ば か え っ て バ ラ

ン ス は 〈 ず れ る 危 険 が あ リ 、 ま た 新 ビ ル1則 的 平 副 計 阿 や 保 光 上、 旧 ピ ル の ilfl')

にや れな い制約もあるＮこのため析旧ピルの階 ＱＮＧｾを捌 ｬ え外袋内袋町材料をほぼ

，..J じものを選んだほかは、 JrI ピ ル デ ザ イ ン の ニ ュ ア ン ス を 残 す こ と に 主 l以をお

、. て 側 部 の it トーげ 材 料 や 寸 法 は か な リ 1' 1 自に変更をおニなった. 弘としてはそ

の Hが 一体 感 を ど す た め の 械傾 的 な 向 き 方 と 与 え た か ら で あ る 。

な お 柱 後tl ll は 111 ピル5. 8 M X5. C¥ MI ニ対 し 新 ビ ル l i 6. 0 M x9. 9Mで 1' ' 1仰の 間 仕

切j や 設 備 は 3. 0M X l. Ｕｍ のユニ γ トで ［ Ｇ ｾｊ 1) つ け て あ る。

2 、 向精 ピル I時代に 1耐えた 都 市 宅 JlI J を々11. 1 るよと . 新 IEI ビルあわせて - l J i 簡

を 山有 することにな勺たが‘ j'Gl li1Jプロ t 7 には 同ト1:的 所有地があり、南1 I I 'J 北 1U11

の二ブ ロックも ｪ 丘、、将 Ｎ ｾｾ刈 Ｑｍ ピ ｊ レ 化 的 可能性 が ｾ ｲｴ ，い 。こ れらのピル鮮が互に呼

応 し て 緊 禽 な ml di'つ! [il] を 形 成 す る こ と に な れ ば 大 阪 の あ た ら し い セ ン タ ー に な

るだろうと思う 。 111 ガ ス ピ ル がH日制18 flよ完成したとき. ニれは{ 卸常筋ピルr . t の

先駆的なｾＮ維があったが、 ｾｪｩ ピ ｊ レについても布 ＱＱＱ Ｑ ［ の将米に何らかめな後がある

も のにしたいと巧えたＮ新ピルの ｉｦ ｾ 、 Ｑ Ｑ Ｑ や人的 ＺＱ｜ 入、Ｑ［ｻ 1-.縫 l剖な ど は こ う い っ

た4ザ え 万 に つ ら な る む の で あ る 。

3 、技術的に刊! . a で悦治的な他物であること。いサまで L ないことではあるが、

所 ピ ル は n ピルの )J 式をと 勺た の で こ の 万 針 は 事 実 上 最 も き び し い 制 約 と な っ

た. ./lII j主計Ilhj と波怖( ，l J 州向上でこの，1，'1 . には大きな J奇心が払われている . 事量 1在人

工ＱＧ Ｑ 十本 の令 ＱＱ Ｑￏ Ｈｬ ｬ ｊ 使用、ガスエ ンジンの ｴｾ Ａｉｊはそ の一つの 解決としてイｻ効だ った

と思う 。 Ｈ安井 ｩ ｍ 高 松前 Ｇ＾ ｊ ｾ 務所以 Ｉ

- 股 備 に つ い て

新ビル犯行紺計i 111j1i 、 まず l日ピル訟倒的改3立と関 i主 して i住められた. すなわち

ｉ ｉｊ ピ ルの 機総 ｭ のｾ朽、および人 ｈＮ 照明等の ｬｬＧｬ ｉｊ ｬｉ により、冷凍 機 谷 地・ 安Ｑｴｲ容

地内不上止をきたし、 ｉａ ピル Ｇｉｱｾ 虫としても改泣の必 Ｑ 災科 Ｚにせまら れていた Ｎ

こ れ ら の 点 に つ い て . 他 工1M. 絵柄[ 師、管理 l福より 比 較 検討した結" * 、機械

屯は新旧一体とし、 機株ｾＨ は、 ｭ ｬ ｈＱＱ ，ｩＡ ｦｬ とすることがＮ容 ｦ 誌 の続減ともなり、

最 も 得 策 と の 結 論 に j 主 した. す なわち、新ピルに特内受: 従殺備を設け、| 円ピル町

受7 f t 容量不足に対処し、冷熱械については、新ピル I也3 階 床 下 に 2∞0 ..' 円望書熱

糟を設け、1 . ; 然巡転万式を保J l 1 することにより、冷凍機は新旧 11可(' l 有fの 約 括 的

符: ! 在となリ. 300R ・T X l f j 加 設 で 済 ん だ. ポ イ ラ は 既 般 31骨を改造したの

み で あ る . 術 ' 4 : . 関係機株取t について L 析 ｉｂＱｪｾｪｦｦｬ と ｌＮ ｦｬｾ 史的経［成とな ったＮ

次 に 新貫主冷 凍 機 を が え エ ンジン 駆 動 と し た こ と で あ る . このことは、官官『打庁

λ の 夏 季 潟l&! ll'l }J lI 向島ー環と して、 地 主 大 阪 ガ え の 数 年 米 的 研 究 め ー織であリ、

受 1ft 技術 的 特i減 と と も に 、 今 後一 般 他 物 的 冷 然 減 と し て の 一 方向 を 心 し た む の

と し て 特濃 さ れ よう。

f! i ピJ レ' 包i列) ' j 式は、ウエザーマスター、 21f( ダクト 併 用 方式とし、l ' l 荷的変

動、用途変￭ＡＡに応ヒ Ｑ ゆる ｽｪ 式と ｌＮ 年 ｦｬｾ 復関可能とした 。さらに Ｇ ｊ￭ 務 当 ｾＮｉ 付の ｉｒ ｉ

AJ1UXIBロ 等 は モ デ ュ ー ル化 L. HIJ 仕 切 変 動 に 応 じ ら れ る よ う に し た .

また di 水に よる 配 管 腐 食肉 fl l] 凶 を，f ( 叫 L. 給水管には鋼管を使用したこと、

ほ上庭向1に 散 水 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を 訟 け た こ と 、 ガ ス 灯 、 y コパンクパーナ

等 の 特 殊 ガ ス 設備 を 般 け た ニ と な ど が 大 き な 特 徴 と い え よ う .
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Ｂ， ｾ＠ 1  

位!円'1 1 プラスタ ー愉 オイル

染ff，'i l ペ イント "11キl ! : 1
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甲 南 大 学 E

講 堂 兼 体 育 館 1

設 計 監 理 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神戸 di ｾＨ糠区本山田 ｉ 岡本

規模構造 鉄ff 鉄筋コノタリ ー ト泣

大 ｨｬ 似鉄 ｦｩ 品Ｇｾｉ，ｙＯ

lと尺銀 11

of.f向 15. 4 m

ｩｬｬｾＱ 師ｉｩＧｴ 2，552m'  

延lfii fl'! 4，072m'  

IL'i，n-t1， 1  J Ht (向サ 30.0m)

工 期 .11工 昭和40$1' 7  H28円

峻工 1I {'!f U41
i
l'  3  J 128日

収作人J ( 総人J ( 3，000人

11' ff ilI.'tt A ? ンド|再1定I，Y;

1，000人

体育場/ 32X 39m ( パスケ γ ト2 而|百lll. 'i

l，elll )  1.正11: 1'.  DEX ー O- T E X 22lnm 

ブル一 色

外装/ 小 11舷? ，: >? イル庄II

V

r貼、傾斜外使

アル ミlとK パネル. スミカラー ( 7 '1 ヤ

ー) 11: 1  

玄関ホール/ 床 : ポリストンプロ y 夕、

ｉｬＮｾ＠ 小 116接待タイル. モルタルフ ジコー

ト吹1.1

IJ 堂/ 1.ぷ DE X ー O- T EX 22mm スタ

ンド ビニ ールタイル 明 イIイレ、 ード ボ

ー ドE P  ( グラスウール 50mm) 天 JI

人1車イ l 制:A レー ト貼j 三J也IJ :J 二

電気設備/ ，鼻立 ( 体育館) 白熱灯水銀士l

fJt-! IIm¥191 . 天: 容向然保光付焼台ポー

ダ一、フ ッ ト、スポ ッ ト、作ライト t苔

IL'i，:1 、水品発 {.l 機付、直後5. 0 m

換気設備/ 第一利換会l (強制給排公) 装III

Ｈ 将ｾ，出胤 ＱＱ 是 Ｑｊ ｊ 可能 Ｉ

南北断面図

園設 計 者 の こ と ば

本 建 築 は 表 闘 の 世n Ｈ 滅 寸 ｉ ｾ と 体 行 自ｪＧＨ の こ つの Ｉ ｉ ｪ 途を 持 つものであるが、 一 般には学校 体 育

館 を 滅 危 と し て も 使用 す る と い う ケ ー ス が 多 い が 、 こ れ は ど ち ら と い え ば講 立 を 主眼 とし

て 、 計 画 さ れ 、 名 ! 市町一 部 を τIl. j ニnnと し て 休fi にr t J いる ・ ｊ ｾ ができるように設計されたもの

で大学繊' な として 作式典 と文化 活 動 に 主 として !lJ い ら れ る も の で あ る 。 す な わ ち 大 学 の 象

徴として記念性を持った処築であることが必裂とな っ た。全体プロックは平而的伸 ｖ ｩｬ 伺 Ｈ ｊ Ｇ ｾ に

傾 斜 し た 弁 略ffi iの 組 作 せ で附 成 さ れ た 利 を伏 せた 加l きブロ y 7 とし 、I i 可而に l時計 俗 を 円己し

たもの。 外 ｬＺ［ ｾ を Ｑ ＦＺＱ褐色 町 ｉ 滋 総 タイル ｊＡＮｬ ｩ り の ｉ［ｾｊ I  I  f'il Sの 小 さい 唱 として ffi) 平な 裕 7i'l' rいたものと

し、1則l市町傾 斜 崎 市 は 銀 色 の W < ア ル ミ 板l! 占りの、米々しい表現 と し て 鈍mな 他 物 に な ら

ぬ よ う に し た 。

宅 内f係£光はf I 側l則刊 "噌:往主，1)窓容、は i近!iJ彼安する. f il.

光は天窓を主力に ａ巧号えている 。 ｦｉ町鳴を内傾斜Ｂ ， ｾｉ 師としたｊＧ ｛由 は長大な平行笠 ｬ 而となること

を避けた L ので、 |吋時に法 J;J Lの斜線制限と北f I I リ府軍般住物への採光を良くし、かつスパ討を

39M を33M に締めている 。 こ の 傾 斜 I(! j を内外ともそのま、に表現して空間 的 無 駄 を 無 く し

ている。天 井 は 休 ｩ ￬ ｦｩＨ Ｈ としてのｻ古 川 上から ｢ 単純な ｊｾＧｬ の大波スレート ｩ 治生 地 仕上とし、己主

内 仕上 は 乾 式 仕 上 のI自l をm大 さ せ て 限 ら れ た 工JUIに 対 応 さ せ た も の で あ る 。 ( 鈴木記)

2 階 1. A  ＾Ｇ ン ド、 Ｑ ， ｾｾＱ 市 2 ギララ ') ー!市 3.1吹肱 4 ホール 5 バルコニ - 6. )，庇

送主 7.' ，r; :父宅 8. JJIi{ .  f主主 9.11幻 UIf

• 

国

N  

2I l M________! O  ｾ｟ｊｬ← ｌ ，Ｍ

1階 l ピロテ ィ 2 五l則ホ ール 3 クロ ー 7 4 削 1 5 糊立 体:'(cf館 6 鮮内 |  

7.1' 副所 8 事務室 9 術 l在室 10応僚を 11 ポンプ室 12 受水槽 13.制 :!.-li l日

14 ン ャ ワ - 32 15 医務宅

東西断面図 a. 持台 b トy プライト c  投光宣 d 換気機械室
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最 近 の 地 下 工 法 の 変 遷

1964年をピ ークとする建築生産は，都市建築に

おいて著しく膨脹 し， したがって生産の多くは大

都市に集中された感が深く ，加えて都市建築に関

連する地下工事の様相も従来にない大規模化と深

層施工が著 しい特徴 となった。

次いで1965年- 1966年に至るや，圏内産業全般

の政策から，建設計画はやや渋滞し ，おのずから

地下施工も減退 し， とんにちに至りあたかも低迷

期の感がある。

土木業界の生産経過も建築と大同小異である。

地下工法における機械化シ ールド工法が永年の研

讃時期を脱して実施期に入ったのは ，あたかも建

築における地下工法の躍進と同一期にあるのは興

味深い。

ζ の土木建築双方の地下工法の新しい開発は ，

施工目的，技術手法，において異る点は多いが，

その施工が都市圏内にある場合，今後機能的に関

連施工技術として統合されるととも想定されると

とと ，同時にこれらの技術内容は国際的に先進国

のそれと比較すると，いずれも上位レベルにある

乙とは施工部門にとって大いに誇りにするに足る

と思う。

地下工法は過去においては，施工部分のエンジ

ニヤリングとして単なる一部の技術に過ぎなかっ

た。乙んにちは前述の如く，代表的都市建築施工

の基盤を握る位置に上昇した。乙んにち，大都市

が直面する ，都市改造上の悩みとする課題の解決

は，おそらくその大部は土木建築施工の範囲に属

し，殊にその地下工法 iζ 期待される乙ととなるで

あろう。

38'  

以 竹 中 工 腕 原 子 力 部 長 引 側 部 長 北 山 二十三

とのように ，地下工法の施工技術が近年逐次重

要性を増している事情の内に公共性を達成する生

産目標が大きい点， 乙とさら施工技術者は注意せ

ねばならないと思う。

ひるがえって，今日まで多くの施工を経て変遷

と進歩を繰り返しながら，完成された各種地下工

法について分類と概説を試みる。

各種地下工法の概説 (Fi g・1 多照)

から掘り工法… … は人類が土中に穴を穿つ技術

として始めた原始的な手法に つながるというべ

く，実施の歴史的な経年ははるかに永いものにな

るだろう。地下工法の手法として Fi g- 1 に示し

た範囲より実際はもっと遠くに逆のぼるものと思

0

 

・
円
ノ

乙の地下掘削技術は現在広く普及 し， その基本

的な技術は建築土木を問わず，広く狼強く浸透し

加えるに近年施工地盤の改良工法，強制圧密( サ

ンドドレ ーン，サンドドレ ーンパキュ ーム) ，脱

水工法( ウエ J レポイント工法，電気浸透工法) 等

が併用され，技術的効果や施工範囲の拡張が計ら

れている。

乙とに乙の地下工法は機械の投入が容易である

ためもあって最も早く機械化施工に踏切った部類

と言われる。ただい地下工法として特に都市建

築の地下施工への利用は他 lζ 比べてかなり低調で

ある。



Fi g- 1  各種地下工法の実施年次概要
地下工法として他と比

べ，ややその実施頻度

は低い。とれは他の工
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法と比較して工法自身

の特性から来る理由が

工法採用上影響を与え

ているというべきであ

ろう。将米乙の工法の

研究目標となる要点で

あろう。

ケーソン工法はわが

固においては ， 乙んに

※ 主gj らたに 開発 された各種新工法はすべて桜子半工法に包含する分類方法

ちまでかなり多くの笑

結を J立み完全な工法と

されているのに比べ，

をと ったg

山留掘自

表1;すべく ，

在もなお以

掘削 ! CC

より迫持王

支保形式，

留方訟を当

ζ の工ち

普及してし

複雑化す ξ

工法ではお

までの地-F

れる深層 i11

あろう。

ケーソン

らず，土木

果を示し ，

シェアーを

技術的改

_，_，. ，- 、. 、 4

一! 、，、、

'Ji -，似' . " . ，'，

法… は前工法の技術的改良工法と

らゆる都市建築の地下工法として現

かつ頻度高く用いられている。

山留土庄の支保形式が力学的改良 lζ

生み， また経済的合理化策が，斜 め

イラン卜方式，またはトレンチ式山

変ぶしている。

地下工法 lζ おいて大半を占め ，Jよく

といえども ，地下構造体設計が派層

在の傾向に対しでも有利かっ可能な

すなわち地下部深層化のある| 俊民:

法であ って， ζ んにち 一般に略称 注

施工は以下の各工法 lζ 委ねる べ きで

法・ ・・・ーは建築地下 工法とし てのみ は

q地下構築施工法とし ても 独自の成

工条件の如何により ，特異な技術的

持する工法という べ きであろう。

の加えられたものとしてフロート万

生まれ，独特の進歩がみられるが，

司障 も ＮＮＮＺｲｾＮｾ 、・ ζＮＮＮＮＮ ，

最近外国誌によれば，

欧米( アメ リカ および

イタリー〉においての施工例が伝えられており ，

新しい工法であるかの如き制介でおも しろい現象

である。

複合工法 ( 特殊地下工法) その多くは1955

年以降 IL 開発されたものに占められている。すな

わち極く近年のスター トであるためか，新工法の

名称を先tするものが多い。

すでに施工実績もあり ，立派な成果をあげて い

る各種工法を順序不同のまま名称を掲げると下記

の立11 くなる。

柱礎工法・ ・・・ ・・ ー…・・ ・・・( 清 水)

桃真鉄' 青山留地下工法 ・・・( 大 成)

パイ J レコラム工法一. ••• '" (大 林)

G コラム L 法 ..... . . .".  ( 長谷川)

深層工法 •••• • ・・・・・…( 木 出)

竹中式深礎工法ー・・・・…. . . (竹 中)

備 ) J ・乙の外にもすぐれた工法があり i漏れておれ

ば教示原演し、たし、。

1955年以降10年聞は上記特殊地下工法の生まれ

るべき必要背景のもとに ，建築生産は上昇線を辿
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Fi g・2 山留壁の構築分類

ケーシンクツマイ : ｾ ， ｾ＠ p 工法. P  1  P  

プを用いない も 工法住法プレポーリン

の グ工，ア ースドリ

柱列山留壁

J レ工

........ 

ケー シングパイ ベノ ト柱裂工法，竹

プを有するもの 強 ォ ー ーパイル|

連続山留壁 イコス工法. O W S 工法，エJ レゼ工法

ケーソン利 ニュ ーマチックウオ ールケ ーソンによ

用 山 留 壁 る潜函壁体を利用する工法

っ7こ。

建設企画や設計意図は ，さらに高度の地下工法

を要求 し， 同時に工程， 工費の合理化 を追求 し

fこ。

一方施工立地周辺大衆からする公害防止を要求

する圧力は直接施工部門エンジニヤに加えられと

の情勢に対処すべく ，施工部門の研鎖努力は ，結

実 として新しい工法開発に到 ったものであろう。

とかく建設産業は他の産業と比べて近代化に大

きく遅れているという大勢の共通意見に反論すべ

くもないが，上記10年間建設業界が果した施工の

機械化，施工法の理論的検討と工法の合理化， お

よび新しい工法の開発はその実績の大きい乙と K

おいて特筆すべき業績の一つであろう。

ζ のようにして生まれた上記複合工法( 特殊地

下工法〉を大きく観察すると ，各種工法ともいく

つかの共通的技術が含まれている。乙れを特徴と

して取り上げ説明する。

山留擁壁の特徴

山留擁壁の構造 ・施工法は，工法によりそれぞ

れ異った形式を採用している ，従来の鋼製矢板を

山留材とする掘削可能範囲は地盤や他 の条件によ

り一様ではないが，常識的には，深さー 12. 0m-

- 15. 0mが限度とされ，それ以上の深さになると

鋼製矢板の鏑性不足( 断面系数不足) から 山留と

40 

しては使用に適せず， 乙とに市街地では施工法が

公害防止上許容されにくい難点がある。

乙れらの問題を解決し，工法の安全と合理化を

計る目途で現われたのが特殊工法における山留で

あって，現在代表的なものには ，柱列山留壁 と連

続壁がある。乙の 山留はいずれも同時に出現し，

その構造意図にお いても共通性が多い。 (Fi g・2

山留壁分類参照)

Fi g・2 は，現在山留壁として実用されすでに多

くの実績と経験を有し ， 機能的な施工法， 安全

性，精度等にすぐれた工法 と認められている。

掘削と地下構造体築造作業の

特徴

地下掘削と地下構造体の築造が交互に機能的に

実施される ，上部地下構造体から次第に下部に進

めら れる一連の施工過程は乙の種工法のいずれに

も共通するととろが多い。もちろん工法によって

は，技術詳細に多少の相違点もあり，その工法の

技術的ポイ ン 卜を成しているが，地下掘削と地下

構造体の施工概要においては大同小異の感があ

る。

乙の種工法は掘削時の山留用支保工はほとんど

使用しないが， もしくは極限された小畳 K 過ぎな

い。乙の点は工資の合理化上大切な点で， 乙れに

より工費の節減がなされている。

地下部掘削が進むにしたがい， 上方から地下構

造体が築造され，同時に支保工を兼ねる，次第に

築造されて行く地下構造体， そ して増加する 重

量，即柱位置の垂直方向荷重を支持する機構， 乙

とにフローテングパイルまたは構真柱が必要な構

造となり，乙の工法の特徴を成している。乙れら

の施工のため大口径ピア工法が併用され各種機械

工法が複合される因をな してい る。

乙の複合工法( 特殊工法) が地下施工する様相



は，簡単に表現すれば，地表面から下方に向って

サカクテ

進める方法で，故 lζ 逆 打 ち 工 法 と 俗 称 さ れ て い

る。乙れに対 して最近外国の高居 アパートの施工

法で，地表面において最頂階を作り乙れをジャッ

キで押上げながらついで下方次階分を作りながら

上階から逐次下層階に施工を進める紹介があり ，

ζ れらを比較対照し興味深く感じた。前述の如く

復合工法( 特殊工法) は近年，開発一実施一改良

進歩を繰返してきた。乙の部門の技術者の研績と

窓欲 lζ は敬意を払う乙 とは 当然であるが， 乙の稜

地下工法の開発に積極的に協力した各種協力工法

の存在を見落す乙 とはできない。すなわちその一

例を掲げると ，下記の如き諸工法が主なものであ

る。

各種ピア工法一 … … … … Fi g-3 参照

11 地盤強化，改良工法… … Fi g・4 参照

111 排水工法…・ ・… - … … … Fi g・5 参照

上記各項の説明は省略する。 F ig-3- 5 各表を

参照されたい。

地下工法は都市建築を前提とする限り( 将来も

都市建築に集中するであろう。) ，全般建設企画

上のビジョン ，都市計画やその改良策の動向，他

産業機構の建設需要，等の諸要素から推察 し，地

下工法の要度は今後もなお強められでも弛められ

る理由は砂ない。

具体的に例示すれば，地下構造は ，深層化かっ

多様化するであろ う乙とは ，利用の現況か ら覗い

知り得る。すなわち利用面積の増大， または経営

の多角化および地下交通施設との機能的連繋等，

将来の地下面積拡大がいろいろな角度から要求さ

れているからである。

また視角をかえて対象を既存の老朽建物にあて

ると ， もし可能な地下工法が開発され うるならば

地下部分の増改造を行ない，建物の機能 リパイ パ

ノレを計る課題も生じている。

乙のように建築に対する地下工法の位置づけを

Fi g・3 開発進歩の著しいピヤ工法

ピヤ工法

ハンマーグラブ式

ベノト工法( フランス ，ー

菱，加藤) . パーデー工法，

ホッホシュトラッセ工法

ピヤ工法 |  カJ レウ エノレ ド工法，アースド

回転パケット式 | リノレ工法

ピヤ工法 |  ウイリヤム スe ディッガー工法

回転スク リュ一式 | 竹中式オーガー工法

ピヤ工法

逆 流 循 環 式

ン

リ

式

工

ヨ

一

ト

エ

シ

ボ

ッ

シ

一

式

エ

ン

レ

ト

ジ

タ

ユ

フ

一

レ

キ

リ

タ

ソ

一
一

一

サ

ア

オ

グ

ス

エ

ウ

ン

パ

法

ク

一

リ

工

ン

ボ

法

ピヤ工法 | イコス工法

正 流 循 環 式 γ d ハ ム

ピヤ工法 |  礎工法. 真管工法，ウエル

ウ エ ノ レ 方 式 | ーソン，各工法

Fi g・4 地下工法に併用される排水工法

重力式排水方法 フイノレタ ーウエノレ工法

真空式排水方法

ジーメ ンスウ エノレ工

デー プ ウ エ ル 工

深井戸真空排水工

電 気 浸 透 法 電 気 浸 透 法

備考 遮水工法としてシートウオーノレ工法もある。

Fi g・5 地下工法に併用され. Q地盤改良工法

サン ドドレ ーン工法，サンドドレ

強制圧密工法 | ーンバキュ ーム工法，コンポーザ

ー工法

脱 水 工 法 | ウエルポイント工法，電気浸透法

|  セメントグラウ卜 工法，薬波注入

注 入 国 結 法 | 工法，電気化学的固結法，凍結工

法

簡略に説明したが，同時に土木部門においても同

様な傾向がある 。すな わち都市交通の適速交通機

関の増強3整備は現下の当面事であり ，ついでは都

市下水道管路，共同管路等地下工法に属する事業

は近い将来の約束された課題である。都市圏内に

おける建築土木の地下工法は今後相互錯綜し ，そ

の施工は各所 lζ 点在する ξ 点ミ施工から と線ミ状

施工 lζ 伸長されつつある。将来はさらに と面ミ状

に拡大され広域化すると考える乙とは夢ではない

だろう。
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司会 従来上部構造と地下構造とを考ーえますと，上部構

造につきましては ，ある程度力学的あるいは材料的に解

明されておりますが，地下構造につきましては ，未解決

の点が多かったわけです。しかし近年になって土質工学

の発展と施工技術の進歩と相まって，いろいろ新しい地

下工法がつぎつぎと出てきて，われわれ驚くような次第

でどざいます。何分 lζ も71 < と土を相手の仕事でございま

すから ，実際Iζ 現場で仕事をやられますと ，非常に苦労

も多いし. 失敗に近いようなとともあるのではないかと

思います。それについて，みなさんがたの苦心談という

ようなと乙ろから話を進めたいと思います。

一一苦，心の連続一一

A : われわれの工事は毎日 ，乙れ苦心の述続でして，特

に地下工‘ j 1 : においては， 71 < の問題とか，苦労はたくさん

あります。特別に苦心というより ，最初から一生懸命に

やっておってもその労の報いられないという場合が多い

ものです。特iζ 地下工事の土留星まの構成は見えないとと

ろの仕事が多く ，各段階での検討はしていても ，掘削と

なると種々欠点が/11て来るものです。隣接の建物との関

係や隣接地役の問題とか，地下工事はやりやすい工事も

あれば，やりにくい工事もあるという乙とで，ともかく

ミ苦心のiili 続ミという乙とでどさいます。

司会 主苦心の連続ミという乙とですが，なにか具体的

な問題についてー..

一一事般の状態一一

B : 苦心談というと ，その哀にはかならず水あり，と言

われております。大崎先生もよく言われておりますが.

サ巴罪のかけ. には女ありミ ， ミ地下工事のかげには水あ

りミというととで，大抵の事故というのは水とからんで

おります。それで地下工事というと水が第一若手の問題に

なると思います。

普通の建築の材料的な問題は実験室でできるわけです

けれども，地下工法というのは ，現場即実験だという乙

とで現切の事故も ，すなわち実験をやっておるんだとい

う乙とに結びつくと思います。それで事故というのはわ

れわれにとって非常に貴重なデータ ーを示してくれるも

のだと思います。

ひとつの事故の状態をお話しさせていただきますが，

乙れは大阪市内であった事故で= 乙。ざいます。それは午前

中11: 現#}・のブJ からちょっとおかしいからきてくれという

乙とで現以 lζ 参りますと. 鉄筋コンクリートの切りばり

でしたが，それにクラックがはいっており ，すぐ補強を

しなくちゃならないから ，材料の手配をしておりまし

たのそのH年聞は 2 - 3 時間かかるんですが，大丈夫だろ

うという予測でひとまず待っておったわけですが，改め

て現場から l呼び/1¥しがありまして/ 与におかしくなった

からという乙とで，機橋のうえに来って見ておりまし

たのそれはオ ープンカッ トの二段切りばりでt鉄筋コンク

リートで構成されていました。それが目のまえで破壊を

起乙しておるわけで・すの切ばりは一次の不 i'l' f' 定構造物な

のでーカ所破域を起乙せば，つぎからっさへと連鎖反応

を起乙すわけでございますから，まあおそろしい乙とは

やっぱりそのうえに采ったものでないとわからんという

ような経験もあります。

そのときの処i i " ( ですが，わた しも 米熟でどざいました

ので，乙りやたいへんと直ちに消防車を呼びに行き消防

向動車を/1' ，してくれ，火事はど乙だ，火τnはど ζ だと言

われでも火事ではないのまあなんでもいいから危険だか

ら消防車を出してくれとむりやりに山してもらって，下

へ7 . k を入れたんですが，そんな大きな掘さく工事には消

防車の l 台くらいではなんのタシにもならんという乙と

を仰切に感じましたハまずそれからは水は入れる. 土は

欣り乙むやら大変でしたの乙の処置で事故は段小限 lζ 食

いとめたという苦心がとざいます。

乙の原因を申しあげますと ，乙れはあとでわか った乙

とですが，現場のほうで乙の事故の発生するまえにそれ

は予知できるという乙とがたくさんあったわけです。そ

の主な点、を申しあげますと ，第ー にはその 'IJ放の一カ月

ほどまえから周辺 0) ' .交の水道のメーターが非常κ あが司

ておると. 近所の人からなぜそんなに上るだろうかとい

うような苦情が11¥ていたそうですのそれを，現場の方は

知らなかった。また，下段が鉄筋コンクリートの切ばり

で，ーl二段は銅製の切ばりでしたが，夜なかにひんぱんに

首がするという乙ともありました の ジョイン卜のボノレ 卜

が飛んだという乙とを ，現場の方では気づいていたとい

う乙とです。それから周辺地盤の沈下が起乙っておると

いうような兆候もみられたわけで，現場において適切な

処置をしていれば防げた事故だったと私はあとになって

いろいろのデータから 言えるわけです。

司会 地下工法の計聞には安全率は相当にとっておられ

ますか。ケース ，ケースによってはちがいましょうが。

B : ケースパイケースになるわけですが， 1. 2- 1. 5の純

聞でしょう の

司会 根切り深さはどの位だったのですか。

B : l Oメーターの侃さくで一部ピットがございましたん

で， 12メーターになっております。それで 10メーターの

二段切ばり でございますが。
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司会 まだそれよりも深く掘られる予定は ?

B : いいえ，もう捨コンクリートを打っており，配筋中

の状態でございます。

司会 設計と‘ おりやっておればよいが，そういう現場ーで

は自のととの〉なかったという乙ともありましょう。

A : 普通地下工事では，土圧とか，地下水位などの日々

の測定を行なっていますが，非常に郎分的なもので全体

を監理するという乙とになりますので，測定箇所1<:: 異常・

があればわかりやすいのですが，その他の郎分での異常

は発見しにくいものです。また，鋼製切ばりの場合，夏

期などは日照のため ，切ばり温度の上昇が激しく ，その

結果切ばりの熱応力が土庄計に現われて来ます。それに

ワイドフランジの H 鋼を使用した場合，上下フランジの

温度差が大きく，切ばりがむくれ上りを生じて来ます。

乙うした場合，実際の土庄の増大と温度変化による増大

というこつの場合が考えられるわけです。

日々の狽度変化と土庄の相関関係、をみておりますが，

私などは未熟ですので，どうも急激に土圧計が上昇した

り，切ばりがむくれ上ったりして来ると . 不安なもので

す。

一一種々の兆候一一

C : それと事故は，既往測定のデータによると幾つかの

大きな変化が，どく接近して現われて来る乙とが多いよ

うで，もちろんそれが起るまでに種々の兆候はあります

が一一。一般に山留背面の土の移動，流出に起因すると

とが多いのでしょうが，変位，土庄の測定をしているか

らと言って安心できず，出水状況. 土砂流出などを厳重

lζ 監視する乙とが大切ですね。

現在私の現場は連続杭の山留ですが，地中陣官. tm木

などで不良部があり漏水が多いので. 苦労しています。

特に隣接してビ J レがあるので乙んな窃合山留哀の水は土

砂が流れないよう ，パイプで』艮伐内に抜いて樋 1<:: 流すよ

うにする方法が利口です。体裁にとだわるより突をとる

方が地下工法の秘決だと思うんです。水圧をフ J レに受け

るのは乙わいですからね。

司会 D さんはなにか苦労話は ?

44 

伊藤俊夫氏 丹羽 岡部金太朗氏

0 : 先程来言われているように，地下工事は苦心の迷続

と言えますね。工事中の話が出ましたから ，それでは工

事にかかる前の話を紹介しますと，設計図面は現在家が

建っているとかd¥l J i U : ができないために地籍図などで図面

をつくる乙とが多いのですが，いざ施工をしようとする

と，隣家の路境その他で建物が入らず，困るという乙と

がよくあります。そういうときには一応相談はするんで

すが，ほとんどの場合いろいろ制約があって，要求はい

れてもらえない。そ乙で，普通の方法では入らぬものを

いかにして入れるかと言 う施工計画上の苦労があるわけ

です。

私の関係した現協でも，乙のような乙とがあり ，あれ

や乙れやと考えた末，結局地下室の外壁を先 lζ 施工し .

それをそのまま矢板主寄りに使 ってしまうという乙とにし

たんです。しかし，主体であるだけに事前調査と施工に

は随分気を使いました。地下工事には苦労がつきものな

んですが. そとにミ必要は発明の母ミと言いますか，地

下工法が発達する原因があり ，との点苦労はむしろわれ

われにと ってはありがたいと思っております。

それから事故が起乙る場合ですが，まづ一次的な ，い

ろいろの兆候が出て，それからあとで二次的な兆候と言

うか，事故になるわけで，現場でいつも言 っておるんぐ

すけれども，地下工事の事故は必ず防げる ，そのために

は初期のいろんな兆候を早くみつけて臨機応変の処置を

すばやくとるようにと言 っているわけです。

司会 その兆候はある程度経験的なもので判断をする場

合が多いわけですか。

0 : 注怠しておれば，兆候には気づくのですが. それが

あぶないのか，ほ っておいてもよいのか. という乙とは

やはり経験がなければわからない。あらゆる兆候に対し

て，常 1<:: 万全の策を椛ずれば，良いと言 うわけにも行か

ぬのは，地下工事の場合その処置がコス トと工期に大き

く著書く問題だけに判断がむずかしいですね。乙 ζ で手を

打っか，もうす乙し様子をみるかという乙とで苦労する

わけです。

A : その判断は経験よりは心臓の問題でtすね。ど乙の現



長谷川年弘氏 若野麗次氏

場でも平然と地下工事をつづけていると乙ろというのは

なく ， 、苦心の述続ミというのはそういう ζ とだと思い

ます。現場の人間は一日中見廻ってはいても，馴れのた

めにミメクラミになっているととが多く ，特別の変化に

気のつく乙とが少ない。土圧のかかりかたが異常だとか

切ばりがむくれ上って来たとかの場合，安全かどうかの

判断というものは ，基準がないだけに度胸のいる問題だ

と思います。

司会 そういうととは事前にはキャッチできないんです

か?

A : 表向きのものではなくても社内だけのものでもとう

した事例についてとんどん発表してもらえばよいが，大

抵の場合はそういうデータがない。いろ いろな人がいろ

いろと苦労をしてき たと思い ますが，それがひとつも累

積されてない。個人々々の経験で終 っているのが現状じ

ゃないでしょうか。

0 : 失敗乙そi立置な経験であり ，資料な のですが，な か

なか発表できないですね。と言うのは，現場では工期と

白用を考えて姑息な処置ですませ，後で批評される時に

は結果が出ているから，そんな兆候があり ，乙んな損害

が出るのに ，なぜそのままほ ってお いたかというととに

なり，どうも分が悪くなるので発表しない，と言う ζ と

になりますね。

一一事 前 調 査一 -

E ・乙 れは事故に も関連のあるととですが，いわゆる事

前調査ですね。乙れは非常に重要だと思います。現場で

工事Iζ 若手した場合，いろいろな障害物が出てくる乙と

が多いんですよ

ある工事例ですが. ボー リングデータにより，山留計

画をしながら試験掘削を行なったわけですが，いさ. 銅っ

てゆくと，とたんに護岸らしきもの が ＱＱＧ ，て ｾとました。あ

わててその付近の以前の状態を調査した結果，敷地中央

部 lζ 旧河川敷があり ，相当な伏流水もある乙とがわかり

ましたので，念、拠，山留計聞を変更した乙ともあります。

見積，計画をするための事前調査は特に偵i f i : leやるべき

なんですが，さらにまたその上地の背の歴史を知るとい

上回宏二氏 安 井 猛 氏

う乙とも必要じゃないかと思うんです。施工途上で恩わ

ぬ事態 lζ 突き当る。乙れが惑くすると事故に結びつく可

能性が多分にあると思、います。したがって土質調査を含

む事前調査を設計の段階でもっと慎重にやるべきだと 考

えます。

F : 最近の工法ではまだ事故の経験はありませんが，一

昔前の山留はシ ート パイル，切ばりは尺角と言 う時代の

頃に体験しました。

それは尺角の切ばりのため ，その何カ所かの継手の集

りのため ，シート パイ J レが内側K 寄っ て外壁 とシ ート パ

イノレの間隔がなくなり，施工が困難となり，シ ートパイ

ノレも埋殺しにせざるを得なかった乙とです。ま た，ある

l侍は 2 段切ばりでは大段取りで不経済だと 言 うので， 1  

段ばりで ギリギリ の計 算をしてありまし たが. 何しろ大

雨続きで危険を感じ ，結局また一段を入れ事故を未然に

防いだ乙ともありました。

要約すれば，仮設と言えども ，計算を軽視せず精度よ

く施工する乙とと思います。

一一地 中 障 害一一

G : 現在やっております建物は ，はじめ設計のままでは

いると思っておったわけで: すが，埋設物の調査をします

と，下水敷がある ζ とがわかりました。それから 下水敷

の境界明示をやっていただいてさ ぐりあわせて みま す

と， G. L から 3 メー ター くらい入ったと乙ろに下水管

がある。その下水管も古い下水管でして ，1国知石を積ん

であり l底が空洞になっているんです。その下水管がいま

の下水管で= したら ヒューム 管かなにかがはいっ てお り，

養生をする方法もございますが，千去の閥知石を積んだや

つが地中深くはいっておりますので I ｾ室生も困難です。

モノレタ J レ注入をする乙とを考えたのでtすが，乙れはし て

もらっては因ると市から言われまし て，とりあえず裳 ど

めにモ ルタノレを一応入れてなんとかちt下を防ぐよ うにや

っています

そんな乙とでいろいろな工法がございますけれども ，

市街地はどこでも地中障害が多いために ，当初の計画ど

おりの施工ができず，急、拠旧来のいちばん簡単な方法の
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レールを打ってや ってゆくというような方法しかとれな

い場合があります。

A : そういうのはど乙を調べても文献はないんですね。

川沿いで苦心をしたのは防潮堤がいまできておりまし

て，そのなかに以前の河川の石垣があるんです。敷地境

界がその石垣になっておりまして，設計は乙の石垣を撤

去して，境界線11: シー トパイ J レ打ち込みで・計画されてい

ます。

いざ，撤去の段になって果して何段位の関知石積なの

か見当がつきません。何か古い文献にでも出ていないか

大分間い合わせてみたんですが，わからない。幸い，同

じ川沿いで工事中の他業者の現場11 : 行きまして，地下工

事の時の写真なんか見せてもらって大体見当がついたわ

けですが，大概の古い埋設物はわからない。とういうも

のを判断する材料があれば助かるんですがね。

0 : 区画獲理した敷地には，いろんなものが出てきます

ね。役所では不用の暗渠だからというので，撤去したと

乙ろ附近の人から水がはけなくなったとおHじりを受け，

大下水工事をした乙ともあります。

C . .事前調査と言っ ても限界もあり，特に周辺の地下障

害，埋設の状況がわからない。乙れは工事進行につれて

状況に応じた処置をしていく以外な いですね。

司会 みなさん，いまのお立場になられるまえに，以前

地下工事の施工係として，なにか苦労なさった乙とはあ

りませんか。

E : 市街地で地下工事をやる場合，渉外係りが苦労をし

ますね。現場の仕事はやりなれておりますが，アンダー

ピーニング，修理，補償など，ど近所を相手lとする仕事

は大変です。 ミお宅の建物の養生を乙う言う方法でやら

せて下さいミと頼むわけですが， ミ痛めばあとで直 して

くれたら結構です。はいどうぞミと気持ちのよいと返事

もありますが，ときにはミ建物に指一本ふれてもらって

も因るミという返事には泣かされます。

一一 公 害 問 題一一

司会 最近公害問題が非常にやかましくなっておりま

す。それで各社いろいろと新しい工法を開発されておら

れるわけですが，そういった各社の工法について苦心を

されたというお話をうかがいたいと思いますが. O W S

について，なにか。

A :  O W S と言えども ，掘削以前 IC土留墜を構成する工

法でありますから . O W S 工事の段階では地中で，メク

ラの作業をしているわけで，そのためにいろいろなチェ

ックポイントを設定して，各段階ζ との測定を実施しな

がら ，施工していくものです。しかし ，コンクリ ー卜 打

ちの段階で，数少ない事例ではありますが，泥水の巻き

込みのためにコンクリ ー 卜の充壌が惑いという場合もあ

ります。とういう ζ とは当初から予測もつきますが，新

しいものはなんでもそうですが，予測されるあらゆる欠
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点 lζ 対して. 対処できる方策の立たない限りは，使用で

きないのと同じととだと思うのです。

当初はそういうととについての規準的なものはなかっ

たのですが，欠損箇所が出て来れば，グラウ 卜工法，薬

波注入，セメン ト系の止水剤とか，わからないままにあ

らゆる手段を尽して一応ケースパイケースで最適の方策

を; 隣じつつ施工して来た実績が累積されて来ております

ので，乙れを集大成すれば，規準的なものになるわけで

現在は十分使用できる新工法として大いに活躍している

しだいです。

O W S 工法による土留壁は従来のシ ート パイルなどと

異り ，岡11性が大変大きくなっております。しかし ，剛性

が大であってもやはり銭み というものはあるわけです。

したがって，ζ れを従来の工法のように，切ばり腹起で

支保工を行ない，下から コンク リート を打ち上っていく

にしたがって，埋戻し ，切ばり撤去という工法を取って

いては，各| 時点での擦み，思戻し部分の圧密などにより

必ずしも隣接地盤に対する保障が期待できない。乙の場

合，もちろんシートパイル工法などと比較にならない位

の安全性はありますけれども ，やはり O W S 工法という

ものは，経済性から考えても地下の外墜にそのまま使用

し，支保工もできれば地下構造体に使う ，少くとも最上

段の支保工だけでも構造体に使用するという工法が利点

を生かした使い方だと思います。

司会 ジョ イントで水が止 らないというよ うな乙とは ?

A : O WS はある程度の連続壁を交互に施工していきま

すので，その閣のかみ合わせが，うまくできていない場

合とか，またうまくできていてもかみ合わせの部分で，

ベン トナイ ト泥水がかんで・いる場合も あります。乙うい

う場合ベン トナイトをほじくっていけば当然貫通してし

まい. 漏水して来るととになります。

そういう乙とが全面積のなかで 2 - 3 出てきますね。

軽微な場合はわざと水を止めずにホ ースを差込んで誘導

するとか，それに対する処置怠えやっておれば，結構使

えるんじゃないか。最初から欠点のないものをつくると

いうことはなかなかむずかしいし ，先程も 言いま したど

とく，そういう乙とに対する方策さえ考えておけば. そ

れは使えるんじゃないかと思います。

B : 新しい防音無振動については，各社やられておりま

すが，もちろんそれに対する代償というものが必要にな

って くると思います。代償というのはシートパイルとか

レーノレ横矢板の土留壁よりも賀用がかかるととで，それ

はみなさん痛感をされていると思います。工事全体を統

ーして無音無振慰問tやらなくちゃならないという乙とが

決まっておれば，乙れはやりやすい，と乙ろが一社だけ

無音無振動でいくらやりますといいましでも ，お施主さ

んは考えるわけですね。お施主さんは高いお金を払って

乙の工法を採用してほしいとは絶対に申しません。そ 乙



に問題点があります。そういう場合，建設業にたずさわ

るものは多かれすくなかれ. 社会のみなさんに迷惑をか

けておるわけでとざいます。だからそういうと乙ろから

臼分のと乙ろでは犠牲をはらってもやるんだという怠欲

のない限りはうまくいかない。そ乙にわれわれの悩みが

あるんじゃないかと思います。

A : それはね ，設計制度の問題，設計者と施工者の別々

のｾ ｽ 合にもからんできます 。 土留盛だけを対 象にする場

合と . それを主体の一郎lζ 使用する場合とで経済性は変

わってくるわけですし . それ以外の有形無形のなにかが

得られますから，なかなかそのミお金ミの問題というも

のは決めにくいんじゃないかと患いますね弓当j .1ζ 土留壁

とだけ考えれば，高いのはわかりきった ζ となんで，そ

乙でやはり，そういう工法というものは設計 れ段階で決

めてもらいたいのですが，なかなか施主r : 理解がなけれ

ばできない。やりたくってもやれないというのは ，いま

おっしゃるとおりなんです。

司会 B きんのお立場からの，そういう ，ど発言は非常

に有意義で興味が持てます。隣家補償資というものと天

秤にかかるわけですからね。

B : 結局いままでは，オ ープンカットで下からコンクリ

ー トを打つ というので空間でコンクリ ー ト打ちができま

した。と乙ろがいまの泥水工法でゆきますと ，やはりみ

えない と乙 ろで施工をするとなると ，手注ぐりで仕事を

する という乙とになります。問題点はそ乙 K. 起乙ってく

るん じゃないかと思います。

われわれはもちろんいいものをつくるという乙とでと

ふいますんで ，いま必要やむを得ず，そういう工法を採

用しているわけで，ほんとうはわれわれの目で確めなが

らいい建築をつくりあげてゆくという乙とが，いい建物

をつ くる線本じゃなし、かと思いますの

現段階ではやむを得ずやっている一時期で，乙 んと・し

ばらくは乙の工法がつづくんじゃないかと思いますね。

いわゆるチェックポイン 卜の各段階での確認を確実にし

てゆかない限りは，いい作品は出ないんじゃないかと思

います。

C : わたしの社では K C C という山留工法を開発中で大

林さんの o ws と大体同じような方式ですが，パツカー

ションとロータリ ーが併用できる乙とです。まだ工事実

績としては，ごくわす‘ かですが，今年中伎には本格化さ

れるんじゃないかと思います。

一一データと実際のくいちがい一一

E : 示された ボーリ ングデータと実際とが相当くい遠い

のある窃合があります。 ζ れは資料点数が少ない乙とに

も原因すると思い ますが。支持層の深度の変化N 値と実

際縮刷する時の締り具合の差，または柱状図に砂層とし

て示されているに かかわらず ，大き な3 O- 4Qcm 程度の

転石が非常にたくさん混入している。

ある施工側ですが，イコス ・クラムシェ J レ工法で施工

しました。イコス先端附近で . N 値が30程度の砂礁胞で

あり . 問題はないだろうとして着手し，順調に進めてい

たわけですが. ある場所までくると ，砂後屈が変化して

いるらしく，最後の約 1 mを綱同IJするのに数時間 も貸し

たうそのためそのエレメン 卜用に取った生コンク リー ト

を処分し ，それから先の術開l深度，能率予定を変更 した

こともどさいます。

その工事ではイ コス山留壁の内側に 25cm 厚の耐震壁

または斜材を打ち足す乙とにより ，地下躯体の外壁とし

て使用しております。

0 : うちのほうでも泥水工法で地下室外壁をつくって，

それを土留にしたんですが，泥水工法でやる 場合には .

鉄筋の附おとコンクリートの問題が出てくるんですけれ

ども . こういう具合に主体に使う場合には，品質の管理

と敗理者の承認が必要となるのですが，そういった裏付

けの資料がすくないんです。

乙のため ，泥水中の鉄筋 コンクリー トでも心配はいら

ないという乙とを実証するためには ，事E々の実験を行な

ったのですが，短かい工期の中で. :l.'l ill な日寺聞をさいて

試験主しなくちゃいかん。そういうととで非常に苦労を

いたしまし fこ。

2. ｾ＠

地下工法における

改良すべき最大の目標 三

司会 いろいろな苦心談，またあとに出てくる設計者へ

の注文に近いものも出て参 りましたが，つぎにミ地下工

訟における改良すべき最大の目標 、に ついて，例えば経

済性，適性地盤，安全性，振動騒音，合理性. 深度，工

期等々 一， 考えているというような乙とについて，う

かがいたいと思います。

一一経 済 性一一

0 : なんといっても経済性が第ーだと思います。現場で

直接近隣のかたがたと接 して仕事をやっているわれわれ

としては，安全に，静かな街づくりをやりたいと痛切に

感じているわけで・す。 しかし現実には ，不本怠ながら ，

在来工法を使う場合も多い のは高くつくから であって，

今のととろお施主さんの理解 IC頼っ ている わけ です。わ

れわれ. 自主的に使用できるようにするためには ，いか

に安く改良するかに目標を置くべきだと恩います。
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B : わたくしは問題点は工期だと思う。交通問題その他

社会的条件で施工者は夜間作業をやむを得ずやっており

ます。夜間作業は土砂の掘削その他を行なうについて，

いきおい工期という乙とが非常に切迫して浮かびあがっ

てく るわけです。

現在の地下工法は大部分は地下工法だけ進んでt いって

上部との関連性はいまやっておられる例は非常1ζ すくな

いと思い ます。 上部と下部との関連性においてー絡にで

きるというととで，工期をすくなくとも半減したいとい

う希望をもっております。仮りに 10億の工事は 18カ月で

完成と考えているお施主さんがあるとすれば，いやわた

くしの方は20カ月なんでいえませんので，技術的に工期

を短縮するような工法を開発して社会的要件に添いたい

と，わたくしは思いますね。

G : 地下工法にはいろいろな方法があります。あくまで

それは地下へ建物を建てるためのものであって，窮極の

目的としては乙ういうわずらわしい工法を使用せず，土

留の工事もしなくっても地下ができるというようになれ

ば，それはいちばん最良の方法だと思います。結局そう

いう点から経済性をいちばん重点的にやってゆかねばな

らない。

E : 優れた工法，工期，経済性，乙れ らはいす. れも相反

する性絡を持っていると思うんですが，特IC地下工事を

行なう場合，われわれは安く ，早くそして安全になおか

つ沈下，騒音，振動などの公害を最小限にとめるよう強

く要求され続けております。それは当然，われわれに課

せられた使命でもあり，そ ζ で互いに努力し，工夫もし

また新しい優秀な工法がどんどんと開発されているわけ

ですが。

ひるがえって，地下工事を計画し，施工する場合，経

済性も重要ですが，工期，安全，公害の問題などを充分

に検討し ，どれにウ エイト をおくか，と‘ のあたりにその

妥協点を見出して工法を選定するかが，もっとも大切な

乙とではないかと思っております。無辺な工期，交通規

制などにより ，夜間作業を予儀なくされた場合 lζ ，今度

は安全面，経済面で大きな負担となってきます。

まあ，いずれにしろ ，大きくいえば，体質的な問題で

もありましょうが，つまり ，建築計画，設計をする段階

において，地下工事についても建築規模，立地条件なと

によりあらかじめ，工法の検討も行ない，適切な工期，

予算を考えていただくという乙とでしょうね。その枠内

でさらに合理的に実施する・ -。まず，良い仕事を安全

IC. そして周辺に大きな迷惑をかける乙となく施工する

乙とにも ，施主，設計事務所さんの充分など理解をいた

だいてとそ，初めて実現できるのではないでしょうか。

はなはだ抽象論になってしまいましたが・… ー。

F :  ぼくはー悉iζ 経済性だと思います。建物全体の工

費の中で，地下工費の占める比率が地下 2 階位の標準lζ
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比べて地下 5 階. 6 階と深くなるにしたがって急激に比

率が上ります。そのため各社各様の経済的な地下工法が

研究されているように思います。

司会 経済性の目的を達成するためには，具体的にどう

すればいいかというととについて。

一一工期の短縮一一

A ・最近の新工法というものは施工者が云々するだけで

はどうにもならないわけで，かといって設計者が最初か

らそ乙まで加味するという乙ともむずかしいんで，結局

は施主業者が決定してからあとの折衝で，経済性という

ものは仮設工事をどれくらい本工事に使うかにからんでt

くると思います。

安全性の点では，できるだけ同lな壁をつくればいいだ

ろうし ，工期の問題は，地下の深さにもよりますが，上

下にわけで，施工する乙とによって短縮もできると思い

ます。

具体的に経済性を論じるのは甚だむつかしい乙とで，

要は設計者，施工者ともに協力して，現在の工法をうま

く使ってやっていくという乙とも一つの方法だろうと思

います。

E : 街のなかではいろんな工法を雑然とやっています

ね。あると ζ ろでは，無音，無振動で山留を施工し ，す

ぐ横ではレーJ レとか. H型鋼をパイ J レハンマ ーな どで打

ち乙んでおり ，その前の地下鉄工事ではシートパイノレを

叩き乙んでいる。

まあ，それぞれ家庭の事情もあるのでしょうが，非常

にアンバランスな感じを受けます。近い将来，市街地で

の地下工事はそのほとんどが無音無振動工法に移行する

でしょう が，現在のような過渡的な段階では ，良い工法

を採用したいと思っても ，いろいろと抵抗があるようで

すね。

司会 公害の問題のやかましいおりから ， 経済性，工

期，安全性をかみ合わせて，各社それぞれ新工法を研究

開発されておられるようですが，つぎに根切深さの限度

について。

一一一深さについて一一一

B : 深さにおいては. 現在の段階では限度までに達した

と思います。

司会 地価が高くなれば有効に使わなければならないう

えに制限があれば下へもぐる ，地下をガレージに利用す

るとかで，地下への要求はだんだんと強くなっておりま

す。現状で地下はこれ以上深くする必要なし，とはいい

きれないんじゃないんですか。

B : 現段階では，地下5 階，天満a 周までというととろが

一応の限度で目線は達していると思います。あとは設計

者におききせんとわからん乙とと思います。

A  いまの工法ではそのくらいを目標としたものではな

いんですか。それ以上深くなるとさらにまた工法を考え



‘'  

なくてはならないと思いますが… 田・。

E : 梅田地区では，地下 5 階くらいで，支持層に到達し

上部構造ともバランスが取れるのでしょうね。地盤の状

態にもよりますが，普通地下 2 階 3 階程度がもっとも

経済的だといわれているようです。それ以上になるとコ

ス トもおl高になっ て くる。

一一適 性 地 盤一一

司会 、適性地盤、とよくいわれますが，大阪は全般的

に地盤はわるいわけで、す。その中で御堂筋の西側あるい

は上町台地およびその東の方，あるいは十三方面とおの

おの特質があります。実際 IL計画施工される基礎は典型

的な一つの型式そのものではなく，特定の現場に適応し

た工法を，経済性の見地から決定される ζ とと思います

iJ i。

E : どの場所にどういった工法が良いかという乙とはあ

る程度いえるでしょうが，それよりも設 l. r 十された建物と

立地条件ですね。それからまた外壁総と境界線とのクリ

アランスはどのくらいあるか，振動，騒音の怒限度，ま

たはその予算により大きく 左右されるでしょう。

もちろん例外もありますが，端的にいって， 粘性土，

または砂と互胞をなし，地下水の多い場合には，水密性

の山留工法が要求され，主として中位以上の砂屈であり

比較的地下水の処理しやすいものは ，そうでない横矢板

工法でやっているようですね。

A : すべての工法というものが，同じレベルの ものでは

ないわけでミおカネミの局合でも段階があるし ，工期の

問題でも段階があるというわけですね。やろ うと思って

も工期的にできないものもあるから ，やはり区分けして

乙ういう地盤には乙れが適しているという乙とはわか っ

ていても ，だからそれを伎うというと乙 ろまで割りきっ

た考えはできないんじゃないかと忠います。音の問題は

それは確かに音を出さないほうがいいし ，乙れはまあケ

ースパイケ ースである程度は考慮して工法を決めてゆく

わけですね。

一一敷地との距離一一

司会 敷地境界ギリギリまでというのは，ど乙までゆけ

るのですか ?

E : 乙れも工法および施工機械によ ってすべてちがいま

す。立地条件としては，敷地境界線と隣接建物な どの平

面的な関係，道路占則の巾員。設計上の問題としては，

外部防水の有無でしょう。

今度は施工的な面で考えてみますと，切ばりを解体，

盛り替えをしながら ，地下躯体を打設する方法と ，それ

を残置しておいて，地下躯体を施工し ，後Iζ 解体する場

合， または逆打工法の場合， すべてちがってまいりま

す。

どう考えても施工アロアランスが取れないような時に

は，山留材を地下外壁の型枠代りに使用する手法なども

とられますが，打ち込み精度の問題，また最慈の場合. I l l i

殺しとなる乙ともあり ，経済的な要素が大き く加わって

きます。

A : そうで・すね。敷地いっぱいなんぼmてられ るかとい

われでも ，条件がわからないと 。

司会 それが工事の経済性と建物の敷地の有効利用とい

う経済性と結びついてくるわけで: すね。

E : 極端にいってギリギリいっぱいに外BHJ I ! をもってゆ

きたいといわれると，それを満足させるための工法を考

える。そこに当然， 工期，経済性の問題が起ってきま

す。

一一合 理 性一一

C :  改良すべき最大の点は， 私は合理性だと思いま

す。たとえば不合理な工法，工期という乙とは，今後さ

らに交通制限上夜間しか主要作業ができない場合が増加

する市内現場では，漏水の処置や毎日緊磁の述統で疲れ

るという乙とで，安全性， また経済性にもうとくなる

一一。乙れは面白くない話で，初期計画H寺より合理的な

実情に合った工法，工j拐を加味していきたいものです。

同時K 設計上の諸問題も解決していかねばならんと思い

ます。
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現場から設計への注文

ｬ ｉＱ ｉｉＱＱＱＱＱＱＱ ｴＱ ＱＱＱＱＱ Ｑｬｉｬ ｮｬｴｬｬ ｾＱ ＱＱＱＱｉ ＡＱｉＱｉＱ ＡｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｲｬＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＠

司会 それではつぎにミ現場から設計への注文、設計と

いう乙とになりますと ，設計施工の場合と，設計施工分

離の場合，たとえば官庁や設計事務所で設計された場合

が考えられますが，さきほとの〉 ら，いろいろと設計への

注文らしいお話もうかがいましたが，改めて乙乙では，

みなさんか らお話をうかがいたいと思います。

0 : 地下工事をやる場合1 < : . 昔は矢板 IL しろ支保工にし

ろ仮設工事であるため，主体の方はほとんどさわる 乙と

はなかったわけです。松近の工法は主体をなるべく 利用

するという傾向になってきましたので，そういう点では

とうしても主体の方にまでいろ レろ改良を加えるといい

ますか，それぞ

なければ，経B済奇性と結びび、つかないという乙とで，設計者

の協力と理解を痛切に感じるようになってきました。

逆打ち工法を例にとりますと ，昔は掘っている聞にい

ろいろ計画ができましたが，逆打ちになってきますと ，
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一次の掲り方がすみ l 階床の コンクリー ト打ちが終わる

と，地上階の鉄骨の建て方が始まり，たちまち全館の仕

上げや設備関係が必要になって参ります。

その点，地下を掘っ ている間になんとかしようという

のでは困るわけで，着工時には ，仕上げも設備の方の図

面 も確定しておいていただきたいものです。，それで，

設計者の方も 15艮られた予算内で計画されるわけで，大変

だとは思いますが，敷地を調査され，乙れは，無音無振

動でなければとい うとζ ろでは ，それなりの設計と工期

と予算を組んで= いただきたいと思います。

ーー敷地・施工法を考慮に入れた設計一一

G : 設計をされる段階において，現地の調査を充分に行

ない ，設計を していたださたい。設計施工でも分離でも

同じ ζ とはいえると思います。建築主から ，乙れだけの

敷地があるんだ，ζ れだけの建物を建てるんだというの

で設計をされるんじゃなくって，ある程度敷地自体を一

応見ていただいて，それから設計にかかっていただきた

b、。

B : 地下工法をやる場合に問題になるのは ，周囲の建物

に影響をおよぼさない。他人に迷惑をおよぼすと問題は

大きくなります。隣家の建物には影響をおよぼさないと

心がけても隣家が浅い基礎であったり，独立の基礎であ

れば. it 下を起す可能性があります。その建物のみの基

礎を考慮 した場合が多 々あり ，その隣りに深い建物をつ

くれば，当然影響はその建物に現われてくる乙とはやむ

を得ない ζ とです。

外国では自分の隣地を掘削されて影響のあるときは，

自己防衛をするというような規則もあるときいておりま

すけれども，日本にはそういう規則はございません。す

くなくとも隣りが乙ういう密集地でと ざいましたら掘削

されるおそれもあるという乙とを考慮して自己防衛ので

きる設計をして いたた‘ きたい。さら に最近は増築のケー

スが多い。地上階の増築は乙れは基礎をつく ってしま っ

て上へあがってコネクションしてゆけばでき るわけです

が，地下のコネクションという問題になりますと ，一方

はさきにできあが ってしまっておりますので，建物は動

カ〉なし、。

と乙ろが乙れに深い地下工事があった場合，逆打ちを

行ないますと ，乙の連続の問題が非常1ζ 大きな問題にな

ってくる。施工中は ζ れはい っさい逆打ち をやって勤き

をとめるわ けにはいかないんです。絶えず動いておりま

す。そのためにとんど連続条件が非常にわるくなりま

す。

施工法までも考慮に入れた境界の設計を考慮していた

だきたい。新しい問題が ζ んと深い地下の増築という工

事 11 : 起乙ってくるんじゃないかと思います。施工を考慮

した設計という乙とで，設計には . 施工者 も設計のなか

に入れていただきたい。というのがわたくしの希望であ
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ります。

A : 施工を考えた設計は当然の乙となんですが，残念な

がらいま特命だとかは別ですが，指命入札なんかはあり

がたくない設計が多いし，どうしても押しつけられる。

特に構造の方はできるかどうかを考えた設計をやっても

らいたい。 施工者と設計者と 一緒という乙とは，アメリ

カでもその例はないらしく ，日本でも設計施工は分離し

てゆくべきだと思うのです。

そのかわり ，新工法の開発 Iζ 応じて設計者も前向きの

姿勢を取っても らい，設計施工の協力ではじめてひとつ

の建物が建つんで、パラパラでは困るわけで，同じ方向に

向いて乙そ新しい工法の開発も発展もできると思う。新

工法というものを発展させる方向でー絡に歩んでほしい

という乙とです。

一一敷地境界と地下壁の関係一一

B : ちょっとつけ加えさせていただきます と，敷地境界

と地下壁の関係，施工者と打ち合わせて可能な範囲で協

力してほしい。軟弱地銀の深層抱削，設計のみ先走ると

非常に危険がともなう乙とがあります。

現段階では掘削不可能という乙とはあり得ないが，危

険性がともなうためその地下工事に金がかかりすぎ，経

済性の点に問題がの乙る 。その深さの決定，掘削を考慮

に入れた企画立案をしてほしい。また ，排水工事と最終

掘削l時の問題，乙れは地盤 11: 充分 11 : 支持カがあると確認

されても ，排水工事がうまくなく不可能な場合がありま

す。乙れも設計のなかに入れていただきたい問題で‘す。

0 : 設計図面には，ボ ー リングの資料がついております

が，計画の段階と，施工の段階とでは観点の相巡もあ

り，むずかしい乙とですが，そのまま施工にかかれない

資料が多い。小さな建物ではボ ー リングはーカ所だけと

いうのや，ボーリングの位置が不明確というのもありま

すので，施工の方にも充分使える資料をいただければ，

工期の点や設計変更がなくて助かると思います。

4. 

20 年 後 の 夢
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司会 いろいろと設計の立場からは，耳の痛いお話も出

ておりますが，乙の辺で. 20年後の地下工法はどういう

状態になっているだろうか。乙んなEZZを描いているとい

う乙とをお話をねがいたいと息います。

、，



、陸

一一地 盤 改 良一一

C :  20年後というととなんですが，将来さらに工法が改

良され，また新しい工法が開発されると思いますが，支

保のない工法，乙れは地盤の固定化，例えば凍結工法な

どで，工法的に工費の点でも研究され，どんどん採用さ

れてくると思います。

A : 大体地下工法の推移は，土留壁の構成体の推移とい

う乙とができると思 うのですが，シー トパイルなどのい

わゆる矢板工法から連続壁の コンクリ ート というように

変わってきて，さらに現在でも部分的には使用されてい

る凍結工法と進んでいくように思います。凍結工法とか

ソイルパイルとかの工法というものは，土留墜というも

のをなくして，土そのものを改良するという乙とで乙う

いう工法の発展は大いに期待できると思います。また高

分子化学といいますか，合成樹脂といいますかともかく

プラスチ ック系統の注入，または塗布による土の改良と

いう工法も出て くるように思います

B : まず機械の大型化する予測はっきます。それから都

市の再開発，超高層にともなう建物の大型化，さらに広

範囲な地下構築ですね。しかし，土を対象とする地下工

法は大きくかわるという乙とは思われない。 土をかえ

る，地盤改造，凍結工法というのは相当発達するだろう

と思います。

その他につきましては昔のように，広大なる掘削工事

には アイ ラン ド工法が有効に伎われるような気もいたし

ます。さらにひとつの課題としては ，都市の再開発の場

合，現在の建物の地下室をどういうふうにかえるか，乙

わすかという乙とは，乙れからの大きな課題だと思うん

です。地下で乙わすという ζ とは大変な乙とです。山留

その他が併用になって地下工事自体が戦場みたいになっ

てしまいます。できるだけ地上で ζ わしたい。というの

が，われわれの念願でどg います。

一一一ワンマン ・コン トロール一一一

B ・そのi切合いちばん問題になるのは現地下室，それと

現在建物の基礎にな っている杭，その他でどざいます。

それを地上へは ζ び出す方法を考えなく っち ゃな らない

という乙とに，なってくるんじゃないかと恩います。道

路も完備してくれば ，大きなそれは現在の数倍もする能

力をもつような機械が， しかも完全にワン 7 ンコントロ

ールされるような機械ができて，できるだけ労働者の数

のすくないような機械が出現するだろうと思います。

G : 現在は凍結工法とかい ろいろございますけれども，

おそらく 20年先は電子工学が発達して氾気的に土そのも

のを変形させる方法が，あるいは出るんじゃないかと ・

。そうなればいまのお説と反対に，機械の大型化より

もむしろ逆に小さくなって，簡単に狭い場所でも施工可

能な工法に進んでゆくんじゃないかと思います。

0 : いま ，われわれが悩まされている水，地盤枕下，土

圧などを，一挙に解決する凍結工法，焼結工法などが大

いに発達する と同時に 乙れらと平行して現在の新工法

が普及化されて，より速く ，より安く ，より静かに機械

的な改良がなされてゆくと思います。それと地下探査法

や測定法も進み， ミ掘っ てみたら障害物が出たミ という

苦労はなくなると思いま すね。也子計算機の中に，ボー

リングのサンプJ レを入れておいて，時々刻々の兆候を入

れると ，瞬間IC答えが出るぐらいにはなると思います。

司会 いままでの苦労は解消してしまいますね。

一一都市の再開発に応じて--

E  道路網の完全盤備によりさらに大型機械も使用でき

るでし ょう。また都市の再整備と再開発を考えますと ，

地下へは， 5 階以上深くはならないん じゃないでしょう

か。逆fe ，たとえば衝の l 区画全部をひとつの建物とみ

て，そ っくりそのまま 2 階， 3 階となった地域ができ て

その上に道路がある ， そしてますます上へ も伸びてゆ

く。広大な地階にも広い道路が設け られ，それぞれの街

区から街区へと辿絡されている。

地下工法については，原子力発句の進歩，ブロ ードキ

ャス トパワーの発明などによ り，大量 IL しかも非常に コ

ス トの安いmカが得られるよう l乙なれば，さき程の凍結

工法もですが，土土産を熱処理により固結させる焼結工法

も発達するのではないでしょうか。地下周辺をそれで闘

い自立させて，中を掘削する。埋設物などの問題はある

でしょうが。また，現在日正に行なっ ている コンク リート

山留壁ですが，乙れも有力な手法として今後ますます発

展するのではないでしょうか。機械の発達 Iとともな う施

工能率の向上，使用材料の変遷などにより剛性の高い そ

のまま地下外壁に使用できるものが安く得られる。それ

を自立させるなり ，アイラン ド工法などにより大規模な

地下工事を行なう。

一一土砂の泥水化とその利用一一

F : 本当 ICi W・物語で恐縮ですが，山留は P I P で施工 し

地階躯体はケーソンで沈下させます。土砂の掘削は水を

入れて泥水化させ，ポンプで排土します。水は循環 して

泥土は穫量人工骨材に替えてコンクリー トに利用 しま

す。建物はどんな場合でも ，支持杭なしで基礎底盤下に

圧縮空気を送 って建物重量とバ ランスを保たたせている

... . てなのはいかがですか。

司会 そうなるのは夢は夢でもl∞年先きですね。(笑〉

C : 宇宙 lζ 対する工法もね。

司会 それでは現実の問題から 20年後の夢というと とろ

で本 日の会を終わらせていただきます。乙んどとも いろ

いろと地下工法にはむずかしい問題があると思います

が，きょうのみなさま方の ご意見を乙んどの発展の資料

としていただきたいと思います。乙れで閉会いたし ま

す。ありがとうどざいま した。
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T. A.  W 工 法 に つ い て 一石原 ビ、ル施工例-

電動機

2  

起tii 機

3  

減i車機

4  

エアーチャック

ケーンンクー

オーガー

図- 1
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大成建設株式会社大阪支庖 長益川 年 弘

ま え が き

T .  A . W J 司法 (T AISEI  A UGER  WA L L  ME TH .  

0 0)  とは， 地 rl' ，ζ 山留兼用の止7k : ¥1まを作り安全確実に

かつドライワークで根伐工事を進めていくためK 開発さ

れたもので，従; l その他の工法と異りまったく新しい構想

による独自の工法として研究開発されたものである。 ζ

の工法の特徴を記すと ，

1. 無騒音で‘地 gllζ U. I留止l. k 壁が得られる。

2. 正確な地中E置が得られるので，地下の腕体壁の外型

枠代りになり ，かつ地下外壁の厚みを軽減させる ζ

とができる令

3.  施工に当つては，ケ ーシングを用いるため ，良質の

コンクリ ー 卜ｾが得られ ， またベントナイ ト を使用

しないので，で念上った設に対する強度上の信頼度

も高い。

4.  地中墜として剛性の高いものが得られるので切梁の

段数を減らす乙とが可能である 。

5. 周辺地盤lζ 悪影響を与えない。

6. {也の コンクリ ート 壁を地中 lζ 築造する工法に比べて

経済的であり，施工能率が良い 3

本工法の概要

本工法は主体をなすパイプ ロオーガ一機の完成により

初めて可能となったものである。

乙のパ イプロオ ーガ一機は . 1 モーター. 2. 起振機，

3. 減速機. 4. チャックの 4 つの都分より構成され，ケー

シングはチャックを通して起綴機IL接続されている ，オ

ーガーは減速機からオ ーガ一軸にジョイン 卜され トルク

が伝達される。( 図ー1)

‘' 
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表- 1 性 能 表

J 法 m m

ill fi k g  

能 力 m m

屯 動 機

木

起 披 段

全 ，司

会 巾

全 奥 行

ト一一一一一

本 体

式ーガー

ｾｉ＠

姻 径

掘 深 サ

型 式

出 方

凶 転 数

ffi 圧

[IJ 波 数

型 式

回 転 数

起 仮 カ

付 属 品

約 4，500 ( 除オーガー〉

"  1. 200 

"  800 

約 5，000

"  2，500 

"  7，500 

4l0X 4l 0 ( 角型〉

25，000 

三WI活動式 6極耐銀〈目立)

5 5 KW 

1. 0∞ー1. 200r. l) .m.

200- 220V 

50/ 60c. p.s  

N V Dー 75型

1，。∞r. p. m

18l  

特殊ハンガー

減 述 方 式

体

プーリー i 段 1/ 1 ( C ベルト 4 本)

ウ J ーム幽 lli Ｑ Ｆ ， 平協 ｪｾＲ 段

約 1 / 50

れIi f i I 式

ケーシング

語

T'  

ガ

型 式| ? ? 迎! . t ! ポイントイJ

外 径 | 凋0φ

スクリュウ
リ ー ド I 250， 190m m  

回 転 激 I 20r. p.  m.  

全 長 I 18，000 ( 6 m+  6 m+ 6m)  3本 つ な ぎ

jl イ ド 1;型 式| リーグー取l.j 式ローラー付

ケーシングに振動を与え周

辺抵抗を除去し ，オーガー先

端のカッターにより』掘削しつ

つ，先端抵抗を取り除くこと

により抗( ケーシング〕の立

入を能ギよく行なう乙とにし

たのが一つの大きな特徴であ

る。

またオーガ ーには常 11: .主E

の振動を与えているため，オ

ーがー先端 lζ て掘削された上

砂はオ ーカーの羽板の閣をス

ムーズlこi湿り 払 11¥される 。

乙のパイプロオーが一機は

附属品や笈置を変える乙とに

より応用範凶は突に広い内

すなわち協所打杭の造成，

I 型鏑などの建て込み穴の予 写真一1

J1il L 鋼管杭の打ち込みなどがあげられる 。

なお，乙の表ー1にある能力は ，N値20程度で様を含

まない砂周の場合を怨定した目安であって，堅い地銀

やE薬局の場合は適当にオ ーガー径，オーガーヘッドお

よび深さを加減しなければならない。またオーガーに

は砂政府，粘土j刊の 2 種類があり ，オーガーのケーシ

ング先端よ りの突き出し長さなども地盤により適当に

変える必裂がある。 乙れ以外lζ N U D- 30型， N V D-

50却などがある。

機械装置および施工順

序の説明

ノてイブ ロオーガー木体 : 屯動式または油圧モーター

式

装 置: 杭打櫓，または杭打率

ケ ー シ ン グ 四 角 い もの ，または円形の もの

オ ー ガ ー : 銅削工lI-JTJ とグラウト m

もちろんとれらの種煩の容五; 的には，騒々の ものが

ある 。 乙れらをそれぞ

わせる乙と 』にζ より能率の良い施工を行なう乙と ができ

る。つ ぎに ζ の装置の一例を示す。

写真ー1は，杭打仰にfU動式のパイプロオーガ一機を

装備し ，四角いケーシングを使 って T . A. W 工法施工

lt のものである。

図- 2は，油圧モータ一式のパ イプロオーガ一機を抗打

It 川 *u崎lUD. 6TW- ll o: i五tl(

図- 2
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図- 3 工 法 )1頂 序 説 明 図

.. 

モ，. . . ; ，ＮＮ ＣＩ ｴｴ ｾ ＢＢ と ｲｲ ￻［Ｎ

車 1 0創成し ，丸いケーシングにて I 型鏑の建て込み穴の

予:!1ffiと ，場所打ちモルタノレ杭の造成を行なっている図で

ある ，乙の油圧モータ 一式のものは，最近1<:: 開発された

ものであり，振動数，偏心モーメン 卜， 振動力，振rlJ オ

ーガ一回転数が可変になっており，もっともよい条件で

作業できるように考えられている。

コン ク リー ト投入法による T. A . W工法の施工l順序

図- 31ζ 示すように，述続作業lとより地下墜を構築する

乙とができる 。

まず四角いケーシングの '111<:: 7 . 1 ーガーを婦人し，乙れ

をパイプロオーガ一機にて所定の位置まで打ち込む。

つぎに . 乙のケーシングに隣り合わせに 2 本自のケー

シングをならべて打つ。とのようにして 2 本以上のケー

シングを述続して打ち込んだら，一番最初に打ち込んで

あるケーシングの中lζ 鉄筋を姉入し，コンクリートを投

入し，ついで ζ のケーシングをノミイブロオーガ一機にて

引き抜く 。ケーシングを引き抜き終わったら. : i ! l i 統して

打ち込んで: ある I成後のケ ーシングをガイドにしてお ち込

む。 との作業を. i i l i 続して行なうととにより地中に. i i l i 統し

たコンクリート壁が得られるのである。

4. 

T . A. W工法の施工例

S  1. 工 事 概 要

工事名称 石原ビ J レ新築工 :J(

所 在 地 大阪市凶区土佐堀田J 36

i112従主 石原、不動産株式会社

設 計 者 株 式 会 社 佐 々 木 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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(;:ZMaun例制

工 期 昭和41年 7 月竣工( 工期20カ月)

建物繊袈 建築面積 656.  456m
2  

延床面積 8，050.  103m
2  

階 数 地 下 3 階，地上 9 階

塔 屋 3 階

軒 高 31m

基 礎 鋼管杭 520φ

S 2.  T . A. W工法の採用

判敷地で地下工事を施工するに当り，

• G  L - 8m以下20mまでは非常に軟弱なシ J レト周であ

る。

• G  ｌ Ｍ Ｗ ＱＱｬ ｾ付近 ｬζ 相当 ｦ 査の地下水がある。

- 地下鉄 3 号線工事との関連を考え剛性の高い山留壁

.  

図- 4



凹ッ ｬｾ 陥

1，¥i 聞紙

空 地

以ｾ

図一5 平 面 計 画

が必要である 0

・周辺に対し音響，振動および地盤泌下を必小| 加乙留

めたい。

・ 道路側では境界線と地下外壁ｾｾￍＡとが非常に近接して

いる 。

• 

以上のごとき条件を考慮し，検討を加えた結果. T.  A .  

W工法の採用を決定し ，工事の万全を期した。( 図- 4.

図-5)

山 留 壁

敷地東部の一部にシー トパイノレ lV型を使用し他はすべ

てT . A.WをG L - 19mまで施工した。

東国の一部 l ζ|刻しては隣接敷地とのクリアランスが忽

くT . A . Wを残i t I できないのでやむを得ずシートパイノレ

W型を使用し ，稲体工事完了後乙れを抜いた。

T . A . Wの自重および土圧による沈下Iζ 対しては，必

婆数の I 型鋼をケーシング内郎先端より文持層まで且入

させる乙とにより解決した。

切 梁 支 保

銅製 3 段切裂とし ，架設11相E プリテストジャッキによ

り与圧を行な った。

m 7]< 

G  L - ? l m以下にある被圧水の圧力低下を計る門的で

ヴァキ ュームディプウエルを 31正使用した勺

計 測l 管 理

船

町

通

← Ｍ ｾ＠

鉄筋計，ワイヤ ース トレインゲージ ，および土庄計に

より{ 粗削進捗Iζ 伴ない変化する T . A. Wの応力，切梁応

力の変化を絶えずチェーノクをするとともに ， レベ J レ， ト

ランシッ トなどによる沈下，変位などの計測を十分に行

なった。

S  3. 実 施 概 要

T . A . W延長および面積

T . A . W総本数

ｾ厚

1  ;本当りの鉄筋量

1，4; : 当りの コンクリ ート 畳

コンクリート圧縮強度

ス ラ ン プ

粗骨材の最大粒径

使 用 機 械

; j ; : 体

倫

補助クレー ン

89.4 m ( 1. 610m
2
)  

218本

4∞m m  

31 1kg  

3. 0m
3  

180kg! c m
2  

12- 15cm 

25m! m 

N V  D - 75 

東都他改良型専用櫓

原本一7 5 T M

機

基

基

内

〆

白

内

ノ

-

I

，

作 業 能 率

苦手当初は他などの応力測定試験打ち込み機械装置細

ＺＮｾｩｓ にわたり実験的改良も加えるなど試験期間 ｬ 乙貸してい

るため全体についての平均施工能率を出す乙とは困難で

あるが，その段階を経過後の能率は，平均 16m2! 台 ・日
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2  ¥}I舟打iム 引 Ib: P与の仮面liJl!川 i と距離の関係

10 

J 、
図口図

図- 8

位置 ， 2  ｾ機は ＱＰ ， 20.  30mの位置にピックアップをセ

ットし打ち込み，引き抜き時の丞直方向の振動を測定し

たの

それを図 7. 図- 8に示す。

図ハ fC J、図ロ，

図- 6

作業分析グラフを 図イ，足度であ る。

す。

• 

常時微動と卓越周期

測定地点、B 点で常時微動を測定した。垂直方向を V .

ICE速道路と平行) j J icJ の水平を Ih . 乙れに直角方向の7.1<

ｯ ｬ ｚ を ｈＲ とし • 1u大振 111 およひ卓越周期を求めた。

施 工 時の 地 盤 振 動 測 定

パイプロ を伏川 す る関係上，もっとも乙の点f ( 留; むし

たわけであるが，実施段階Iζ 入 ったばかりでもあり . *

f均の消去』ζ ついては満足すべ きものがねられなか った。

S  4.  

使 用 機 器

A V T特製

ミニライター

ユニバーサル振動日|

熱ペン型記録ロ|

A D型 JJII .iili 瓜: 変換お

D P M- 6 A T型!El J歪計

1U磁オシロクラブ

平 均 周 期

( Sec)  

卓 越 周 期

(Sec)  

j法大11句振 11I

( m/ m)  

O. ∞36 1  0. 35 0. 39 

O. ∞36 1  0 2 0 1 0.27 

0 ∞59 1  0.23 1  0. 29 

V  

I h  

H 2  

M A型

測 定 地 点

図- 6のように 1号機は施工地点より 10. 30. ω mの
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図- 9 写真一2

以上の結果から 地盤の垂直方向の固有振動数は2. 5- 3

% と推定される。 I 5.  

測定結果に対する検討

振動数は 1号， 2号機 とも16- 179色であり ，いづれも

引き抜き初期の振動がもっとも大きいが. 距自主が主主くな

ると ，振巾が急lζ 小さくなっている。

乙れは深さの影響と恩われ. 1号機では打ち込み時の

貫入深 さ12- 15mのときが大きく ， 2号機では 18mll 付近

が大きい。

工程中の最大振巾を東京都の仮動公古指導基準fCプロ

ットすると 図-9のようになり ， 1号機ではωm離れた地

点でもかなりの振動がある乙とがわかる。

乙のよ うにかなりの振動が生じた政大の原因は，パイ

プロオー ガ一本体と櫓のガイ ド方式にある。

ガイド はディゼノレハンマ ーのガイ ドヂョーを用いたた

め，打ち込み時に ケーシ ングが曲がった時，また引き抜

き11寺に櫓が前方に傾いたl侍，ガイド ジョ ーとリー ダーパ

イプがせるため，振動が櫓Iζ 伝わり地盤を抗ーするため ζ

のように ，大きな地盤振動が生 じた. 杭の先端およ び側

面から生じ る実際の振動は少なく， ガイド方式を ロー ラ

ータイプにし，起振機の振動数を高くすると ，現在の地

盤振動の% 以下になると思われ，公害振動に対する影響

もほとん どなくなると恩う 。

• 

あ と が き

T 八 W工'Hは予定工期より -rf 干遅れ1I { l 和40年 3) ] 完

了した。格体そのものも )"，11不良カ所を除き ，十分な水

密性，コンタリー 卜山ffl ｾＺｴＮ がねられ，級伐工 ・ ｩｾ は順調に

進んだ。 T . A. Wの垂直結皮はJ127止に良く 1/2∞ 以下で

施工できた。( 写真 2)

なお，、竹工事では T A Wを仮設ILltil
J
涯のみの 11的で使

川するととにした。

本工法は研究開発が始められてきわめて短期間に完成

し，実施にふみきったわけであるが，まだ地盤板動につ

いて若下の研究余地を残している。 ζ のfMJml も高サ イク

J レの振動を与えるとか，可変サイク J レ方式により ，ほと

んど人体に感 じない程度まで低減させるととが卜分可能

である。

また最近，当工法の技術輸11 . ¥および機械の輸出をす る

ζ とがほぼ決定し ，海外にも大いに発展しようとしてい

る。
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日 生 東 館 地 下 工 事 実 施 記 録

まえがき

建設工事により発生する騒音仮動の防 IIこ，および複雑

化する 郡市交通に対する対策は，最近の市街地建築の工

事にあたり ，吋而する 1t止大の 問題点でt ある。日* 生命来

館新築工事地下て、Fでは . 乙の二つの問題点、を ，O WS  

工事と仮サポー ト工事とによって解決し ，十分な成果を

fSたと忠、われる 。

日本生命来館新築工' j J は ， 日本生命保険相互会社の本

A  

GL-20.000 

1.  OiVS"，I f，Y，咲

;};J Oi円リ

GL 

3 .  fli サt : ート 附栴

工 ;'J'; 名 称
40' 1ミ

4 月

仮 設 工

o  w  s 工 事

仮 サ ポ ー ト 工 'J¥

ｬｾ＠ 削 工

主 保 工 工 事

基礎、 地中梁‘ 置床主体工，)¥

地下 3 階 主 体 工 事

地下 2 階 主 体 工 事

地 下 l 階 主 体 工 事

地 下 階 鉄 廿 工 事

日

1.  - uii 欽竹. l . J l 九

2.  1  問先l T スラブ情' j i

図- 1 地下工法概略説明図

5 上i 6  ) !  7 Jl s fl 

-

大林組日生工事事務所所長 大 崎 憲

大林組日! E 工事事務所 阿 部 義 徹

社ヒソレ の 工 Ｇ ｊ ｾ で ， 完 成の あか つ き に は Ｎ す で ｬζ 御堂 筋 に

偉符をほ ζ る本fr. iiおよ び南館IC述らなるものである 。敷

地は淀屋橋の ビノレ街の 中心で，三方 6 m幅員の道路l Ci賀

して いるのいずＧｾＧｌも最近の主要 幹 線道路の交通規 制にと

もなって，相、竹な交通 じ; であるn

日本生命東伴;新築工事槻要

建 築 地 大阪市東l又今橋 4 丁目 6 孫地 l

設 計 者 口木生命保険相互会社不動産 1;jl

株式会社大林札設計一l ¥fS

施 工 白 株式会社大林組

l松 数 j也下 3 階地上 7 階構屋 3 階

敷地面積 2. 669ωOm
2  

建築而杭 2，564. 051  m
2  

C  

ｾ ｉ ｾｕ ｾｾｉ ｉ＠
司探窃胃?i

帯ｊ｛ｾ王国 ｉ

芳2段E由工

1" 同 f F V '，.. げ "''''-7111

次 ｊ ｏｩ削Ｎ 一 段止 Ｚｦｾ ｟ ｬ 埠Ｚ

ー三次似円11. Ｚ ｦＡ ｕ､ 法 ｬＺｾ

3 .  )血 t 階j'.t i-主s }j

4  .  1'4次』匝削

延床面取 24，322.877  

m
2  

'I' r 丙 お OOOm

構 造 基縫 鉄筋 コ

ンク リー ト造ベタ 基礎

j也下部分 鉄筋コンク リ

ー ト造

地上部 分 鉄 骨 鉄筋コン

ク リート 造

工 JIJJ

ｾＺ工昭和 ＴＰ 年 Ｔ 月 Ｑ 日

唆 工 昭 有]42年 3 月末日

9 月 10) !  l1 rJ 12月

4l Z11.  11  

2 月 3 月 4 月

- • 圃・ - 田園

- -
回 ・回

- 田園

-
圃 • 

図- 2 地 下 工 事 工 程 表
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地下工法概要

地下工法の紙略，およびその工程 は図ー1. 図 2

1ζ 示すとおりである 。敷地の地盤状況は図- 311:示

す通りである 。

ｬ 階の床およ ｵ 梁 を ， 敷地周閣の ｯｷｳ 土 留ｾ

( 地下室外壁r 本体) および，敷地内の28本の仮サ

ポー ト ( 写真A. B. C. D. ) に支持さ せて，最 初

に構築し ， 乙れを作業床 IL供した。 乙の作業床 は

特に多数の巡搬寧の 出入り する，椀削工事，地下

主体工事，地上鉄骨工事 において，十分に利用さ

れた ( 写:n E . F . G. ) 。 乙の作業床は上留支保工

と しての役割 も持ち ，深さ 14. 850mを 2 段の仮設

上留支保工で摘削 した。土留支保工の間隔が大き

:望 度
土 屠 名 拐 事 貫 入 !it 蛾
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ノ
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シルト

10 
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¥ 
12 知 砂

ー， 宍示

13 
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14  
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¥ 
15 

凶。ロ円o  

.  0  

脱 退

16  

0 -' 0  

¥ 00. A 0  . 1砂

17 

0  00 0  

0 - 0 0  

ト¥

図- 3 土 質 柱 状 図

C  l F鉄骨完了，型枠組立配筋 G  1 階床完了後，土砂僚出

D  l F 土問コンクリ ート 打役
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く仮設 トラック桟橋の支持杭もなく ，掘削敷函ICは而積

約2，500m
2

1ζ ，わずの' 28本の仮サポ ート があるだけで，

銅削の作業性は非怜によく ， 機械力を十分に利用でき

た。工程の面からも ，仮設物が少ないので非常1ζ スムー

ズに地下工事を完了できた。地上階の鉄骨工事は，地下

工事と併行して施行でき，クリテ イカルパスから除外す

る乙とカt で: き fこ

なお ，f加削工事中の水替について，第 11-幣水j苗の水は

O WS 控により完全にしゃ 7. 1 < する乙とが出来た。tfs 2滞

水j百の被圧水は ， 6 木のディープウエノレにより ，約 5 m

水位を下げた。

O WS土留監は ，O H B A  Y A S H  I  WE T  S C  

R E E Nの略称で，ベン トナイト泥水により土砂の崩壊

を防ぎつつ，つつみ型断面の竪孔を掘削し ， 乙の中 lζ 鉄

筋コンク リート 造の杭を構築する。乙れを連続して行な

う乙とにより ，一述の鉄筋 コンクリ ート 造壁体を地ヰ11ζ

構築する。竪孔の銅削には， タラムセ ノレパケット ，ボー

リングマシン などを使用するため，騒音振動は非常に少

ない。ま た，敷地周囲の地維の沈下，それにともなう隣

接建物j の損傷，道路邸! 設物への影響は ，皆無に等しいの

仮サポー トは，アースドリノレ機による削孔，コンクリ

ート杓設，鉄骨柱帰入という作業工程により構築するた

ず'{ (ト 1. t， ;..--1 

。 。
C二二二二コ Q二二=ココ

・' ー ー・

め，施工中の騒音飯動は非常に少ない。

o ws 工事

O WS壁の構築は ， ボーリングマシンによる先行問1)

干し， タラムセノレパケッ トによ る抑削の方式を採った。そ

のｾｾ略は 図 Ｍ Ｔ に示すとおりである。 ｏｗｓ 監は地下室外

ｬｾｬ 擁壁として設計された 。 厚 Ａωｯ ＷｾＯ［Ｇ が探用された 。 した

がって ，地下室外壁は図-5の如き断而である。

OW S  曜は，深さ 17m延長 240 mで，各種の準備工事

を入れて， 3月24111こn手 ， 7月31日完了，約 4 カ月の

[_J 切を変ーした。日f 設建物の基礎の解体士事の準備工事 lζ 約

1カ月を要したので， 515際の O WS ! l j ; の構築Iζ 要した期

J/¥Jは 3 カ)J である内したがって， 1 日の構築速度は約 3

ｭ である。 ｊＡＢ 問機械は Ｓ 台を佼川した 。 ｏｗｓ ｾ 椛築は

タ弓ムセノレパケットの侃)jl) 3 ガット そ. 1 ス トロー クと

したが，乙の 1ストロークの棋準T I ME S T UD Y  

は図- 6の如きである。

u =コU U r.: Z J U  U  ｬＮＮＺＮＮＮＳｚＮＮＺ ｾ ｕ＠

=  

間団
由 ポ ー '1ング慨 に 窃クラムセルパヶ 叩イ > 7ーロパシゲ

よ 'J A.1it以州

vl) ;UHf ; 入 f5'l 1  t  'II' IIP人
市) 1 ;' クI J - I のイ〆タ n '"1 ¥; ，ゲ

，' /H" .l: 'J 峨円11 パ{ プ，. 入 11 ・人J . パイプ引 ｊｾｾ

図- 4 o  w  s 壁 の 施 工 l順 序

軍 度 | 工 色

51' 3 日

10 12 14 16 

ows壁

銭陥コンワリー卜耐震壁

買は厚120n陥3ンワリート壁

制t

図- 5 地下室外壁断面図 図- 6 O WS 壁構築 1 ストローク T ime st udy 
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‘-

ｏｗｾ ｾ 去の特色は Ｎ ＨＱ，ｺのような事項である 。

l  無制限界引で施工できる。

2  地下工事中，用開地盤1ζ 害警を号えない。

3  地下京機感として使用できる

1. については. タラムセル掘削機倦錫附の機械から 10

mの地点で・の騒音レベルが. 72- 74ホンで，乙れは一般

市街地と悶程度のもので，ディーゼJ レハンマ ーの 110 ホ

ン等に比べると ，はるかに騒音は少ない。

2 については . O W S の頭部を ， 1階の鉄筋コンクリ

ート 造床仮で支保したため，周囲道路には各f <I i : の公共ml

設物，隣後建物としては，鉄筋コンク リート 造地下 H 街

地仁 4 階のill 物があるが，それらには何ら彩W!を与えな

かった。道路面の沈下は . 5 号訴以内で. 工判n運級車の

多数迎行ーによる; 影響の方が大きいと忠、われ る《

3. については ，O W S の欠損個所は皆無で. 11:71<は完

全にできたの 1切手は測定平均航が619切で，設計F主厚eJ X)

1栃よりやや大きい限度である の また痢削敷 G L - 14. 850 

mでの設計位置からの偏心は，建物内側へJri k 270 ':必.

以小 O物 ， 平均 ＹＳＢ 佑 ， 建物外側へ最大 ＲＴＰ Ｗ Ｙ ＱＯＱ ・ 以小 ｏ ｾ 弘

子 ｙ ｾ ｊＶＳ ｮＱＱｨ ・ で十分ｾｴＭｾ卒し ｪＧｊ る純聞の もの と巧 えら れる の

コンク リートの強度，鉄筋のイ、J ' i 守強度 は，まだ試験結果

が11'，ていないが. 所要強度 l乙ii している ζ とは他現切の

デ- ? ーからも 明らかである 内( 建築技術 1966.6. )  

4. 

仮サポー ト工事

作業l末としての l 階床，濃のf ! i J 1:. およびその作業ぷI

if( ( ダンプト ラック ， ミキサー トラ γ ク， トラッククレ

ーン ， 各応品 ｾＮｬ ｩｒ ｦ｜［ￎ 屯Ｉ • J也ヒ肘鉄骨 円inを支持するもの

として，周聞の O WS 椛の他に ，28;1王の仮サ ポー トを構

築したの乙れは主体位I直下に構築し . その支配而積は 1

木につき ，8. 140m x 8.  140mで・ある 内

乙の仮サポ ート は，無筋勘所tJ コンクリ ー卜 杭 iζ クロ

スタイプH 型鍋柱を挿入したもので. その施工順序は下

記のとおりである 内

1. ア ー スドリル機による ｉｾ ｉｊ 干し Ｎ 直 径 Ｑｭ 深 ＲＰｭＮ 友居

ケーシング，ベン ドフイト両手液使用

2.  1 . 氏部無筋コンク リート JT，1l):

3. コンクリー卜硬化前に . H鋼住好l人

仮サポー 卜28本と ，ディープウ エJ レ6 ぶとを構築する

のに . 8 月 13日から 9 月 12日まで. 1 カ月を要した。

仮サポート の荷重支持状況は，コ ンタク トタイプス ト

レインゲージにより常f L 測定，管理した。設計荷重] ; 本

につき 148ton Iこ対して，支持了Wlill は最大 135t onであっ

Tこ。

地下工事rjl の 1階先打床の沈下および浮上りについ

ては， 仮サポ ート にかかる荷重の約 1/2である ， 1階床

および梁の自主がかかっ た時点で 5 弘沈下し ，以後掘

削が進行するにつれて，説; 下畳は減少し，掘削完了時に

おいては . 28協の浮上りが見られた。地下主体工事完了

lI !j には . 20協の浮上りまでセッ トした。仮サポー トに か

かる荷訟による H 鋼柱の変位は約 4 協であるから . 仮サ

ポートの場所打コンクリート杭の沈下は，ほとんど Oと

巧えられる の逆に抑削による土のふくらみによる ，杭の

浮上りが予怨以上lζ 見られた。浮動沈下，浮動浮上りは

10

'

9hz以内( スパン8. 140m) であった。

む す び

J:.( 1'. のよ うに ， 日本生命東館新築工事地下て事は ，0

W S  I-.'F. 似サポ ート 工事により ，非常にスムーズに完

了したが. 文頭の 2 つの問題点解決のほかに . 2 次的な

2. 3の不'J.<.' !.をあげてみよう 。

O WS 鐙という剛な土留壁を，銅製版起切梁という柔

なものだけで支保する乙とは. いささかの矛I i ' iーであり ，

O WS  肢の頭郎だけでも ，剛な鉄筋 コンク リート造床で

支保しておけば，それ以下の銅製版起切裂は，更に簡易

化でき . O W S 壁の強度を十分に利用する乙とができ

るの

J也 1-. 1 併の鉄骨工事が町j也下主体て事と関連なく施工で

きる の 直に ， 工 ｊ ｴ￭ｉ 短縮のために地下主体工Ｇ ｾ ｾと地上主

体仁。Jcとの 2 段施t が可能である の

Jflii t'l IJ 1i x  ((II での防合物が少ないため，御門IJ の作業t 1 が，

J同¥' I C いい。

工恒 ｲ ｬ Ｇ ｬ ｾ 物の白石Ｚと ， 被圧水水圧とのバランスが早く

とれるから ，被圧水の水詩期間が短期間ですむの

仮設 トラック段橋等の支持杭がないため . lVi ノI]<{士舞が

i湾Iれである 。

地下工 'jJ が. 天候にさほど左右されない。

Jii 近地下逆下け.工法が各f i I j 開発 されてい るが. 地盤お

よびJ冊目IJI架さですーの関係から ，地下逆下げ工訟を採用する

必然性がない場合，従来の腹起切E誌によるオ ープンカ ッ

ト工法とのせっ 巾的 な，乙 の l 階スラブ先打工法は，文

'UJHζ 記 した 2 つの問題点の解決として. 更に研究開発す

るに価するもの と考える。

ロ ロ ロ
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朝日新聞大阪本社ビノレの地下工事

ま え お き

近頃，都市では，路面電車がどんどん地下鉄に置き換

えられ，市内の交通難も相当緩和されてきたのは，まご

とに喜乙ばしい乙とである。 一方 その発達 に伴ない，地

下鉄の躯休のすぐ績で，それよりも深い地下階を持つ建

物も数を増している。また，そのような建物の工事を担

当する技術者にとっては，それは， 周辺の建物や捜設物

にもまして，計図 Ie ，施工IC. 細心の注意を払わなけれ

ばならない問題である。

@  

2  JYI 工

。 IDー一一ー ω

。一一 @

図- 1 柱 割 平 面 図

1 期工 2 期工事

1  F 床 面 積 2. 167111' 3. 922111' 

延 床 面 積 19. 514111' 71， 502111' 

階 数 地下 5 F 同 左

地上 6 F 地上13 F

基 礎 底 而 深 さ G L -24.8m 同 左

段 計 施 工 K K  竹中工務広 同 左
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K K 竹 中 工 お 庖 吉 永 深

当作業所( 大阪市北区中之島 3 の 3 ) もとの例 IC漏れ

ず，建物の東側の外壁から約 2.5 m離れて地下鉄 3 号線

が走っているので，計図する際，特 IC乙の方面 lζ 検討が

加えられた。またとの建物の南北両国から，それぞれ20

- 30m離れて土佐掘}II と堂島川が流れている。乙のため

第 11何貯水屈の水位は相当高い ( G L - l m) 。

とのような地形条件を持つ建物の地下工事を計画する

に当って，われわれは，つぎの 2 つの方針にもとずいて

その工法を考察した。

(  1  ) 作業場内外に対して，絶対に安全な工法である

乙と 。

( 2) 公安の少ない無音無振動工法である乙と。

(  1  ) については，強固な山止め墜を作り ，仮設の腹

起し切梁を斤j いず，フローテイング工法で順次掘り下げ

各床を構築し，その構造体の梁や柱床を山止め! J . i の支保

工とする乙とが考えられる。乙のととにより 山止めMの

ミゆるみミ ミたわみミを極力少なくし ，山止め背後の土

の沈下を防ぐのである。

( 2) については . 111止め壁および内部の支持杭を無

音無振動工法で施工する乙とが考えられる 。

以上の検討により，竹中式深礎工法が乙の建物に もっ

とも適していると判断し，その計画を進めた。っ さに そ

の工法，概要についてのべてみたいと思う 。

施 工 概 要

乙の建物の地下ｾＧｙ ｩ 造体の完成する過程を図によって説

明すると ，

(  1  ) 簡単な仮山止めをして，障害物を撤去し ，適切な

作業地盤 ( G L - 2. 0m) より，山止め杭および内

郎の柱を受ける支持杭を打設する。( 図- 2・1)

( 2) 地下 l 階部分の掘削を行ない. B 1F および l F の

鉄骨をY J ! てる 。乙のとき内部の柱は ，それから校

状に出ているブラケットで 4 木の支持杭に載せ，
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(図

外部の肢は，コ ンクリ ー トにより山止め壁に定着

される までは，銅削函 lζ 設けられた仮ベ ースの上

に;1世せられる。( 図- 2・2)

( 3 )  B  1および l F 床のコンクリートを打つ。 乙れが

山止めtlt の強国な支保工とな ると同時に. 1  F 床

は一般作業床となり . Bl 床は作業員詰所や材料

1(( 場に利用される 。 (図- 2・3)

( 4  ) 姻内IJ 作業と構造体の椛築作業とを交互に繰り返 し

順次所定の深さま で下がる 。 (図- 2・4)

( 5  ) 法礎ベースを打ち，仮設支持杭を撤去する。

- 2・5)
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山止め計画

3  • 1 土 圧

図-3・1の土質柱状図に示すように，乙の

建物( 中之島) の地隠は梅田近辺のそれと

よく似ている。そ乙で当社施工の新阪急、ピ

ノレ( 桜田駅前) の掘削時の土庄測定結果か

ら考察すると，図- 3・1の設計土圧が，乙の

場合もっとも妥当な値と考えられる。

3 ・2 竹中式ダブル柱列工法

竹中式深礎工法の山止め壁は，背面の土

圧を受け，水を完全に遮断し，かっ地下工

事中周辺の柱荷重を支える乙とが要求され

る。 (写真一1)  

図- 3・21ζ 示すように，鋼管ソイ J レパイノレ

とダフツレソイ J レパイルとで構成されるダブ

J レ柱列の山止め壁は，前者で土圧および外

部の柱荷量を受け，後者で7 . 1 < を止める働き

をしている。乙乙では，最終調削I時f L 鋼管

ソイ J レパイ J レ1木につき最大応力42t. m加

わる計算になるので，その杭材として，厚

み6.0務，径“ l O協のスパイラノレ鋼管を使用

している。

山止め壁の施工面積が大きい場合. その

施工速度は全体の工期にもかなりの影響を

与えるので，各社と も，より完全な，より

速い工法の開発 iζ 努めているようである 。

乙とでは，ダブJ レ柱列壁面積 lとして45m2/

day という結果がでているが，乙の数字は

土質により多少の大小はあるがかなりの速

さだと，思う 。

また，乙の山止め杭と J構造体の外壁をコ

ンクリートで一体とする乙とにより，仮設

の山止め躍を燐造的 IC外壁の一郎として利

用している。

3・3 竹 中 式鋼 管 ソイルパイル

紛 ｉｈ ピ Ｑｾ Ｇ ｕｾｪ ニ ＿ー

ー

ミ

ぃ旬、

11. 1  

12.， 

図-3・1

写真一1

図-3・31c示すように，乙のパイ J レは当社

のオーガマーシンで貫入する。内仮.IJ の錐先より注入液

( セメン 卜+ ベン トナイト + 水) を噴出しながら土砂を

撹枠し，外側の鋼管を所定の深さまで下げ，内側の錐だ

けを引き抜くと時閣の経過とともに撹拘2された土砂が固
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まりとの杭は完成する。乙のとき ，外管と錐に は互に逆

回転の力が伝えられるので，全体としてカがバランスし

て i惚ICは偏心力が加わらないために，揺れが少なく正

確に賞入できる。



乙のパイ J レの施工能率は，従来の竹中式オ ーガーパイ

ルよりも良く，当作業所では櫓の移動などの時間をも含

めて平均穿孔速度 l Om/hour で施工できた。

竹 中 式 ダ ブ ル ソ イ ル パ イ ル

先 lζ 打設した鋼管ソイ J レパイルをガイドにして，その

間隙を閉塞するパイ J レで. 2本の錐が互に逆転し，注入

液を殴出しながら土を撹伴穿孔する。その施工速度は平

均13m/hour である。( 図- 3・4)

掘削が完了し ，柱が基礎梁に定着するまでの閤，内部

の柱荷重を支える方法は種々考えられるが，乙乙では施

工法が簡単で能率的，経済的であり ，またその杭の施工

誤差が構造体に与える影響を少なくする ζ とを考慮して

つぎのように決定した。すなわち，山止め杭と同じ鋼管

ソイ J レパイ J レを図- 4・1 ( 次頁〕のごとく柱 1; 本につき 4 本

打設 し. Bl の床で・ブラケッ トにより構造体と述結する。

(写真 2 ( 次瓦) )

つぎにとの杭の l険荷試験の結果を 図-4・2( 次回に示

す。

杭持

3・4

支

オ

l

ガ

l

γ

y

ン

図- 3・3

乙の工法の特徴の一つは，下庖階の工事をほとんど天

候に左右されずに進められる乙とである。すなわち ，当

作業所では各開口部 IL は開閉式の屋根をかけ，雨水が掘

削地面lζ 落ちる乙とがない。乙のため，掘削回の大部分

が粘土問であるにもかかわらず，水のためにぬかるみ状

態となる ζ となく ， ドーザーショベノレでの機械銅もでき

工期の短縮Ir . コス トダウンに効果がみられる。

図- 5・1 ( 次却は掘削段階を示し ている。

x  x  x  

掘 削 工 事

以上のべた実施例は，現在当社で施工している地下工

事のうちでもっとも標準的な型であると思う。もっとも

各建物の条件により ，あるいは時間の経過とともに改良

が加えられて，その山止め壁 ・柱の支持方法 ・逆打の打

継部の工法なと多少異つてはいるが。
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図- 3・4
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図- 5・1

朝日新聞大阪本社ピノレの地下工事
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ト し た が、 こ こ に 紀載 の 22 J.: ｩ Ｎ去 について 返 智があったので 、こ れを一 覧 必にしてみたもの である 。し た がっ て 、 すべての仁 ｦｴｬ ｜ ｾ ｴ ｾ C i去を m Hし
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① ド リ 川こ でイ ン リ ー ジ ョ ン ペ ー ス ト を注 入 しなが 1 ・ 7 ー ス ドリ ル慣 に て ま れ - 5 m削 11する 。 1 ・ プレ h ー プ悠 込み・ i  ケー y ン グ を 描動 し ながら、 i1li 庄 内 ッ キ で 庄 入 ト 制鰍 蹴枕 打織 に よ る 守 ー シ ン グ の 応 人 。 一 一 一 岨 人 一 一 一い ｨ￯ Ｍ，Ｂ で ｊ 世間して 卜 さい 。 Ｈ Ｑ ヌ ｉ ｾ 式の ｽｪ が ｢ ｴ ， IIC l' で す。)1 1$ 岡 孔破置イ砕訟トしiの、さ尼ホ崩れ単 位Ｍ剛プ山ロ，ク の 山地ｦｬＦ ｉ ｃｾ 孔を所 ｈ 唱の 深さまで掘 ｈ 削 ｉ する. をI" I'IJ; し偽iNII す る。 ( ! ) オ ガー で 削イl 1  (。、注入 パ イ プ怨 込 ら削 f l し 天然I帥 症の上 ジ ョウ を帯[ ' i Hr と して枕 を 2  ヶ ー シ ン グ を姉 入 す る { 主 と して 点 1: 部 分 ) I  2 . ヶ γ ン グ を プレチュープ内に正住込 み ス イ ング 2 .  -7' ー シ ン グ を圧 入 し ♀が ら ケ ー シ ン グ 内告 ハ ン 2 . ア ス ド リ ル に て ケ ー シ ン グ 内 の 1: の締削。 . -体1 h‘F レ三よラ君1主r三J、E _"-

.t ' 〆単 身聞 を ｾ Ｉｪ き｜まと孔 ＢＮ ｴ ｬ よ 逓水怜を Ｈ ＮＱ 'j 寸る ため ベン トナ
、割 、 ・ 0  ・

を充たし、 ピ7 I の lてf ;'軍! Mによヮ てl¥Ji nll を込めるが、 2 .  ｊ ｩ ｾ ざ ら い 。 Ｈ Ｑ Ｉ オ ーガ ー で 円 Ｑ Ｉ 干 ｌ (.2) モ ル タ ル l. f 入 と1"1時 i乍る方法 3 .  7 ー ス ドリ ル機 に で 、 ドリ リ ン グ パ ケ ッ ト を 他 へ ｹ ドで 揃ｾ Ｉし ながら 、ハノ Ｗ ー グラブで ｴｉｬＱ 削。 マー グ ラブ で鋸 き く す る 。 3 . 必 裂 にl必 じ 底 部 拡 大仰1り。

JEJ S BFaEF L  FL  L  争' . I 砂はitt_水tがと証l' 終に移と圭移hもh動tるをc'VI い 上げ帥m寸る・
に オーガー・') 1よ: " t - ③ 引上 ( ベース トを? 巨人し

へ ー~ 両地f l &の堅孔の仰; 円ホiE  !l  と. っ き.に中央却を拘;n，/" る図晶t 1  5  鉄筋また はｦＺ ｊ ､ Ｇｬ を ｬ ｾ ｩ 人 。 〈〈、 1  
てH.  上 ｾ Ｉ＠ 1  111し 所 定 の 地盤 ま で晶画 削 ずる b¥: さ らえ 3 . 鉄筋伸・入。 3 鉄筋 を州 入 し コ ンク リー ト を1f 投 4  コ ン ク リ ー ト 打 投 。

〆 可「 ミ イ 削肉はト レンヲJ : を する ｊ ｩｊｾ をと 勺引 、る ので ｾ ， ｾ ｶ ＧＢ＠ Ｂ ｈ Ｂ ｲｲｾ Ｎ＠ T  T  T  T  ① 削孔 U 山 、 。 Q • V '  。

ｾ＠ -t ll lt  ｾ＠ ;  。〆 字詰1 1 T 52 日 に l r 骨い告がら‘ 必 川，j I ( / ) れま 6  プ レパ ク ト モ j レタ ル打 ん 〉
4  鉄 筋 を捕人 す る。 Ｔ ・ コン Ｗ リー ト 打 ｾｬｴｯ I  4  ケ ー ン ン グ を 錨 動 し な が ら、 il li 庄 ジ ャ ッ キ で 引 き 5  ヶ ー シ ン グ の 引 抜 き。

I  畏 ｾＮ＠ -l mllil lll:.l l  ｾ＠ Jl rn  2 F L  l :i ;; コンクリ ー ト ゐ 畑 ' 酬 11を軒n .，/， トレンチ鼻内Icll l ・7鉄 T  T  Ｎ Ｎ ＮｾＮ，Ｂ＠ I  ，.， .  ｾ Ｎ， ，， ， Ｎ＠ ｾ主［［
5 .  ケー シ ン グrti 部 を 7 タ で密閉 し、 !:f縮 空 気 を ケ ー

『也 川主 て s  筋をf市人 L . ｾ レ ミー 骨量ＨＱ［ って ｊ ｉ ｾ ｾ ＮＯクリート を ｾ ｦＮｾｴＧ ｌ ｬＶ ｌ ・ バ
F 一 '. :げ ア"7 1  [) .  卜レ ミ符を l ofo人セ ット す る。 ( トレミ先端 I:t. :;;L I  - - ""'....... ，ｾ＠ 抜〈

本 ./l f̂i'dt' .'. 金 帥 ントナイ ト泌尿は・b' (m; か らH ち込 まれてゆ 〈コノ クリー トにJ甲

: ) :  ー )  シ ン グ 内 L 巡り 、 旦 イ ン グ ヘ マ ド で ケ ー シ ン グ を
事 ム ;  与 体 ｾ＠ 3r l.  1  L  1: げられる形で速かに コン クリ ー卜に間きかえら品。

'.J:... ツ ト附 ::' ill 符 を 使用 鑓iIIIl しな が ら 空気ほ と 7 レ ー ン のをz上 1J で ケー
ソ ーグ 士: "' 1  3 - l 8 ! 問中盤 : 討 してII!! 'I' 恨の l プロ バnt 'jGIJXす れ 、図

日 6 . トレ 河 内へ コンデリ ー トを光 てん す る。 、6 . 作 業 順 序
ヶ ・ 4  -s  R  2 のよう L 、っき・の明体I I I ブロ，ク雌 して 情鳴する。さらに そ

，句、品 M 投 人 @ モ ル タ ル i l'. 人 出よ りr 対: - A ｾ 、 ， 人 卜h ベー スト注入 シングを 51抜く。4  F Iー のnll 隙郎分の"，t(.与を地 l して必続I也111ｾ ｉｪ ｴ と す る 地 中 盤書 Ｗ ロ ッ
、..:v v)" 刊 t. tDJ .  f)  "' - . A !' t:f.: ^  1: ヘ 11- I ι  τ  ん とーψ ぅ，"- して -・ ト『噛 白 島 一- てト '11" 1111. . I窃.  実 'i ll r - "  I  ＿相 互の接続 ｕ 完全 でその ｨＧｾ ＱＧＮ， Ｉ が ＩＱ Ｇ 常 ｴ ・持 ｴ ｾ て・ある

パ イ プ' J I t反き ト・ コン ク J - ， ｾ叫品 川 、 ｹ エツ 引制 ｌ 、
F並

』 ・ @ モ ル タ ル 圧入先 T ③ 鉄 筋州 入 ② 

1  
」 j  削孔完了 ι ｾ＠ 1  i:主濁物を ふ きあ げf f J止コ ン 7 リー トt に 浮遊 させる 。

，んI: /  11 
同 @ 側 l晴人 7  引絞 叫統 し て、 コン ク リ ー トの打 ｊ ｉｴ ｾｩｪＧ なう 。ｾ

I':j 'l' IlI1i II ｦｵｾ＠図- 1 図- 2

タ 悼"- ず、先行ポー 'J 箔削完 f 様、艶筋 O WS  "流体f;t. 土 1→ 〈 t  8 目 コ ンク リー トの打 ｩｬ 世完了 後、 ｾＱｉｉｩ り却を 埋 挺し 、
IL.. 1， ，'1  (  IIIT1I1 ^  

ングを行な う. lIi を挿入 して. ト 摺甲 とfil! lII した町 ;?; 前:許師 -， .  

二九を" イドに L レミ ー管Z にて コ〆 ら越鞠的構造体と

ケー シ ン グを oJIl . l<<。
で. 塙弓.，タラムン クリ ー トをrf般す 緊桔 して. 地下明

ｾ＠ ，. . にて掘削する. る. 内外明とな る. I  ｉ Ｉ ｉ ， ｉｉｉ ｾ ｾＮ ，＠ ｾ＠ d  ｾ ＱＮ＠ - ' . .  . .  __ "  I  1  1' ， '，1  l'  ，1  ｾ ｕ＠ 1  IfI IIII 1  1"1:  
O WSI退問 1 7 ' ロ

隔y 措ク抑カ' J ' tt制晶す地るヨとニ

|ィM [': ::1  1  1  1  1  I  2  ｟｟｟Ｓｾ Ｕ｜筋柿 ａ 小 ｦｪｾ
し. 耐 に九 州

⑪ 鉄筋 を 4掛 け る 均 的 鉄筋 を あ らかじ め 組ん で お ・忙

11 パ :6芳す'1返して 句連続明 ｾ＠
に..J.悼を 構築する.

い て 砂 利役 人ilqに 飢孔 に也 込 む 。

世
: 数地t克w線 ・ばいい I:fn

l
:，止を

オ ー プ'l - 1王 X

敷 地 境 界 線 I:，rtみ町 I:WI".' ｩ ｾｬｪ ょうとして 、船也 が ｦＺｾ Ｑｉ Ｑ
・ 4  () () ( mm)  

X  
と 土 留 壁 外 でき れ 、助合‘ J!j ) ち』見糾線を Ｚｾ＠ () 0  ml1l I  ｈＺ ｌ ｩ ｾｾ ｉＡ 勃 ｬ の ｬ 止 Ｇ 先 端的より

-IA  1孟

7 ・ 面 と の 必 要 地埼作品』 こえてキカ イ創 世川 しとり 、 X = 15cm I  X = 6 cm I  X = :l Oc m 3 5 0  Ｚ ｾ ＷＵ＠ P. I. I> Iこ1，;1 1: 1  P 1P と 同 じ X  =  30cm 1  6400 110師 X  = 15Oc m 1  X キ 140加 政 少40cmガ イ ドゲ ー ジを Ｑ ｾ ＱＩた り で き
4  0  0  :1  G  1) I  I  I  I  90 砂 120 "  

適 正60cm
最 少 距 厳 ない』品fTでき 1:っと I: ffl内 外I(，i と敵地111. 'Ii 綜 とのあき x (cm) は

lJ( 少どれ1v.1'l・ 9

4 5 0  3 7 5  
1. 0 0 - 120 "  170 "  

G O ( ) - 6 0( )  4 () ( )  

1.  1ii! n >l 干が良好で能併もよく、;，'(って cconomical にできるJ品合

8 工 費 1'1  (1壬) ( ) 佃で ( ) 千1'1/01' - (  )  T'I' I/m'  I  ，.脚 明 世

1 ， ff 'l 5c mで 16 千|よ11m' 1  1 ・ f干 ・30cmで2，0001' 1/ "， 4G酬 で4・0ω I ll /01 1  1 ， It 30c mで 1. 500 1' 1/ "' 40 "nで 2. 5001' 1/ "， I  1  ば ( 佳 ) :l Ocmで 1. 100 円 /m 40cmで1，40 0円/m I  1 ・ ( 径 ) l OOcmで13千 判/m 1  1 .  ( 径 ) 100cmで20千 円 /m 1  1・ 往 1ω 聞 で20千 P U m I  1 ・ 後 160""，で2G千 円/m I  1 ・ 9 千円 / が - 1 0千 円1m
22 ， Ｑ と ｾ 件ＱＧｬＧｪ苦 で ｣ ｘｬｬ ･ ｮ ｳ ｩｶ ｣ (f.tJJ合 L 問、 仁州 、問置_[ 条件に よ勺て拠るが. 5宅厚叩m でがoJl 5干ド11m'。 ケ ー シング 山川 の 土 ｾｬ 合

I'l fl ! H  、 Ｍｲｾ＠ (  、千1'1/ 01' - r  )  T'I'I/ 01'  1  .  1  1  2 .  1い 5cmで ＲＴ 千 ＱＧ ｾ ｬＯｭ Ｇ 1  2 ， 径 30cIII で4，0∞ pl / m 25c1I1で8 . 000l
r
l/川 2 .  1叫 { 任 ) 30酬 で 1. 500 pl  /m 40c mで2，000内 /m I  2 .  (  後 ) I OOc mで20千 円/m I  2 .  ( 径 ) 1∞ cmで30 干・pl fm 1  2 .  1.韮 l ooc mで 30千 円/ m 1  2 . 径 160酬 で35千 円/m I  2 .  10 千円/ 0 " - 1 2千 円/ m

(， ｾ＠ 1%ハ J cm、 、 I 1 1' ) 1 01- - ' " 1 1"1】 o1' 1  1  I  1  1  2 . 1'l- ( f正} 3 0αnで 2 T' I' J / m 40cmで 3 千 lI11m

!日j え{Z l )  ベン トナイ ト泌阜の1 m 1  1  1  1  1  ＱＱ Ｎ 削 干し 内の ｩ 到水 状況 ・ 士貨 の ｴｴｾＪ に よ り 、 ｾ Ｂ ￭ な ｩ Ｆｴ I  I  1 .  . .. ，，'  ， I  1.  Ｈ ｾ虫 ＱＱ Ｑ しないI  ベ ントナイ トe' i l 泌を仰 う c法 で め れ ば 、ベ ン トナ 新ら い 、もの一- Jt 長と杭怜
I  阿11イL 内 の 湖 ホ 状況 ・ 1: 'I t のn状 に よ り 、i車勺 ;:'i聾

1.  Ｈ ｾ虫 ｉｈ しない4 ト百! i! ii. <7l伊， ｊＧ ｾ 免 ど よ

J立を 決 め て i f ない 、 削-f L途 上 に お い て その 濃 度 を
2 . オ ー ガ ー のき垂直を縦 J J I 旬、 倒 JJri i J か ら ト ラ ン シノ

，r .J"t-: 'a:' の うん し て い る舟、? 伝J l fuf能なものと府棄するものとの見分け/j 1  I  Ilr を 決 め で i f 主い‘ 円IJ {L) 童 1: に ti、い て そ の 浪J立を I  ペ ン ト ナ イト は 他 111 しな い I  ベ ント ナ イ トは 似 " 1 し辛い 1 ， (史I1j しな い
1 . ペ ン ト ナ イ ト は印 刷 しな い 1 ， (士JTI しない 2  地 点 耐 に お い て ケ ー シ ン グ の 圧 人 位訟 をJi ' - 磁 に決工 事 中 の チ 2  他 Ｑ ＱＱ Ｑ 中 の 明 Ｈ穴Ｉの恥 山 ｃ Ｎｦｲ Ｇ ｦＯ ｾ のチ Ｆ ヴクは どヲ ｌＮ I  Ｇ ￬ Ｚｴ ｨ ｾ 払ｦ｛ＡＮ

1  ". _.._ ••. 7  1 "  ' h .  .n  ̂.， '，" _  _  _， .. 1  n  U，. _  ̂，'  '.'  _  .. 1 "  u"  _  ^，"'，'  _  1 制定 す る。 。
トで湖べる

て い る の か ? 同制栓 (' i:! I'.!: ぴ
川 1i する 。 2 . ｉ 拘 の ｾＺｽ ｬ ｬ ￯ をチエ ク クス ｊ レ 2 憎の主nl立チェ ν ? 1  2. 仰 の，nl l i チ ェ γ ク

3 . 垂 ui 制 度 は 』也 k にで ケ ー ン ン グ をニ /J I古l よりト 2 ， 下 げ仮 り め れ ば 、圧 入機 械の 憎 が 垂 直 の ガ イ ド を か ね る の

9  ク ポ イ ・1叩 1 闘はむよ カ ル シピ μ 、a 躍 をft" i，rドj に除H¥し、 ベ ノ ト ナイ ト Ｑ 厄阜の ＷＧ｜Ｂｐｾ は Ｐ ｜｜Ｇ Ｄ ｕ ｌ ｉ ｾ ｾ ずる
2 下 げ係 りと浮き 、

3 .  ;1瑚 l は な い
ー エ ツ :1・ 拘i lill Ｂ ，，ＺＮｾ＠ ( ゾ け の た お れ が! E l : たぬ介 は どの よう 有効性判定! I I 作用凶にで l'れと寸 る。 ‘  Ｑ ｾ ｾＱ Ｇ＼＾＠ I  2 ・ 垂 ui 制 度 lよI也 l二l二て、 }j fi 'J より 、 脳内IJ 川転 倒 の 3 .  1  3  仰のおｾ If( を11' ( す 3  たおれ に Ｑ ［ｬＮｬｬＹの鉛 ｴｬｾＨ を ＱＱ Ｇ Ｑ す 。ー 今

.  ラ ン シ ッ ト に で観 測 す る。 3 ， flftJJ: の 必 要起 った こ とな し で 、 till i E手段 の必要がない・ 4  モ ル タ Jレ圧人を する のてる六ほの さ らえのψ 泌 は 宇
イ ン ω Ili il:，H 止を と る の か ? 1  2) .  Ｚ ｉｾ Ｎ ＮＮ＠ ｾ ｩ ｦ ボ ーリ ング肋う こ とに←て、制腕は市

垂 広 告 トラ ンレァ トにて観測 す る. I  Ｔ ・ ｢Ｈ ざ ら いを ιＧｾＡＮ とし♀い 4 .  iJi:ぎ らい を必 咲 と し ♀ い 4  ほ ざ らい は 必 要 と しな い 3  丞 必 制 度 は 池上 1: - c 、 万 向 よ り ト ラ ン シ ッ ト1: 1  4  ォ一 川 ー シ ン グ の為 、厳 ざ らえ は郁 夫・であ る 。 4 ・ 特 に 必 要 企 L. 1  3 ・ 不 必嵯4  ，供 ｵ Ｇｬ ｐ ｩ 引 を再 恰 ｩ する場合に ｴ 左 側 ＱＱ Ｇ Ｑ 火の ｉｊｾ ; ! ら えは 以内 ｉｾ 人るものカ ｾＵＥ 、 ＮＡＮ以 内 ｌ 人るもの均唱初 Ｔ で Ｑ， る・ Ｓ Ｎ ジ ェ ァ ト噴 射なる般、 ｉ 氏 ざら え は 克 ｢ｾ 的 ｾｴ Ｇｩ ｾ が
て観 測 す る 。ど うす る の か ? I  4) 掘削完了 後 本中ポ ンプ エヤーリ 7 トを使 っ て 泌ホをき

5  ィ、 必ｾ 1  !; .  ｾｽｪ 水の岳 療な し 5. 防 水 の 必 燥 な し
5 . 不 必 要、 ポ イ リ ン グ に はi主水損益削。 5 特 L 必 療 な し、 ポイ リ ン グL はi主水掘問11 I  4 . 不 必 要 ‘ 場合 lーよ り人 !J I  5 .  iItl 本防止のため鮒分的に明背自に; l ; 液注入の必要

外 ら れ る

4 .  ，以上 ポ ンプ お・よ ぴ ジ 忌 ツト5 .  i¥t; 水 .Ji 11: の 刀 法 は ? Ｈ 婦 円 ｉｊ ｉｉ ， ｾ )  れいにする 。 コ ン ク リート 打 Ａ ｾ前例、ジ品 γ 卜する 。Ｎ
1  1  1  - - - - .  I  1  1  5 .  ィミ必Ｎｾ 、 ポイリングには民主 ｲｲ 虫 ｊｉｪ 、 あ り

5 ィ、必 -z

ｦｾ ｾ＠ ぇ1I 1  1  Ｗ ラノ ス の ノレタ ン シュ ｮ と ｈ 措 ｩｬ ＺＱｬ｜ｾを ｩ ｬ ♀ ｜＾ ，ソレタノン ユ
I  この 土 ftl ， ｴ［ ｾ Ｎ 工 訟 を ｦ 世 っ てほかの Ｑ 司 か 析 し い ｲ 法 が ｽｪ 式 によ る ｪｾ ｨｖ 制 Ｇ 喰ｕＱ ，の ｋ ｮ ｯ ｷ Ｍ ｨｯ ｷ なら び に ＢＧＱ 社 の も つ 仏［干

1 ， "f 能。 1 ， ♀ ぃ 。 峨 討 中で き る か ど う か ? 1  1)  ピ Ｗ ー ま たは ウ エ ル に代る Ｉ ， ＡｩＶ ，ｾ ｾピ ｈ ，とし て 、 傾 突 の11本における{似11怖をi以内 し‘ また 、1.. 1 ｕ Ｎｴ ｬ ｾ 書 す る 州曜紙 を 1 ， IIf 能 。 1 . 穏健枕 l  法 舵Nl 1  1 . 遺書礎枕 1 ， nr能 。 1 . 可能。 1 . 可 能 。 2 百 ｔｉｉｾＮ 1  2  州 鉄 筋 姉 入 が寺 い の で 、 外 型 と し て 利 111す る こ と
10 そ の 他 2 ・ flJ i J 世の土 f判明 の み で な 〈 似 体 の 外 慢 と しτ 刷l 川 やター ピン の ｊ 正 ｾ に 他 ヮた 輸入 してL略 。 2 . ufj ，倍。 2 ・ 小胤 悦 他 策 に は "f 自E I  2 ， A民間1ie  I  2  出 来 な い 2 ， uf 能 。 2 ・ "1能。 2 . 可能 。 。 は E盟諸 (" J に解 明 で き ず、 目下線 討 中

で き る か ?
ζ のl d，で榊築さ れた地下のj虫初 期本の，Ij lf .. ブロ y ずのl告さ

3 ， 16∞ m 世一 延 19 50，n古 川 k 位ｴＺ Ｇ ＱＺ［ Ｊ， ｾＱ ｪＮｬＡＡｩ 0 0"，' ，0 0 1凶 i I: :，"" r' ・" ，. I  2)  ほ とん どの [ Ｇｉｾ で Ｎ蝦ｻ 牛 の外収として‘ f ll lll L. 1  IH' J l Um 、'.t "l ! .t4Iト lI XlcmてヘU主体l卓造本性およV'1唱併 がす寸れ 3 ， 45cm世一 鍾46，000問 、 12f阿川 の V I' に{直J II . 1  3 . 700，倒的延 米 約 250n 1  : l .  1O，000 m 以 )( '1・ 5 . 延 約 5∞ . 000延 米 約 200件 3 ， 1∞ cm ￸ 一雄 Ｑ Ｘ Ｎ ＰＰＰ ＢＧ 、 Ｘ Ｑ 曲 Ｑ 所の ｌＧ ｴＧ に ｦ ｾ ｊＱ ｉＮ 1  3. 杭 径90 - 120凹 ー 延 11. OOOm 181世INi の ℃ 市 に印刷。 3 . 杭 t圭l ∞ m ー 経 37，000m 、20随 所 の E 事 に{虫J 11. 1  4 箇 所 に 伎111 1  3 .  1ニホ工務 ( 101) 128. 6 0 0 m f l円 相38 .4' ，か と 現 布 ま で }

。ー 岨 五 の 岨 I . J:': 引 は 巴 町、 ''''' '' ' の [ '1' 1旬 、 ー

9 0 0 - IOOOmm o一 括 l 025m I  ｬｩ ｬＮＮ ｍＮｾＮ＠ ( "J: "'J: ¥ ｾ Ｑ＠ ａ ～，， Ｂｾ Ｂ ＿＠ ¥110 刊 サ つ

f士川 した か ? て い る でt るので‘ ダム伺 d: * ".tやil t O Ｇ ［ Ｎ｛ＱＱＱ Ｂ ど ｕＲ ける ｲ［ Ｇ刊止 の 問 ｾ I  3 .  F.イi 伝ィ i 7i ; の処f ' ' Ui i)，. 1  4 .  ffl お よ び織 械 4  ， 俺 械 袋 也 4 . 機 械 4 ， i; . t 狼物の 処Pv. Jj 法 。 4 . 騒 音防 止の i笠宮iI' . I  4  機 動 性 ・ 騒音防止の依轡。
姐E築 φ ( 33)  31. 4∞ rn 十ｾｾ 砕し よ うと して い る 点 は f"l か ? 1  3)  延 7 ) j "，'  30 ケ処 所 にもIj; < 判111-1 ることができ 、またl l J 鳴物を十月築する際の土留盤

4.  r主人織 械 の改善。 4 . ol!i r.能 単 向 上 の た め の 機 械情 造 お よ び111，呈t科大をかねた地下室の痢遺体 とし て制'11するこ とができる。

Ｈｾ｛入 者 大 林組主主祭本部 J主術評s)
( 犯人身 大 林組 建 築本書s技術 部 ) ＨＳ ｾ入 者総 本文夫Ｉ ( J e人 有 橋 本 文 犬) Ｈ ＮＱ ￨ 入者 ｾ ｾ本文失 Ｉ ( 記入 者 総 本 文 失) (:e入者 般 本 文 夫 ) (11 : 入 者 総 本 文 失 ) ( 記 入者 f宮 本 文 夫 ) (記 入者 紙 本 文 犬 ) ( : 己 入 者 安 兄 英 吉 )



地 下工 法 ・ と く に 新 ら し い 土 留 壁工 法 一 覧 表 (順不同)

地 下l i .去 の う ち 、 と く に 新 ら し い 士 宮1ほ 工 法 の 覧 必 を つ くろ うという こ とで、 適 正地然、 1: 則 、 深 度 、 振 動 、 燐 背 、 作 業 順 序 、敷 地I克斜

線 と k 留 1塗 外I(Uと の 必 要 以 少 距離 、 ] 二代 、 1:'l t tjJ の チ ェ ッ タ ポ イ ン ト 専 に つ い て 、 ア ンケ ー 卜 を してみた。1 ' . 裂な雄殺業. { j 約30祉 に ア ン ケ ー

卜したが ‘ここ に Ｎｴ｣ 械 の Ｒ Ｒ 仁法について 返作 があったので 、これを Ｍ ｾ［Ｎ ｾにしてみた も のである。したがって 、 すべての ｩ 留陛下 ＺｩＮｊ ｬ を ｬ￟ 録 し

た も の で な い こ と を こ と わ っ て お き た L 、。 会 台、 作 業 断 片 のJ ({ Idてる f i . t したスペースに収まらない原稿 、 関! 由i を 行 略 したと ころもある。

マ関ぷ者名? 記 入 例 ( K C  C ドふ? f J L mヱ 法) ア ース ド リ ルに よ る 連 続土留 壁工 法 ア ース オー ガ ーに よ る 連 続 土 留 壁 T A L E九J Lミ乏」 イ コ ス 工 法 イ コ ス 工 法 コラム ソイ ルパイ ル 工法 竹 中 式 深 礎 工 法 ( A ) 竹 中 式 深 礎 工 法 ( B ) 竹 中 式 潜 函 工 法 シ ー カ ン トペ イ ル 工 法

ｻ 鹿 島 建股 ｾｾ ｲ ＭＭ Ｍ Ｍ Ｇ I  (鹿 島 建般 K K ) I  ( 鹿島屋量殺 K K  )  I  Ｎ ｾＮ＠ ｾＨ大 成電股 ｋ ｋ Ｉ }  ( 大 成 建 設K K ) I  ( K K  間 組) I  ( K K 竹 中工 務底 ) I  ( K K 竹 中工 務1苫) I  ( K K 竹 中 工 務 底) I  ( K K 竹 中工 務 庖 ) I  ( K  K 鴻池組)

適 正 地 盤 1 ・ 上 質 2 .  Nfili. 3 ・t部 水 J .  1: 償 2 ・ N (1自 3 ・ 湖 水 1  ( 土 質) 2  ( N 依) 3  ( 湧 水 ! L .  I  ｷＢ ｲＱＮＮｾ 上質Ｉ 2  ( N 儀 ) 3  (湧 水 ) I  1  ( 土 質 ) 2  ( N値 ) 3  ( 潟 水 )_. . I  I  1  ( 上 質) 2  ( N 伯) 3.  (湧 水) 岩 盤 、 地 盤 努 の よ う に 非 常 に 堅 質 岳 地 盤以 外 は す べ 1  ( 1: 質 ) 2  ( N 値 ) 3  (i 胃水 )

曜普段j の ぬ 合 ( ) 以 下 均 不 の 多 少 に か か わ 機 婿 の ぬ 合 50以 lて 湧 水 の 多 少 r 砂 時 書 婦 の 場 合 50以 下 湯水の ｾｪ，Ｇ 1 : か砂是機々 層戸 t  よtZl 僚ムrの、大 50- 60程 度 迄 施湖 水工 ぞ 走 っ て も 機 層以 外 の 地 悠 l立、金〈 心 オー ルケ- ; / ングの為 、 1 ( l 質) 2  ( N 飢) 3  ( 湖本) 機 府 普 通 の ぬ 合 湖 水 の 多 少 に か か 岩 銀 よ 丹 玉6 地銀 竺 の よ う 1: 非 常 1: 笠 質 な 地 盤 お て I・2南 4ぶされる 磯 精 粘 土Iie そ い ず れ も 0 - 湧水 の多少に

ー 砂 i'l 地 盤 の 場 合 50- 60以 下 かわらず施主 nf I  C- ｣Ｎｾ＠ ¥0 . . . 匂 1) ' ) IJ I! _L nl 胤 同己ないが、 Nfl直がく80の 機 湯 水 l立、全〈心配なし 。 f，f， ・ e  砂 質 I血 終 N 続 (J: 5 0 - ω 以 ト わ ‘ ず 路 工 nf崎 、 、 叶 ・ ー 叶 坦 ' " 。 宕 盤 転 石 以 外すべて 1:;血' l l l される ｾ＠ ......... ...._ -J . L _ ; t :' l を 除 す ベ 胞 . L "f 能 で あ る 、 、

1 ' (絡 ヱ 可 能 な ¥ 砂町也盤の. I J J {l- (  ) 以 F らず施工す。文は初 砂 質 I也 継 の 助 合 50- 60以 下 かかわらず純 鮎 土 質 地 盤 の 場 合 ＵＰ 前後の土丹で ￭ ｩ ｾ 、但し、地上 例 T地 盤 の 場 合 印 - 6 0程 度 迄 層 地 盤 で 、 径 が 大 き く 奇 い 閃 な し N 他 1:llol f ; f ，なし 湖 水 人 無 関 係 粘 t 附 也 悠 ロ ｦｴｭｾ るも、部分 旬 、 iJE  よ ぴ、腐 蝕 土 以 外 す べ て に 迫 要 さ れ る。 岬 弘主遺築時は、 湯 水の 多 少 に か ・わ ら ず 施 工 で き る 。 . 、 ー-.Il ' ! l IA，- . _- ｾ ＮＮ＠ Ｍ ｾ＠ 0  極 端 な 軟 樹地盤 ｾＭｲ～Ｇ て 。 の他、 k 貨に関係 切 以 し 関 係 な く 路 工

i土 質 条 件 / 料i 1民 地 線 の 湯 合 ( ) 以 下 水 の 多 い と き は 排 水 粘 士質 雌 の 駒 山 ん ど 附 無 し 工 "f 能 と、排 も縄問ugaf fiE r 迄 吹 き 出 て ほ ど 盟己主管ZZT も の に つ い て は 、 酬 明 能 、 ぬ以下( クラム y "， l v.L法 ) I  i関東ローム 作J にω ~鈎 の 地 廓 i勇水の事少 にか 、わ ら ず純 白 目。 内部潮水および地下胤本の排水のみ必要で外部はィ、 湖 水 の 多 少 にか 、 わ け2 施工でき る。 似 の 多 い 時 は 排A<"-" .J1:. 要 で ある。 な し あ ら ゆ る 土 質 できる。

I拘 束 ロ ー ム の 止 め 合 ( ) 以 ド が 必 転 、かの("f れかラ I拘束 ロ ー ム の 場 合 ほ と ん ど 制 限 無 し ホ は 不 要 関 東 ロ ー ム の 場 合 殆 ん ど の も の カ の 被lモ ホ カ あ る ど の 地 盤 で 施t 可 つまり日轄の径によって掘 削 5 0 U 1: ( ピ ッ ト E 法 ) す べ て 可 能 が あ っても可能で
ー

。 掘目IJ"fll E j ，品合施工困敗。能 がPJ とまる 。 ある。 答。 一 ← 一 一 一 ー に施工できる 。 ー ← '

ぜ

が比' J  純mは自的のt'A~実fや圭』手e匂-〈か匂何》品雌倒L防Ehi岬a言合品( t j 品合

(「 、施 1・キカイ I セヲトで l ・2 厚 ( X は杭径)40削 - 200crnの場合、 20， "' - 25"，' /  I  1・ 吸 厚 ( 又は杭径) 60crn- 70酬の場合、3 Om' - 45m' / I  I  I  I  I  I  1  笠 厚 ( 文 は 枕 後 ) 45酬 の 場 合、 総工 キカイ l セ ッ

2 ・ 工 期 しょ 実 i セット ) I  n台 11台 段厚( 杭 径 ) 均. 0. . 11: _ 2  ム 1 ・堅厚( 又は枕径) 40cmの場合、 40m' - 閃 m' /日台 1 ・訟原{ 又は制圭) ω 師 の 場 合 、 日m' - 25m'1/ 日台 1・虫 厚 ( 又 は 杭 径 ) ω 佃の幼合、 6 m' - 8  m' / 円台 1・ 施E キカ イ 1セ γ トでω m' - 40m' / 日台 1.  ｾ厚 ｻ 又は枕 ｦ 呈 Ｉω 酬の Ｎｴｊ，Ｎ Ｑ 合、 ω ｏＱ ＧＭ Ｔ Ｐ ｭ ' / 日台 卜でω m' - 切 01' / 円台 1 ・ 墜厚( 又は杭径) 100crnの 場 合 、初 m' - 4Qm' /日台

2  h E担Ef t A I Mイ l セヲトで 2  制 ( 又 附

1.. 1 2み品 古・11!' ，ト} 日台 il 台
ト 叩m' - 2Om'/日ti

1.  D"工 可 能 岳地 併の 場 合 、 惣 厚 ( 杭径) (  )  cm I  1.  !itli}: Wd呈) 40c m- 2∞ 聞 で G. L - 40 - 5 0 m まで l  ー 17mi Z I  . _ . . . .  . _ _  _.  . _ . . . .  I  ｉｾ Ｎｾｾ ｜ 枕後 ＩＶＰ 酬で ｇＮ L  - 3 0" ，まで"f 討し ， I  I  I  1  I  _  ｕｾｾ＠ ，ｾ，＠ ヒ

3  深 度 でG. Lー ( )  ｭ まで可能 。 ｾ Ｎ ＢＧＢＧｾＮ＠ . . . .. .  - - - . .... _ .  - .. ... ... - .  I  1.  1.呈45c m- 1∞ cmで G . L . - ぬ m 脚 ( ヰ 径) 45酬 で G. L - 2 0 m: 1 ' で可能。 迄 l  箆厚( 杭径) 40酬 で G . L 一 羽m まで・1胤 l  ワ イ ヤ ー 操 作 の た め 深 川l附 し 2  卿 ( 枕後 ) ω 酬 でG . L ー おm0  I  1  即 ( 杭径) 45cmで G . L - 2 0 mま で"f 能。 1 即 (枕 後 ) 60cmC' G.  L 一切 m まで可能。 1 堕 厚 (杭 径) 45c同 C . L 一伽 まで 伺f払 1  卿 ( 枕 径) 附nで G . L 一 泊m ま で 叫 。

2 .  Jj 桂」二実績のうちで治市深度は蛍I早( 杭径) (  )  I  " J  。 は 容 易 L 施工出来る 。 o I  7 ラムセル工法 の 場 合
，!4r R'  (  、 ' C .  L  - 20  

- (  、 2.  ｾ理 ｦｦｉＮ WLi I )  60cmで G . L - 25
m

o I  2.  1王ω 刷、 70cmで C. L . - 2 0 m 巴嘗厚 (1'1') 38cmで G ・L - 2 6mn  I  2 ・5 t 厚( 枕径) 40cmで G ・L - 3 0mo I  2 ・ 堅l事件/ i ，{ 圭 ) 60cmで G ・L ー26m0  I  G  .  L  ": 6O"; .  _  - ._ .  -.  - I  2 ・蛍 厚 ( 枕 後) 45cmで G . しー13010 I  2 ・ 磁l平 ( 枕 径 ) 60crnで G ・L - 32mo I  2 ・M 厚 (枕 後) 45cmで C . L - 18・5 m0  I  2  潜 函而l.I'U. 434m' 深 さ28・8 m I  2 ・恐 厚 、杭径 ) loocmで ・ Ｍｾ ｵ ｭ 。
酬 で C. L 、 J  mo  I  ｾＮ＠ '!. .... ;./!1- ¥fJ L1. EJ  ｯｶ｣ ｭ ＼ＮＮｔ ｜ｊ Ｎ ｌＮＮ Ｍ ，， ｾｲｮｯ＠ I  1 2 ・ 弘 、，:， 。

ピット式工法の場合

B包て計画線に後して木造雄物( 相当古い) があっと糊

合 、 内 部 のf主人が担量動を
， 

4  振 動 i  非 常 tーはけ' しく凶じる
I也総振動については、地鍵によ って 相当 差 があるが、

ｾＱ ｊＮ ＱＱ ｌＮｾｾｴ［ ｾ＠ 1 3  ほ と ん ど 感 じ な い。 3 音は感ずると思われるが鎖的はほとんど感じなし、 3  ほ と ん ど 感 じない。 3 . ほ と ん ど 感 じない。 3 ほとんど感じな い 3 . ほとんど感 じ奇い 3 . ほ とんど感じない 3  ほとんど感じな い 3 . ほとんど感じない。 無 振 動

2. 少し! t l ¥じる
少 し感じる程度と思う。 o I  . . J .  Id - I_.，，，， I_. '.c:.' ..... .... " .0  I  .... .  ..，......'..... Ｇ｟ Ｇ Ｎｾ，＠ ..... .，. - 0  I  . . J . 。

3 . ほ と ん ど 感 じ な い (1再販動)

1.  I i 邑工機械が負荷した助合、測定距離 ( )  mで 音 源 か ら の 距離 5  m 10 m 

5  騒 音 (  ) フ ォ ン。 1 ・10mで70- 75フォン。 フ 喝 ン 68- 72 65- 6 8  ω 7  ン (  11時間 ) I  1  測 定 距 離 5 mで印フキン l  測 定 距 離 5 で6 5 7 埠 ン 以 下 1. iJtll定 距離 5 mて' 657 方ン以 r o I  1  測 定 距 雌 5 mで657方 ン 以 下 。 ， . .. --... .. 

2 回 路i 機 械 が 無 負 荷 の 場 合 測定 Blj 雛 ( )  III で ｉＮＡｬＮしこの測定 場 所が市街地であったｴＮｾｩｴｉ路を通行する ￬ｊ ｉ Ｎｬ ｊ Ｚ￦Ｚ しと 事 は ないが、ほとんど ｮＺＱ 凶ｾし 。 才 。 o I  1.  ｩｗｊｾ Ｎ ｪｴ ＺＡ ｉｉｩｉｅ Ｚ＾＠ m 。 滑 函1- 1>外への騒 音 は な い。 測 定 しない が、 エ ンジン管t!. け で静 蜘

， 、フォン 自動車$ の交通騒音が含まれているので少々高い値と 307 オン。 2. 測 定 距 雌 5 mで3 0 7 方ン。 2 . ｩｾＺ ｉￆ Ｎｩ ￩Ｎ＠ 5  mで65フ方ン以下。 2 測 定 距 離 5 mて' 657 方ン以下。 2 測 定 i 1! 雌 5 mで657 方ン以下。

、 J  o  なっている 。

各仁法によって雌1 I 芋も i且うので、なるべくわかりやす I)K C C機による』断1I ( ベン トナイ ト泌併則) I  i) まず所嬰直径の孔をアース ドリルでクリヤランス lOcm- 2恥m 1  1 スクリふ- ，目的オ ーガーで地盤に孔を樋り綴り終ったら‘ オ A コンクリ ート役人注
山留盤施工順序 山留量施工順序 ペ/ 卜機械でペ/ 卜杭を. i i l l 続1 J 設して止本土留日まを

いプ Ｇｊｩｾ で ｚ 如何して下さ ｌ 、 。 Ｈ図解式の ｊｊ が ｢ｃｈ｣ ｲ です Ｉ I  ｾｾロ ー タり ー ピヲトによる連続 編自 Ｚ ｊｊｪ 式 で鑑る。 ーガーを引上げつつ、ォ- f fーのンャ 7 トの中空怖を過しで、 小四角いケーシノグの中にオーガーを錨入 します。 " ，3) ，2③ (4) ① ゆ ，) 図中心、②円順ι まずケーシ i) 図中c w. の順にまずケー シン 作成する

。 b) ロートパ- tJ ｾｊ＠ ｾ＠ J ン ピ け は る 迎 細 川 そ り ル 山 L 、先舗の吐出孔より酬IJ されほ/ I l 1に 酬 は これをパイプロ ト ガー機で 耐 州 出 で 打 込 み 、 次 に こ の 健 闘 間 約 戸よぴ［イおとｾ I  (j) J  ( Vn③ (1) (1) 1  g. ③Jh21目A、‘、 緯グおを経よ皆び、したノイオ Jーレセガメーマ〆シト川ン 。

炉問。自。日向日円 川ソイ h u，a， G自 治r⑤ により、ソイルパイル告がE 寸吾 l ケー シングチュープを押込みな が 勺 ハ / ? ー グ フ

… を偏向。し そのl仲

d)錨削孔 ( ガイドホ ール) を交耳述懐することにより連続堕と 1' - . . - /1  J ' . . .__/I  1  ( r .  'x' '(. ｾ＠ ‘  a ー ‘ よ んでM ヶーシングの中ド鉄筋を猛人 します |  トレミーパイプ 川 川，.111π ーし シン去をゆ、なし叫合もあるf I  -1- I  J!l  目 、取叫る目・③ の，内閣 a市 在 と同 1I1  I  ｾ＠ 。

マ- - r J - ' - ' - ;T  - T! ー一一 帽 .  1  ・ 九 I ' J，.[ :l li ? ｉＢｾｉ＠ ｾＧＮＺ Ｍ ｉ＠ ii ) 立に" 人山のソイルパイルに 1:  !  Il，II 1  " ' f T1 r T T  ii) ｾ＠ 1: 、 山即 叫 b 帽

する舟式。 .:' .... ..... 1 1  f  T"" T1  電 @コンク リー トの投入. 奴 。 リ ー〉 仰 11111111 11110 I  ｦ ｦ ・ ｦｾｴγ［ｲ｡ｨｬ b クさせて③の位直にソイ ケーげてを賀入 ｾ ＼､ＺＧｬＧＢ ι 刷 刑 判 2 ・ 鉄筋 四 込 み 、 トレ 、 工 法 で コ ノ ク j トを打

2)インターロッキングパイプ吊込み タ ぷ ぷλ i  I  2  3  4  5  6  7  8 9  GMl 抜いとヶ ーン ン 月、述似て打込んである雌f止のケー ンノ l  ・ 勧忽忽ZE J溺 ，-:< “ ‘1・afi fJ  i↓jt V  Jレパイル :!:lll 成する . 1  U帽を示す と そーの肉却戸Fしa ソイルセu メJ トを "  ‘入 、 咋. ，-

3)鉄筋カ ゴ吊込 馴 抽 刷500- 1ぽ. . . I  ｉ ］ Ｚ［［ＺＢ［ＧＮＭｊＧ［ｾ［ＢＧｾｾＺ［ｾ［ＺＭＧＢＭＧＧＧＧＧＭＭＧ ｾＧ ＧＧ＠ I  - : A I  ....'?' ｾｩＢ］ａＫａ Ｑｫ＠ I  Ａｖｙ ａＯ ＯＯｘｻＮＨ ｾ Ｉ Ｏｙ ￆ＠ ( B)  :):<1';;) I  ｦＧ Ｚ￬ ｬ｛ Ｎ ｩ［ＮＺｮ ｬ ［ＺＧ ［ ｾＡｦＮＺ Ｚ＠ iii) ③のソ イルパイル中へJ ，らか 1鋼鴨パイル 在建込み垂 ・続正を' ーと後 オ - f l ーと鋼管パ 作り1 所定の潔さ L 遺 した勺 、 巳み、 くし を費量i i : i '1 る。

グをガイドしして打込み H . I  ."a I  ["'?' ＥＺＱｾ ｾＮ＠ I  ｾ ＯＯＯＯＵ＼＿ ｙ ｨｦｩ＠ ＨｾＩ＠ ｌ ＢｽＺＢ Ｚ ｾ＠ I  :< ! Ir; : .tl l } ‘  A  じめm.1l: しと I慰鋼を C' H と 、 凪 rr .， ‘  ケ- " ング を殺 し 錐だけを

4) コン クリ ート打投{ トレミザマイプ削R) I  I  f>-.... r JJ p7?>. .  2. 出削されと k は、オ ⑥①このfド棄を連続してn ♀う ζ とにより、地中に連続 しとコ y ー ぷfl t!・>:;1 ｾＺＮ Ｚ Ｎ ，ｾ Ｇ ＧＺｾ Ｎ ｾ ｻｾ＠ しで搭 L込む。 イル宅相反する N 向へ向転 させなまて貰士する・ 伽 取 る. ‘  3 . このくいを述統して打殺する。

一 一 ン グ パ イ プ づl制 ii ) …  ます a  図" ・. 、 セ〉〈，〆〆ｾｬｾ＠ i" .jdJ Y  ・ ¥ 地 |  !に rll::' ，'.:'l t :: ・l J fJ w } 以 F @ @⑥ ① と続けで山 崎 弘 イしJ  てレ貫-入ι 侠・ー世T  人しで空? 度内問、場" ，オーガー鋼容を1駐 日・) 問機に@、⑤の順に施工 L ‘ b口二1
られ地上の孔口で 品 。 ¥ L . o l U 円 日

闘 いｾＺＮＺ Ｎ ｾＺ ｉ ｬｲ ＺＧ ， ｾ Ｚ ・ 鰍を造成 行 ＧＺＧｦ ｾ ｴｊｴ ＮＮＮＮＮｻ＠ ｾ＠ Ｎ， ｨＮ ａ～･ ＢＢｬｲ ｾ ｯ＠

6  作

醤.. 順 『守
f.... 1.，' る疋け早〈 コンクリー トを灯I l i ・{，. I  ｖｾ＠ ¥ ｟［ｾＺ＠ ガ より除主す ｾ＠ I  I  I  1  /  I  ［Ｇ ｾ Ｚ ｊ ・，［Ｎ［ム Ａｴｾｾ t泊 して 〈・ ... 3)ォ - f f ーを級車以り銅智内世掃除する. ラマプした連続柱列を作ゥで 3  旧 制市 了抽出辛窓の

ヲII!; fIIR H- 1  1  " . ' A'  JI イドウ ーール ＱＷ イドｾＮＭ， ＾ ヶ，トＱＺよ ［ｴ ＭｪｦＭ ｊＺ Ｂｾｈｉ｟＠ _  . . . . .  I  Ｎｾｬｾｽ＠ ｾ＠ ｾ＠ 1> I I  J  I  I  ｉ ｟ＮＮ｟ｾ ＧＮＮＢ ｾＺＺＺｾｾＺＧ｟Ｍ ｾＮＺ Ｚｾ ，｟， ＮＮ｟ ＮＮＮ｟＠ . " _ _  _ _ " " '  I  I  ;.，;_'- -_..__.._ .._- I  .> . " 副円 F己 1夜、 1111 ) : 主

即日心 ｾｾＱ 珍 安 物 1' J 協 の 山 道 に 捌 闘 の 孔 径 の い

(酬錨剛氏) ( ガイドホール闘 を，句 v トで酬 j .， {J }j 川 高圧ジ&ヲトホ111パイプをfi1i人 して、尚倒的アース ドリル枕 所定の鉄筋かごをこ の際に打込んだケーシングのぼより砂が吹きあがってくる渇合に ・ 船 〈進行JJ 向 ( A . .  tt*.. . ，ス・山' E !'II圃 Cし GL  府 細 川 式 ｾ ｟ ｈ Ｎ＠ ・ L . ? h  

厨を洗い出す。 のモルタル内にf t ; し は、次の }j 法で施工することがで S ます; . _ . - - . . .  1  ' .' 1  ｾ＠ 1  ｾ＠ Ｏｾ＠ ＢＧＭＢＧＧＧＧＧＭＮｾＧ｜Ｑ＠ 1  1  ｾ ＭＭ 1  1'. ｃ ，，ｾＮレ re:= 11 

綴 務 ， 込む・ ＨＰ ヶ ー ンン畑中ですカヘ打込終了 Ｑ 量 に トガ ー を 引 依 きます。 ＨＮｾ ｉ鋭錦繍 ｾｐ ｦｩｾ Ｈ ｾｦｾｾｴ ｴ ｾｾ Ｎ ｾｽ Ｚｴ［＠ をI邑J . : f l l I へ築遣する。 け て 耐 の 深 吋 で 枕

{晶胴突-1-) - - I  . . _ I  ｾ Ｏｩ＠ 3.  ＮｉＡＡＢＧＡｉＡ ｾ ｉ Ｇｐ Ｂｬｪ，ｪ ｴｗ ，＠ .:crm: :r 7  I  12) すでに打込んで品るケーシ y グの中にオ ーガーを婦人します。 ぷ このぬ合切必曹に応、! : l' したら i: t ドをー時中

2) < 〆ターo l :t :，.. グパ4 プ.V，込 3) 融範カゴ;.込 ぷ場面L  ツJ プし吋哨て禍施配l すいの州" 時s抑叫町哨叩緒舵工 @伽オト-十 卜M の淵胤よ q山モ引ル川タル叫人 しな引付川泊が内仰f句ら併ケ一→ンン川グ川とオト:. I  .a  ｾ＠ I  E  ｔｾｾｾｾｾ ｉ＠ I  1.  A  さ〈
で7 レーシノグ告人れ 断し 叫 の l 砂を l X4X2X5X3X8X6X9⑦ 

家 ) ( 脇 貌 ) I D J 【 町 務 町施工1: 、し土図z の奇ga22，帯b+‘;naの'" 以ｾ Ｂ＠ 内印 … 抜い て い る と こ ろ で ほ 耐 の 酬 … 〈 岳 〈 無 t ず 2 .  B  強盟百五霞 さ <  I  ＮＮ ｌＺｾ ｾｾ＠ ... ....1. シートパイル ①綱 引へあらカじめ作成した鉄筋カごを入札トレミー恥で・ 山 る 酬 11し沿酬の謀略 と

君

主 ) / / 4 ， 珍 Ｑ Ｚ Ｑｩ￣ｾＨＢＮ＠ Ｑ の隅ほ ￸ｾｉＺＺｬｮｾｬＺ 、 1間 ー ヘ コノクリート量打殺する. 。

4)::1"  ' 7 'J - HUl  5) イノ，司ロヲキングパイプ引槍S 4持数ifi 号・のIk.の一部を両1I り取り♀ @  筋ケのー閥ン的ン Lグモとルオ-タJt叶えが引で時きあおがM 曲りますた。立 。キ筋 .t:. l f: 人しま 3.  インターロ ッキノグパイプ括入 Ｇ ＮＮＺｾｾ民 ノ 訴 ＱＱ 盟関訟 手I級F 殺さ絞: 告J鋼管パイルと 鋼管パイル町村 まにダブルソイルマシン をIHい 2  胴体の硬 ｉｴ ｾ ｪ ｩￏＧｴ， ｊｴ .(j:;' i l I I 分を作町 、これ

がら 偶数昏号の杭を 鋸削 し 1・ H ーの引時 e I ri f "( ワ ワ‘ 閉 廷闘 H  
てダ ブルノイルパイル を遣 ｢ｾ ｌ 光 ｾＧｬ 止 水盟を作る。 Ｑ 府軍 ＼＼ｍｦ ｾＷ

'P' / d k  e制定制 ｬｾ の ｪ 日くしてモルタルを瑚 ｾｩｴ 1  ' J 1 被かれたケーシンダは、 酬のケーシングに治わせて打込む 4 ・ 鉄 筋 刷 込 注 批 判 を 地位草川倒的状決により， ｊｉｩｾ直ある いは 組合せ ⑥ 印 刷岳山側 酬の州 事とL て地下附 逆 打て法により 撹 lm 仰 向に従い1 函{ 阿部 の硬化を lS t，， 11i υ泊

T  /.O'  l f  〆 ( f f d (  f f  を完成する. このようにして、 抗 のです・以上州統作動こよりモルタル州側がでM が 5  トレミ ー パイプセ y 卜 この訪日I i l . II IQ ) 州事として、削工法により地下階時 注 . お わ ル 川 崎 と す る も の ソ イ ル セ メ ン ト と 4 るもの この 性 別 山側 同 州 事 と し て逆打工 法 に が 地下陪 刊 の tat を'1

1央より酬 l詞
1 ? ? F

させ嶋砲の

{瞳 1完1 ) 1  iv) 洗いが終 l L.と孔にはセメ ントミルクを下部 k り充てんする.
をラ ヲプして施工し遇税ほとする。 ります・ (岡行時) I  I  6. コンクリート 打 設 遣する場合と明書によりオープンカ ットと する場合 とがゐ号。 符があり、この場合は l二Zel : 胞の→ーをVt略する ・ 遣する地合と、 ω 援によ0 々ープカットするAQ{I; とがある。 L T 1i <. 1-.1:'. ，甜させ る。

位:…
敬 ｉ 色境界線 ーぱいに ＱＺ 偶｜ＧＮｾを

!勝

f-6(J由圃』

敷 地 境 界 線 伺喰投けよ うとして、階地が'1t'開
「 花 図 的 州 < K C C ドリル芯よりロ ータリー .  ー ... 

l - n r{-.:.!i ' :i !.J..t  司

境
11界線とのゐ H 6 m

と 土 留 壁 外
できなも、場合即ち境界線を

F  テ ー プルの外 ｉ ｾ 迄 ＴＰ 剖あるとめＱＺ留竪の 1: 初 柱 列 の 厚 さ に よ り 議 典 か あ る 。
土留位炉l の 厚 さ1: よ り君主呉カある 。 t 留 位列 のl平さtーより m興がある 。 梓

ー
ｾ＠ ［［ＺＮｾＭ［Ｂ，ＺＺ， ｣＠

I  r  ｾｬ＠ ｾｽ｛Ｇｉ＠
、

{吏fj j する機械及び{ 乍る笠原によ って3唱なるがI Ocm-

7

・ 面 と の 必 要

ーえてキカイを( oJ ! ! I l したり 、 ｾＧＺ ｎ￬ｬＱｗＭ f'{. さが8 OcmJ . : l 1: でめれば、数I也境界線一I! 敷 地 境 界 線 か ら 盟 心 迄 が 印 刷 必 要 。 J a少 20cm I  25c m- 30師 45cml 草 の 場 合 総工容 易 な 所 I Ocm ω 伺 l事 の 助 合 飽 工 容 易 (t 所 10cm I  60cm厚 のI品合、D e 工容易な1I斤でl Oc，n 30. om 

!g1 36m 
/  

Im咽ガイ ド ゲー ジ を ｉｾ けたりでき ル ー ぃl 施工可能である段厚がω 倒 地合
Ｔ Ｐ 師必要である 。ｾｾ Ｎｾ ｾ ｾ＠ ｾｾ ｾＧ Ａｾ ｣ｭ＠ I  

30. 0cm ｉｽ Ｇ ｾ レ 〈ーも・Ｍ笥 4  

最 少 距 線 奇い場合でき J: ..， Iけ:留壁外面と叡J邸克界線とのあ きX ( 吋 /1

の は
施 工困 難 な 所 25cm

施 工 囚 船 所 25cm 施L 図騰な所 で25cm 明「 寸

位少どれi t か?

舷少l oonの あ き が 叫 と “ 。

ij I  

1.  6革工条件が良好で能率もよ〈‘ 従って economicaJ Iょできる場合 J写( 径) 6Ocm<>19千 円I m' - 21千 円 / 含

2  

B  工 費
J草{ 後) (  ) 酬で( ) 千円1m' 、 ( ) 千円1m

含 1.  I亨 ( 従 ) 60cmで20千 円1m' - 25干Pl/ m' I  1 .  I亨 ( 径) ω- 7 0 c mで20- 25千|工11m'
I  

1.  

'''' 

(筏 ) 38cmで 15・5 千円1m' 1  
1 ・ ffl. (径 ) 40cmて' 12千 円I m' - 13千 円/π" I  1 .  I'!- U圭) ω 倒 で16千円 101' - 20干

c
P:) 1m'  

1  f旦 しグ ラムセル工法

Ｍｾ ｬ Ｍ ｉＭ ｉＮｌＮＨ Ｏ ｭ Ｇ＠
I  I  I  I  I  1 .  I'l- (径 ) 100仰 で18千 1'1/" ，' - 2 0千 円1m

2.  1と条11 カ管で expensl vc ｾ場合
，_ I  ¥ J ' " _ n1 J _"  I  

2 .  }.字 (t圭) 60闘 で25千 円1m' - 30千 円1m' I  1  2 ・! J /. (筏 ) 40闘 で14千 円I m' - 15千 円1m2 I  
45cmで 13千 II l / m' - 17千 円1m'

I  2 ・
J亨( 径) 60cmて' 22千 門I m' - 28千 円1m' 1  1  1  1  1  

2 .  J草( 径) 100酬 で21 千I ' l /m' - 2 3千円 1 m
含

l事( 径) (  ) 酬で( ) 千円/rn' - (  ) 千円 1m' f旦 しクラム 七 J レ工法

伊

lj えベ

1

; 1 . ' 、ントナイト液
れ ば ベ ン

1)

語草壁ネ4 E

l f作守
業 中の ベ ン ト ナ イ ト 溶 液 は 毎 日 、粕 度 、 比 重 を

ー
1 . 常に コン旦 デン トの配合を し銅占く の 状態 によ

し ベ ント ナイ ト 溶液 は使用しない。 1 ベ ン ト ナ イ ト 綿illil 孟特殊の場合を除き、使 JII し な い 1 . ベ ン ト ナ イ ト i容拘置はf!1! 川し な い 。 1 . ｾｊｴの 垂直度 のｻｾ持が ｊｉ ｽ も ｩｬｬｾ で 、将軍 ｬ の垂直ｻ記怜
イ ト 糊 の 管Zを35; tt:?い る ふ ?

トナ " 肌 、 ベ ン ト ナ

f
トの適正を* " . 1 . "/  7 している。

I ・ ベ ン ト ナ イ ト 糊 不m 1 1  ベン トナイ ト は 全 く 使 用 せ ず。
1 ベン卜ナイト糊は: 1 : 1'{ 1: よ っ て 献 を決 定 し、

りベ ントナイト献 を 鋤げる。
2. ヶ ー シ ン グ 建 込 時 に 蜘 に lii ほ し以f矧 入 時 に お 2  鋼 管 建 問 に 叫に 附 し 、 以 後貧人 恥 お い て も 2  鋼 管 建 込 み 時 に 幽に2拙 し、以制 入 時 に お い l  ペ ン ナ イ ト 溶 液 時 別 州 合 の 他 、 使 )11しない。

泌を取付ける 。 傾 斜掛 川

2. さI { ふ り と ト ラ ン y ットを使い行う 。
ー

監E哩する 。 ー

トフノ ンット L よ り チ 孟ツ 7 する。 : . ン ξ

“ ・ s. る ー_'. /- J . . ...1.， .1.  . _ ・ ・ . - ! . . . 喝

工 事 中 のチ 2 ‘ 酬 中の 竪 ( 穴 ) の 垂 直制 度 の チ ェ ッ ク は ど う し 3 ・ 機 織にもうけであるアウトリ γ ガ ー を 使 い 、 機 械
2 ・如11: {tし 2 ・醐 1I制 度 は 市 以 内 喝 、

ロ

2 ・ 7 ラ ム セ ル 線 ワ イ ヤ ー と ガ イ ド ウ ォ 一 日 ン ク リ いても トフンン ァ 卜によりチェックする。 3 . 2 のごとくチエツ 7 L  -':U)<ら、純工することにより
で も と フ

y ...， 卜tーよりて :L ''1 7
す 三

.  ｾ＠ _  

1  
2 滑 降l体 呼 吸 I: J 量 け 勺 れ た 糊 指 令 怠 1・おいて、消

2 ・ 捌刷 め に 倒 れ た と き は 保 持 鵠 で修 11: 、ま た は掘

9  エ ツ ク ポ イ
ているのか ?

持 制 い … の 仰 印 加 す る こ と に よ り 、 孔 の 垂 直 を 矯 正 す る 。 3 . ))11に♀し 3  再縮刷する。

2 ワ ケ ー の ? で チ エ バ し 制 約 I: -f ; ": 7 - a  .， 

ー卜 との水平服 刊 に チ ー クする 。 3 . 2 のごと〈チェックしながら施工することにより 、 官 室 皮 切 町 幻 こ と が可能であり 、それ以1 : 1
3 .  2

，の ぷ く よJ ぷ J ffZ托 す お と ; : ; 、 凶 体 制 の 沈 F 、応 }J 、傾斜， bll 迷 仰 が チ エ ッ η なおし ｾ 5  m以 上倒 れ ば そ の 後1; 1 : 倒れない。

ン"
1  

3 .
婦な補向

1I
正中授 段( 穴を) のたお‘ れが生じたぬ 合は ど の よ う

3)
掛垂直り僚

F

の

11

補

L

正
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今 後 の 地 下 工 法 の 問 題 点

1. まえがき

最近の傾向として，公害に対する社会的認識が深まり

との解決が各分野で大きな問題点となっている。建設業

界において も，他の分野iζ 劣らず，公害対策が大き な課

題となってお り，また建設工事 lζ 起因する公害発生件数

は年々増加の傾向にある。乙のような l時点において， ζ

乙では地下工法IC伴う公害とその対策についてのべる乙

ととする

一般に公害といわれている現象は 2 つのタイプに分

類できる。

l  くい打ち，シートパイル打ちなどによ り発生する

騒音および振動が周辺 IC及ぼす障害

2. 山止の移動，土砂の流出，地下水位の低下なと1ζ

より周辺地盤が沈下を生じ隣接m家，地下埋設管

などに及ぼす障害

1. の場合は採用された工法により必然的に生ずる現象

であ って，工法の変更，改良を行なわない限り解決する

乙とはできない。

2 の場合は. 1 と同じように一般に公害という表現を

用いられているが， 1. の場合とは発生の性質が非常に異

っている。すなわち ζ の場合には，同一工法であっても

現場 7 ンの技術により当然乙のような現象を未然に防ぎ

障害を起さずにすむべき乙とである 。乙のような障害の

発生は一種の事故と いっても過言ではない。

ζ のように2. の場合は，現場マンの技術によって解決

すべき乙とであって，今乙乙で問題とする公害の対象と

はならない。乙乙では1 . の場合の地下工事に伴い発生す

る騒音と振動について，その概要を示し，それに対する

各種の規制，そしてその対策として，最近各処で盛んに

用いられている無騒音，無仮!F) J工法について，今後の問

題点のいくつかを取り上げてみるとととする 。

2. 地下工事に伴ない発生する騒音ならび

に振動

公害の種類別発生状況の推移をみると，次表のごとく

騒音公害がその半数近くを占めている。振動障害は発生

件数は少いがだんだんと噌加の傾向にある。

地下工事に伴ない発生する騒音司と振動は，一般に非常

鹿島述設技術研究所次長 ・工博

主任研究員
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に大きく，工事現場周辺における値は，そ乙が繁華街の

中心で，常 lζ 存在する街路騒音，常時振動が比較的大き

な場合でも，それらの値を越え，また各都市の規制，条

令などの規準値を越える ζ とが多い。乙れらに対する周

辺からの苦情，補償要求などによ って時間 と'El 用の損失

は無視しえない。特にくい打ち，シ ート パイ J レ打ちなど

のような街喰性のもので，騒音と振動を同時に発生する

ものは，互に影響が強調され，また乙れが工事工程の初

期 iζ 実施されるという乙とが苦情発生件数を多くしてい

るものと考えられる。

くい打ち， シート パイル打ちなどにより発生する騒

音，振動の大きさは，打ち込まれる地盤の状況，くいの

種類，打ち込み方法などの組み合わせによって異るが，

一般につぎのととがいえる。

騒音に対して

・くい先端の地盤によって異り原則として，地盤が硬い

程大きくなる。特に打ち止り付近で最大となる。

・鋼ぐいは他の基礎地業工法( 既製 コン クリー トぐい ，

場所打ちコンクリ ートぐ いなど) にくらべて. 発生騒

音はやや大きい。

・打ち込み方法による比較では. シイーゼJ レハン 7 ーに

よるものが他の打ち込み方法( ドロップハンマー，ス

チームハンマー，パイプロハンマーなど) によるより

も発生騒音は大きい。

振動に対 して

・鋼ぐい CUM端 . H 型) は他の基礎! l l i ; 長工法( 既製コン

クリ ートぐい，場所打ち コンクリートぐいなど) にく

らべて発生騒音は少ない。

・打ち込み方法による比較では，ヂィーゼソレハン 7 ー，

ドロップノ、ンマーとも，振動の発生間隔は呉るが， 発

生紋大阪rlJ はほ とんとー同 じである 。

・パイプロハン 7 ーによる打ち込みは，騒音の l面からは

69 



かなり有利であるが，打ち込み方法が振動によるため

、u 然発生する振動は大きく，また振動数が高いので，

その近くでは，かなり振動を感じ ，時には不快感をと

もなうととがある。

3. 常時騒音，常時振動との比較

以近市街地主要道路での交通機関による騒音，振動は

交通且の地大ICともない非常' に大きくなっている。

ある地区における工事騒音，振動の影響を検討するさ

いには，その地区に常時存在する街路騒音，常時振動と

の相対関係を考慮しなければならない。 しかし ζ の場合

つぎの乙とに注意する必要がある 。

騒音に対して

・交通機関によるものは ， くい打ち，シートパイノレ打ち

などによるものと周波数特性が契り，低い周波数域が

大きいレベルを示す。工事騒音は刺激性の強い周波成

分が多いため，街路騒音と比較するとレベルはほと ん

ど同じでも不利である つ

振動に対して

・工事現場よりの振源( くい打ちなど) は地中深くにあ

りその仮動は遠くにまで伝帰するのに対して交通機関

による振動は比較的地表に近いと乙ろを伝掃するので

lie向Itfc対する減表性は非常に高く ，披源近くでは交通

機関による振動の方が大きく感じられでも少しはなれ

たと乙ろではほとんど感じない緯度に減表する場合が

多い。

・振動の減衰性tζ 対しては原則としてつぎの乙とがいえ

る。

・振動数の高いもの程距離的には早く減衰する。

・パス ， くい打ちなどによる振動はあまり振動数が高く

なく，それだけ遠くまで振動が伝摘する 。

・振動数が低いものでは， 振動はなかなか減衰せず 100

mを伝帰しでもなお相当な振巾をも っている 。

4. 騒音の許容値

法111的fC騒音公害を対象として制定された ものは現行

法規にはなく ，地方自治体で公宮防止条令や騒音防止条

令を制定して騒音防止を指導し ，規制している状態であ

る。 しかも乙れは工場よりの発生騒音を対象とした条令

であって直接工事現場よりの発生騒音を対象としたもの

ではないが，実情としてはとの条令を工事現場に対しで

も迎mされている。

参考のために代表的地方円治体の騒音規準をつぎに示

す。

・東京都 (騒音防止条例施工規則)

1. 音五jの 一般基準

70 

、-、

区 いよ 斗午理主?4i1iiizf

(!I! 1碩区犠〉 住居専用地区 50ホン 45ホン

(郷 2 種区域) 住居地域 55ホン 50ホン

(郷 3 積区域) 商業地域，噂工業地

60ホン 55ホン
域，工業地法

( 第 4 極地紙) 第 3 種地桟広のうち巾

只11m以上の道路および場の境界

から 10m以内の区域

65ホン 60ホン

( 買> 5 碩区'1域1R) 特別 IC指定した広区域場

のうち， 'Il s I8m以上の道路，

の境界線から 10m以内の区域

70ホン 65ホン

2. 特別基準

音源の局辺が学校および病院である場合は一般基

準から各区域それそ、れ 5 ホン減じたものを音量の基

準とする。

3. 拡声放送の音置の特別器準

釘 I 磁 区 峨

節 2

!I! 3  

第 4

耳1 5  

60ホン

60ホン

60ホン

65ホン

75mン

- 神奈川県( 公害防止条例，公害の基準に関する規則)

7 1とよ| 午殺す5122i kZE32|午を関与

住居専用地核 50ホン 45ホン 45ホン

住 居 地 織 55ホン 50ホン 45ホン

- 大阪府 (事業場公害防止条令〉

70ホン I  60ホン

( 午前 7 時~午後II 時) I  ( 午後11時~午前 7 時〉

65ホン I  55ホン

( 同 上 ) I  ( 向 上 〉

60ホン I  50ホン

( 午前 8 時~午後 8 時) I  ( 午後 8 時~午前 8 時)

- 名古屋市 ( 騒音防止に関する指導基準)

l  音泣の一般基準

(館 1 種区犠) 工業地滋およ び工業専用地区

(錦 H R灰域〉 撒工業地域および尚業地域の うち

別 lζ 定める区峨

( 第 3 碩区駿) 商業地域のうち第 2 積区域rr 合ま

れる区以を除いた区犠

( 第 4 種Ll ! 滋) 住居地戚お よび住居専用地区

75ホン以内

65ホン以内

55ホン以内

50ホン以内

2.  管! 。i の特別基準( 病院および学校などにおける特

司‘



lIt 

別基準)

病院または授業中の学校の周辺においては第 1 .

第 2 および第 3 区域の一般基準からそれぞれ 5 ホ ン

を減じた音量を基準とする。

5. 振動の許容値

工事現場よりの振動も臨H寺のものであるという理由で

現在公害としての規制は受けていなし、。しかし乙のため

被害者と加害者の直接交渉となり各種紛争のもととなっ

ている

振動障害を起す伊! としては，つぎの 3 つの場合がある。

a) 既存建家あるいは構築中の建造物に損傷を及ぼ

す。

b ) 周辺建物内の計器，機械類 IC障害を及ほ、す。

c ) 周辺居住者に不快感を与える 。

a)  IL対してはほとんど実害はない。ただ軟弱地盤の

ととろで益生中のコンクリート盛休などがある場合には

注意しなければならない

b )  Iζ 対する障害が，非常に多く今までにも各所で問

題が生じている 。乙のような場合には，計器機械類の許

容振動がある程度分っているので，事前にその近くにと

の諸の計器機械の有無と許容振動ii 1 と調査し，乙れにも

とずいた対策のもとに工事を進めなければならない。

c ) に対しては， 日本建築学会が採用している振動の

許容値がある 。しかし ζ の基準も建物に据付けられた諸

機械によ って居室内に発生する振動に| 刻するもので，居

室以外の振動および建物外部からおよんでくる振動に関

しては適用されないが，今後もっ と広範な振動障害また

は，公害の基準に発展するものと思われるので，現状で

は乙れを参考にすべきである の

6. 無騒音，無振動工法

市街地における騒音，振動などの公害に対する規制は

今後増々強化される傾向にある . 乙のような状況の下で

建設工事に伴なう発生騒音，振動lζ 対しでも当然なんら

かの対策が必要であり ，現在各方面で鰍駁音. 1 m振動工

法の開発研究が進められている 。

最近では建物の建設計画の段階において，すでに公害

問題を考慮して，施主はもちろん，設計管理者など，建

設関係者の聞で特に地下工事に対して無騒音. 無振動工

法を望む傾向にあり，市街地の建設工事現場をみても，

基礎用打ち込みぐい，山止用鋼矢板などに変って， ー・般

に無騒音，無振動工法といわれているベノト，アースド

リルと か. 連続湯所打ちコ ンクリート山11:. 壁などが非常

に多く用いられている 。

しかし乙れらの工. 法も，現状では，経済性の而で従来

の工法に比較しでかなり高価なものとなり，また施工上

の函からも幾多の問題を含んでいる。今後乙れらの工法

を採用するさいには，経済性に対する検討と同時に，施

工技術の向上を心掛けなければならない

6  - 1  在来の打ち込み工法

各種基礎ぐいあるいは，山止用 H型鏑などの打ち込み

にはなんらかの処置を乙うじ，発生騒音，振動を低減す

るように心掛ける乙とが必要である 。

例えば，基礎ぐいの場合には支持地盤近くまでアース

ドリノレなと‘の掘削機を用いて自IJ 孔しくいを建て込み，最

後の打ち止り付近のみくい打ち機を用いるようにする

乙れにより ，打ち込みによる発生騒音，振動は，くい杓

ち止り付近で: 最大となるためその低減は不可能である

が，騒音，振動の発生時間が非常に短くなるので有効な

方法である 。また山止用 H 鋼などの場合lζ は削孔した孔

IL H 鏑を建て込み，砂またはソイ J レセメントなどでJ : l { l 戻

すという方法が普通行なわれている 。

6- 2  べノト ， アースドリルなど

無騒音，無振動の基礎地業工法としてベノ卜 ，アース

ドリルなどによるピヤ基礎が最近非常に多く用いられて

きた，その許容耐力も2∞- 3∞t/本と比較的大きなもの

であり，そのため一つの基礎下に配置される ピヤの数は

1 - 3 本と非常に少なくな っている 。 くいー木の許容耐

力が小さな場合には，その内のあるものに施工上のミス

があ っても，他のくいがその荷重を分担する乙とが可能

であ ったが，基礎下のくい本数が少ない場合には，他の

くいの荷量を分担する余裕はなく，施工上のミスは絶対

に許されないとととなる 。

乙の ようにベ/ 卜，アー スドリルなどの掘削機によー

基縫地業工法は. 大きな耐力を許されている一方，それ

だけの施工技術，施工監理を要求される工法であ って，

現状ではまだ乙れらの点が十分 lζ 行ーなわれていず. 耐力

のみ過大に採用されているように恩われる。特 lζ 施工上

の問題点として今後の研究. 改良を要するものとして，

っき・の事項が上げられる う

- 削孔による底盤のゆるみ

- 水中掘削においては砂質地盤のボイリング

. 底盤のスライムの沈澱

・ 特 ｬζ ベントナイト工法の場 合には泥 水の ｾ ｲＧ ￬Ｇ ｬＡｊＡ

6- 3 深 礎 工 法

蚊近ベノ 卜， アースドリノレなと. の品11削機によるピヤ基

礎が多く mいられるようになる 一方，在来多く用いられ

ていた深礎工法が比較的少なくな ってきたようである 。

乙れは両工法の経済的な比較からとのようになってきた

ものと思われるが， しかし条件ーによっ ては深礎工法が経

済的に安くなる場合もある 内
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板工法に比ベコ ス

トは高 くつ くが，

無振動，無騒音工

法である 乙と ，施

工時IC周囲の地盤

を ゆ る め ない乙

と，霊直精度よく

施工すれば漏水 も

遮断できる 乙とな

どの利点があり ，

乙の極工法の採用

は今後徐々に増加

するものと恩われ
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@ インタ ーロ ，キ μ グ

パイプ引法与

例えば，地下 3 - 4 階を持つ建物の場合には，線切が

15- 20mと相当深 くなり ，ベノト，アースドリルなどで

は抑 lllJ J.J: が多くなり不経済となるが，深礎工法の場合IC

は根切庇からピヤを施工する乙とができる利点がある 3

またj改近ベ、/ ト ，アースドリルなどの機械銅削による

もの と， 深 ｩ 後工法のもｾわれ方を調査したと乙ろによる

と，地下 2 階までは機械掘削が多く，地下 2 階以上では

深礎工法が多く用いられているという結果が出ている。

とのように深礎工法も使い方によっては，他の工法に

比較して経済的であ り，また信頼性の而では非常に優れ

ているので，今 度在来の深礎工法をみなおしてみる必

要があると思われる 。

6- 4  コンクリー卜 柱 列 式山止

以上は基礎工法についてであるが， 111止工法について

も公害防止な と諸般の情勢のもとに推移，変化がみ られ

る。

すなわち従来，はl止は仮設であり，いかにいく，安く

処理するかという観点でとらえられていたが，最近社会

通念として公害( 騒音，振動，周辺地盤の枕下) の問題

が大きくクローズアップされてきたため，その姿求も満

たす各磁山止工法が研究開発されている 。そのうちの

つ，コ ンク リート 柱列式山止工法は根切り倒削境界面に

沿って易所打ちコンクリー トぐいを述続して造り ，山止

E置を形成するものでつぎのような工法がある 。

施工11寺ケーシングを使用しない もの

C I P工法( 西松，清水)

P  1  P 工法( 酉松，清水〉

R Gパイ J レ工法( ラ イ ト工業)

プレポー リング工法( 治水)

アース ドリ ル工法( )  

施工H寺ケーシングを使用するもの

オーガーパイル工法( 竹中〉

T A W工法( 大成)

乙れらの工法は従来のシートパイル，ジョイスト繊矢
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る。

6- 5  コンクリート 連 続山止壁

jji j記コンクリ ー ト柱列式山止を一歩前進させて述続! l &

状の山止壁を築造するものである。乙の種工法は当初騒

音，振動など公害防止を目的として考案されたものであ

るが，現在ではただそれだけにとどまらず，その断面性

状を生かして地下階構造皇室として利用すべき方向に各社

とも努力している。現在日本で使用されている乙の種工

法としては，イコス工法( 間，大成) ， O W S 工法( 大

林) ，エ J レゼ工法( 熊谷) ， K C C工法( 鹿島) などが

あり ，蜘削機などにそれぞれ工夫がなされているが，乙

の種工法の概要を説明すると図ー1のとおりである。

図- 1からもわかるどとく ， トレ ンチ郷削に際 してベン

卜ナイト泥水は掘削地盤の崩壊を防ぎ，また姻削土砂を

輸送する役目を果し ，乙の種工法の成否を左右する点で

別名泥水工法とも称されている。

とのようにとの種工法は地上から地中に長さ数m ，所

定深さ ，厚さの R C墜を築造し ，それを述接していくも

ので，前記コンクリ ー卜 柱列式山止に比べて，山止め，

止水墜として完全であり ， 各ノマネ J レi横筋のジョイン ト

や，はりや柱へ鉄筋で緊結すれば，地下外壁本体と して

活用できる大きな利点がある。まだ改良すべき技術的な

問題( 構造墜としての施工精度，横筋のジョ イン 卜方法

など) が残されているが，将来山止工法の重要な一部門

を占めるものと思う。

7. あとがき

今後の地下工法の問題点として公害 (騒音，振動) を

対象とした無騒音，無振動工法についてのベてきたが，

将来ますます公害IC対する社会的関心が深まり ，とれに

対する規制もきびしいものとなる ととは当然予想される

ので，現在用いられている無騒音，1nt振動工法の各種間

嵐長の解決と ，今後もっ とより新しい無騒音，昔話振動工

法の開発を進めなければならない。
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初守 σ〉 頁

高 温 工 場 の 熱 環 境 調 整

1. 室 内 熱 負 荷

対流による室内熱負荷は，室内にある高視の機器，材

料の表面温度および表面積を測定して次式から求められ

る1 >。

H c= 1.6 6 A C( L1t) 5/4  

と乙IC H c 対熱放熱虫 (kcal/h)

A  : 放熱面積 ( m
2

)

L1t  室況Lと放熱而の j昆度差 (OC )

C 放熱面の種類によっ て定まる係数

垂直面 C = 1. 0. 水平面，上向 C = 1. 3. 

下向 C = O. 65. 水平円筒管 φ l cm C =  

2.0. φ 10c m C =  1. 3. φ 1m C = 1. 2  

制射による室内熱負荷は下式による。

H  nn= 5H  n= 5 Co{( T o/ l00) 4ー ( T t! 1∞) 4} A

乙乙に H nη . 幅射による室内熱負荷 (kcal/h)

5 室内負荷率

H n之 : 11  

Co  : ; 放放熱函の幅射常数

T o.  T
t

: 放熱面および周壁の絶対混皮 (OK )

! 司/ 昆面から建物Jの周壁へ11高射伝達した熱は，周壁の熱

伝若手低抗が無視できれば( 高温工場ーでは一般に鉄板，ス

レート なと‘ がよく用いられるから) 内外面の熱伝達率に

比例して再放熱される。ガラス面の場合は，幅射に対す

る吸収率を考慮して，その l汲熱fii: について適用すればよ

い。 トラスその他，室内の物休に伝達する分は上向水平

面の !I話射放熱詰の 309ぢと仮定し， また， 地盤IC接する

床面Iζ 伝達する分は琵ー直11匝i射放熱誌の509ちと仮定する。

ただし放熱商が他の物体 lζ 近接し ，あるいは放熱面が互

いに接近している場合は ，それらの立体角投射率を算定

する乙とが必袈である 。一般には戸外熱伝達率20 (kcal  

/ 012• h.  OC) 室内側熱伝達事 8 (kcal/ m2• h.  OC ) をとる

と，室内負荷率5( ま

上向水平面 5 = 1ー(20/28( 1- 0. 3) )  = 0. 5  

垂 直 面 5 = 1ー(20/28 ・1/2( 1ーO. 3) }= 0.  75 

となる 。

このようにして算出した室内熱負荷の室容積 1 m
3

当
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京 工 大 糊 ・工問 石 原 正 雄

りの値が 20 (kcal/h) 程度以上の工場は， 高温工場と

いっ てよく 2 > )レー フベンチレ ーター，モニ ターノレーフ

による自然補助換気設備あるいは換気設備を 必要 とす

る。製鉄関係工場の資料を表 11L示 した。局部的 ICは最

大 1. 0∞(kcal/h.m
3

) に達すると乙ろもある 。

2. 熱環境の条件

表- 21乙対流熱. ｉｉｾｪｪ 射熱および風速の最適 組 合値を示し

たお。なお相対湿度は40- 5096が望ましい。高温工場で

はζ のような理想的: wt訟を保つ乙とは困難で，特 IL夏季

は外気温基準の室温上昇をどこま で許すかという 乙と，

表 ー1 製鉄関係工場の室内熱臼荷傘

工
場 | 作 業 所 | 機(りk長のca室さ1/内lhm向，11"荷当1)  

(ヤ ード)

焼 結 焼 結 機 166. 300 

日5 炉 鋳 床 395. 000 

事工 炉 受 銑 271， 000 

出 鋼 106. 000  

造 塊 130.000  

分 塊 | 勾 熱 炉 158. 000  

合〉 塊 65. 600 

ス ラ プ 107. 000 

厚 板 | 圧 延 max.  114.000 

min.  21， 900 

冷却床(1) 354.000 

"  (2)  130. 000 

ＱＱｾ＠ 桜 | 焼 事E 28.500 

冷1出圧延 20. 170 

本日射mi i は含まない。

表 ヨ 貢j 甜i熱，軒dM熱および風巡の品適組合他

度 | 作業績流動空気温度 |

(kcal/cm" .  mi n)  (' C)  

0. 5  - 1. 0  23 

1. 0  - 1. 5  22 

1. 5  - 2.5  20  

2.5  - 3.5 18  

3.5  - 4.0  16  

室 容 積 1 m
3

当

りの 室 内 負 荷

(kcal/h.  m3
)  

675 

670 

235 

131  

200  

158 

94 

92 

163  

31  

506 

186 

39  

34  

作 業 域 風 速

( m ! s )  

0. 5  

1. 0  

1. 5  

2.0  

2. 。



および紹射熱の人体への防護が重要な問題となる。高温

環境における熟練作業者の作業限界 としての気視と湿度

の組合せは 35
0

C - 9096，40
0

C  ω弘 45
0

C - 4096引

であり， ζ れを越える環境は作業|時聞が短くても危険で

あると考えてよい。

3. 換 気 設 計

必要換気五IQ (m
3
/ h) 換気回数n ( l/ h) は次式によ

る。

Q = n V = 一一L 7 ( Z H- HL) [ IT13/ 11]

O. 28.d品

乙 乙』 ζ ｖ 目 ｾ容積 Ｈ ｭ Ｓ Ｉ

.d t' 羽|気温と外気温との差 (OC )

J: H  全室内熱負荷( 日射負荷も含む)

(kcal/h)  

H .u 周壁の熱損失品 (kcal/ h)

モニ ターノレーフ，ノレーフベンチレ ーターなど自然有自助

換気設備による換気計算法については，建築学会パンフ

レッ ト「換丸設計」に詳しく説明されている。乙乙には

般に最も不利な場合である， 外部風速 0 ，すなわち浮

力換気のみの場合の所要開口商積を求める式を示す。

よ れ /2副長+ ω [ m2J

3e1JO v  u  

H (ro- n)  

乙乙に Frn ・モニ ターノレー フの室内似IJ 開口面積 ( m
2

)

( 0， ("， : 下部開口およびモニターノレーフの抵抗

係数

F

 

利

引

;11 

(At') 4  

3  

m

 

n

u

 

の
〆
』

-
-

H

 
s

 
m

 

O

 

0

 

4

1

・

n
n

-
-

z

 

-

a
m

現

-
z

 

i

4

 

1

4

 

M

一

面

由

布

団

u

一

白

血

草

川

一

町

内

府

了

リ

明

r

一

タ

当

4

1

-

-

川

下

一

毛

ト

-

1

 

一-

E

伝

4

検

15  20  m'  

図 1 モータ 一関口面積と排気温上昇( 無風時)

守

t

〉

。

、
j

n

M

川

や

午

h

u

(

!

s

t

 

g

仁

川

明

h

O

K

E

C

 

蓄

と

川洋

#

比

〈

♂

飢

川
明

白

靖

叫

つ
ι

!
汁

。

執

山

山

山

t

 

i

t

s

o

 

o

商務

ハ

υ

h

、

0

8

6

4

2

3

調

l

Q

G

o

a

l

(

 

進

度

主

回

帝

比

一川

町

v  ←"  
/ 〆

/  

v  

γ  

J  

_ L _  

( 0士号2.5 ふる= 4- 10 a= Fo/F 制

F o 下部開口面積 ( m
2

)

H  : 下部開口中心から モニタ - ) LI ーフまで

の高さ ( m)

ro， n  . 外気および室空気の比重i，l ( k g/m
3

)  

般に高温工場はスパン一定で，年I ! の長い建物が多い

から ，均等な熱発生がある エリヤ について縦長さ 1m当

りの所要換気温，年u長さ 1 m当りのモニタ 一間口面積を

上式によって求めれば，数値が簡単になって計t ; J しやす

く，またとの協会の F ，，.，，， はモニタ ー関口 rl Jと同じ数値を

示すから使利である 。図ーHCは正味の室内負荷 ( L:. H-

H
L

)  25- 8∞( kcal/h，m
3

) の純聞について，事I l 長さ l

ｭ ｾＱ りのモニター開口面積と排気温上昇との関係の一例

を示した。ただしa= Fo/F m= l ， H = 20 ( m)  ，事I!長

さ 1 m当りの室容積は8COm
3
の場合である。

作業域の平均気温上昇の排気iAl. 上昇 lζ 対する 比 ( 温度

上昇比〕 は 炉 そ の他， 高温物体の床面積lζ 対する 比

( 熱源而積比) によってきまるといわれ，乙の関係を図

- 21ζ 示した。

4. 給 気 開 口

高温工場においても最近は製品の品質を高めるため，

給気の除股，除湿などが要求される乙とがある。乙の場

合ICは機械換気で，給気送風機によらねばならない。し

か しなお多くの高温工場ではすべての換気を機械にたよ

る乙とは経済上困難で，給気口となる外気lζ 而する下部

ｭｾ 口が建築計画の面から十分にとりえない場合 ， やむな

く屋板商その他から給気送風機，ダク トを用いて給気す

る方式が採用されている。

最近の工場建築は特に重工業においては 1 ブロックの

床面積が I 平方 k mfζ 達する規般を持つものもあり ，外

壁而から給気をお乙なう 乙とは甚だ困難であり ，音|聞に

あたって屋板而からの給気設備を考臆するか， ピロテ ー

構造とし て床面からの給気方式を計画しなければならな

い。屋根回からの給気については室内のクレ ーン設備が

障害となるので，I噴流方式による輸送あるいは柱寸法内

におさめるダク トが計画されねばならない。

多スパン工場において熱源が集中する場合には隣りの
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図 .4 エヤームーパー (45。型)

スパ ンのモ ニターJ レーフは給気開口と して はたらくから

給気特性のすぐれた型式( 流入|時の抵抗係数が低く ，局

部風力によって吸引庄の生じにくい型式) が研究されね

ばならない。ピ ロテー構造による床面開口は乙れを熱源

まわりに設ける 乙とにより ，上向きの エヤーカーテ ンが

できて作業域との遮断効果が著しくよくなる。

5. 排 気 開 口

小規模の工場で、は屋根全体をノレ ーフベンチレ ーターの

巨大な構造として成功した例がある( 図-3) 。また屋根

而をすべて述続モニタ ーノレーフ( エヤーム ーパー) で構成

すれば，床面積の4096の関口面積が可能である( 図 4)。

エヤー ムーパーの室内開口巾は 0. 3m 程度の小さなもの

であるが，乙れはさらに小さくしてパ才、ノレ式の通気屋根

板とすれば施工の面でも容易になるであろう。

ノレ ーフベンチ レー ターの型式は種々あり，それらの特

性も 測定されているが，雨仕舞 lζ 注芯すれば谷型モニタ

ーは採光と併用して効果があり ，もっと 利用されて 4 い

と思 う ( 図 5) 。中国，ソ速の工場では普通の棟モ ニタ

ーでも遮風板をはめ殺し窓の構造として採光lζ 利用して

いる例が多い。

6. 轄 射 熱 防 止

炉口あるいは高視物体からの熱11霜射をj j f ! ; 依する方法lζ

は次のようなものがある 2) 。

透 明 逃 依 111庖 ，多踊ガラス板，ガラス板旅水，純本格

半 透 明 遮 厳 金網，網入 りガラス仮 ，金網水1 i i

不 透 明 逓 俗 各種遮 詰車 販，鉄按流水 ｪ 麻布水省ｾ ， 水箱
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透明遮蔽， ガラス板は i隔射熱が 5 - 6  (kcal/c m
2
， 

mi n)  ! C 達すると作裂するおそれがあるから発熱体の近

くにおくととは不適当である。操作室，監視室の窓に用

いる。厚 2 mmガラス単屈の幅射熱透過率は約50% ，空隙

を ＲＰＭＴＰｭｭ とした絞厨ガ ラ スの場合は約 ＳＳ ｾ ちである。

ガラス板商にそって流水する方法は効果が大で，師射熱

透 過 ｅ 容は約 Ｘ ｾ ぢになるという。純水幕は風圧または気流

が作用すると乙われるので， 設置位置に注g を要する。

面積の小さな炉口に適するが炉口より 正圧が作用すると

きは0. 8- 1. 0mはなし ，負庄の場合はO. 2- 0.  3mはなす

要がある。用水訟は長さ 1 mlCっき 3 - 4  t on/ h で，透

過率は 10- 2096で あ る ( 図-6) 。

ト- 2.1;' 0 - →1

十Z耳12@

日

竹

∞

γ

l

m

l

上

」
ト Z 席。→l

し1m

圧力式水幕水箱 溢流式水幕水籍

図 .6 純 水 幕 装

半透明遮蔽金網: まメッシ 2 - 3 m mがよく ，透過率は

ω - 7096である。金網水幕はメッシ 2 - 3 m mが良好で‘

用水日: は3∞k g/m. h，透過率は 10- 20労ですぐれてい

る。

不透明遮蔽鉄板流水は用水位 0.8- 1. Ot on/m， hr ， 麻

布71<蒜は 150- 21∞kg/m，hr で，いずれも透過率は2096

程度である。流動水箱は ，給水温および排水温による平

均幅射温度が作業者に作用するだけでt あるから効果は大

きい。所姿7 1 <fil G(kg/h) は次式で与えられる。



G= g  qr
F  

= g  一一一一一一

tt - t。

乙 ζ l ζ g 水箱材料の栂射係数

qr ・箱の位置の縞射熱ill (kcal/ m2• h)  

F  : iJ，fJ; il依面積 ( m
2

)

It.  to  : 給水温および排水温 ( OC )

7. 熱 環 境 調 整と建 築 計画

製鉄関係の高温工場を見学した際，外壁の下部の破れ

ている所がすくなくないので，係の人にきいてみると ，

作業者が暑いので勝手に破って通風をよくするのだとい

う。労働組合が熱環境の改善を経営者に要求しで も，な

かなか実現しない乙とのス トレスがそのような個々の単

的な行動になったと思われる。建築技術者の一人 として

無残に破られた外壁をみる乙とは，熱環境調整技術の貧

困をみせつけられたようで，まととに後味が悪かった。

高温工場の多くは単 IC熱だけが問題でなく ，粉塵，ガ

ス，その他の汚染をともない，室内環境としては最も悪

く，おそらく炭鉱の環境につぐものだと恩われる。工場

建築は機械器具を周聞から守るカバーであり，室内環境

はそのカバーのために悪化するのが当然であるという既

成概念にとらわれず. : s ; ' l . I j J をよくするためのカバーを考

え，計画しなければならない。例えば換気を第ーに考え

たカバーの形をつくるととから出発する。炭火をおとす

のに用いる炭の上におく筒ーがあるが，乙れは煙突効果に

よって換気を促進するカバーでt ある。乙れと同じよ うに

建物ではなく機械の一部として，その機能を増 し，作業

を容易にする装置が工場建築にならねばならない。室内

音響上好ましい形があるように換気上好ましい形も ，採

光上好ましい形もある 。工場建築特1<:: 高温工場では熱環

境の処理を第ーにおいた革新的な計画を必要とする。乙

れと共に重要な乙とは，工場の機器配置計画を一体のも

のとして検討，調整する乙とが必要である。機械，電気

技術者 と建築技術者とがパラバラの仕事をするのでな

く，一体となった新しい組織と ，さらにプラン ト技術者

として両者を調穫できる人によ って，はじめて革新的な

工場建築の生まれるととが期待できる。

正ｾ 1) 谷下市松編「熱工学データブック J P.  164 

2) 銀式如. m桂鉱編著 「工場降温原理及方法 J ( 中国) 1964 P.  20 

3) 宋徳平釈「集中送風式採暖通風投計計算原理J ( ソ連文献の中国語

奴) 1965 P.  11 

4)  Newbur g “ P his iology  of  heat  regulat i on and t he  

sc ience of  c lothi ng"  1949  

- 高温工場対策，自然換気に関する文献

1. 日本建築学会役計計画パン 7 レット 18 “ 換気設計" 1965 

2.  Bat ur i n “ Luf t ungsanlagen  f ur  I ndust r i ebaut en"  1959 

3. 中国l J ! 築工程部l J ! 築科学研究院銀畷通風研究室編 “ 高温工幼降溢措

施" 1959 

77 



日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 8 月分)

理 事

. 6.  

コz

11日 4 時 - 51時 於 会館集会室

出 席 者 東 畑，竹中，塚本正副会長ほか 6 理事

宮飼兵庫支部長

議 事 ( 1  ) 建設資材デー タシ ー ト作成の件

( 2) 国家褒立候補者推せんの件

( 3) 後援および協賛名儀使用の事|

( 4 ) 篠田勝代( 会館職員) 死去に よる退職金支給

ならびに呑花料お よび用意金n目黒の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6) 報告事項

事 業 委 員 会 |

委 員 会

9 日 51時半- 71時 於 会 館 集 会室

出席者 増井委員長，岡本，尾tu. 11 13'1 . 政岡市1] 委

員長，松村，能勢幹事ほか 9 委員

議事 ( 1  ) 建設資材データシ ート の企画検討

( 2) モン トリオー J レ万博視察団の企阿

( 3 )  10月- 12月の事業企画

( 4  ) 建築法規の研究と討論会

( 5 ) その他

若い会員の集い小委員会

15日 61時- 91侍 於北極星

出席者 窪田副委員長，能勢幹事ほか 6 委員

各種説明会小委員会

18日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長，松村幹事ほか 4 委員

議 事 ( 1  ) 各種説明会第 4 回~第 6 回の企画について

( 2 ) 建設資材データシー トの企I町内容の再検u れこ

ついて

( 3) その他

建築法規討論会打ち合わせ会

18日 311年- 4 時 半 於 会 館 集 会 主

出 席 者 質 問 者 長 谷 部 朔 郎 氏 ほ か 5 名

司 者 会 佐 野 正一氏，政岡事業副委員長，

村島幹事ほか 4 委員

建築法規の研究と討論会の質問事項作成な らびに叶

日の作業なと1ζ ついて打ち合わせ

若い会員の集い

大阪府総合青少年野外センターを見る会

27日. 28日 ( 1  j自2 日)

行 程

27日 1. 00出発ーしてス) ー現地到着 3. 30. 施設見

学- 5.00. 入浴，食事一7. ∞， ミーティン

ー ク9. ∞， 就寝10 ∞

28日 6. ∞ 起床. 7 ∞ 食事- 8. 30. WO  L K-

10. ∞，レクリエーションー 12. ∞， 食事，

2 ∞現地出発一全日空 ・格納庫見学( 設計

・日建設計， 施工 ・大林組) - 5. ∞大阪駅

到着，解散

ゲスト 井上都志弘氏( 大阪府青少年対策係)

太田 隆信氏( 坂倉準三建築研究所)

三平 規 夫 氏，篠原美治氏( 松本I組)

参加者 25名

出 版 委 員 会

鉄骨デザイン原稿検討会

5 日 正午- 51時 於会館集会主

出席者 原稿執筆者 ・西川幸之告I i . 吉{'j' Il'j-J A; と本

社L 宮川幹事

「構造計t ; ! ー舎について」の原稿討議

鉄骨デザイン現場視察と原稿検討会

12日 正午- 91時30分 於 大 阪 主主築事務所

出席者 執 筆 者 ・長田正雄，本日1. 宵川幹 'l(

現場視察と原稿検討

設備技術者のための建築図書編集幹事会

22日 正午- 31時 於 会 館 集 会 宅

出席者 山岡ほか 4 幹事

対モ 特 間/ II ，{異冨を I I雪 空 室
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原稿検討会の内容，工程について打ち合わせ

鉄骨デザイン幹事会

30日 午後5 時- 7時 於鷲尾邸

出席者鷲尾委員長，本田，宮川幹事

出版工程，出版経' i ' l など打ち合わせ

編 集 委 員 会 |

国立劇場特集幹事会

9 日 31時- 51時半於会館集会室

出席者出江幹事ほか 3 名

11月号予定の「国立劇場」特集について企画した。

( なお，11月号に縄戦は無理で，乙の特集は正月号

κ 回す乙とにした〉

市街地改造特集幹事会

10日 31時- 5 時半於会館集会室

出席者稲原幹事ほか 5 名

市街地改造特集 ( 12月号) の企画について協議

委 員 会

12日 4 11寺- 6 1時半於会館集会室

山席者長谷川委員長ほか 5 名

議事 9 月号= 造園特集経過報告

10月号= 段近の地下工法特集経過報告

11月号= 市街地改造特集企画( 幹事会案)

12月号ニ公害特集の件

正月号= 国立劇場の件

その他

第 6回・作品作風小委員会

12日 6 11寺- 91時於会館集会室

出席者間中主査ほか 4 名

9 月号作品作風について

住 宅 委 員 会

住宅展懇談会

8 日 6 時- 81時 於 コ マ ヤ

出 席 者 協 会 岡 橋，黒谷，野々村正副委員

長ほか 4 名

阪神百貨応寺田次長，田中係長ほか 2 名

住宅展について懇談

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 31侍- 51時於会館集会室

出馬渚政問委員長ほか 10委員

殺 事 ( 1  ) 化学防水検討会のまとめについて

( 2 ) 次回検討事項の決定

50周年記念号編集特別委員会

委 員 会

5 日 3時- 51時半於会館集会室

出席者流沢委員長ほか13名

各テ ー7 どとの主査より構想をきいた

委 員 会

19日 3 時- 5 1待於会館集会室

出席者滝沢委員長ほか11名

議 事 ( 1  ) 編集内容とスケジュ ーノレについて協議

( 2 ) 座談会メン〆一人選

( 3 ) 希望事項

会 勢 委 員 会

委 員 会

20日 l  時- 31侍於会館集会室

1 1 ¥席者鷲尾委員長ほか 12委員

会勢伸展，会員倍加について

小 委 員 会

20日 3時- 51時於会館集会室

出席者鷲尾委員長ほか 3 委員

議 事 ( 1  ) グループ結成依頼について

( 2 ) 委員の迫力日: および交代

見 学 会 |

新ガスビルディング新築工事見学会

設計監理株式会社安井建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

6日 11時半- 3時半

共 催 日本建築学会近畿支部，大阪府建築士会

日本建築協会

7 " 口! グ勺φ問，k 塗料/

ヴ'・6ぷJ3安房宮島，

Ｎ七 ＱＲ Ｚ ｾ 惨水谷ペイント
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参加者 98名

阪急梅田駅拡張第 1期工事 (仮称構真工法) 見学会

設計施工 株 式 会社 竹 中工務l苫

Ｘ 日 Ｓ 時 ｾＵ ＱＱ 寺

参加者 55名

キリンビ ール尼崎工場見学会

Ｒ Ｗ 日 ＲＱ 侍 ｾ Ｔ 時

参加者 35名

Ｚｾ咽ＮＮＮＮＮＮＮＮ｟ = 鳴I r.=

ｾ ｉ 墨遇 策光式遁風雲塁
‘ 橿 軍 司 . 底

= 司置謹.... ＮＳ 冒悶民，ＮＮｾ叫ｾＮＮｦｩｩＮＮＮ

3  4  大阪市西区江戸掘下過去79

1; 差益 田辺工業株式会社

" ， _ .  屯話土佐掘⑩7437- 9

一

明
4

E

 

説

第 2回実務に直結した建築工事別説明会

( 新しい防水工法と実例 ( 2 ) )  

24日 Ｑ Ｑ 侍 ｾ Ｕ 時於大阪科学 技術 センタ Ｍ

M. ¥識者 175名

軽量構造の防水材

三塁ベ J レ卜株 式 会 社 林 恭一氏

屋糠防水の問題点

日本 ￰ｾ 育工業株式会 社 大垣多計士氏

自己倣老{ 性防水、ン ー卜 とその施工法

日東氾工株式会社 黒江九州男氏

新しい防水工法についての錯覚

田島 J レー フイン夕、株 式会社 山本 要氏

建築法規の研究と討論の会 ( 最近の建築法規をめぐっ

て〉

26 臼 10時~午後 4 1時 於大阪科学技術セ ンタ ー

( 研修会)

建築基準法のチェックポイン ト

大阪市建築局指導課 竹 口 信 夫 氏

構造設計のチ ェッ クポイン ト

大阪市建築局審査諜 西川幸之輔氏

建築設備のチェックポイン ト ( 設備基準)

大阪市建築局審査事!! 種 田 高 巳 氏

参加者 103名

(討論会)

意見発表

建築基準法 lζ 対しての注文 ( 設計および建設の立場

から)

討 論

司 会

質問者

佐 野 正一氏

長谷部朔郎氏( 日建設計)

上IEI 宏二氏( 大阪建築事務所)

中村 猛氏( 竹中工務庖)

日下部弘氏( 鹿島建設)

荻原信治氏( 大林組〕

玉田邪 ｉ ｾ 美氏Ｈ須賀工業Ｉ

大 阪 府 納 座 指 導 課 長

細川指導第三係長

大 阪 市 越 田 指 導 課 長

竹口指導係長

西川構造強度係長

伊原北方前係長

積回設備係長

恩問消防局建築係長

解符; 者

参加者 70名

都 市 住 宅 研 修 会 準 備 会 I  

24日 5時半- 81時半於日本企l ! 築学会近畿支郎

出席者 ( 学会) 沖悶， ( 協会) 吉田， ( 土会，家

協会) 八木， (建材) 武111. ( 住建〕大橋

ほか 2 名， ( 市街地) 北村， 顕谷各氏

議事 ( 1  ) 本年度実施期および標題の提案ならびに検討

( 2 ) スポンサーおよび業務分担

UUUI“IUI1II1UI IIIIUIIIIIIIUIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIl IIl IIII11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

日本建築協会法規委員長

安 井 建 築 事 務 所 長

建築行政IL与 えられた課題

大阪府建築部指導課長

建築基準法の現状 と改正; 芯見

大阪市建築局指導課長

編 集 後 記 : 地下工法の特集という E とで，変遷，座談会( 新人に

よる) . 工法一覧表とチェソクポイン 1" ｾ例紹介 ， 今後のl問題点、をと

りあげた。 企聞にど協力いただいた幹事は ， 勝宗範保 ， 'll.チ1猛，松村芳

夫 ，井上 ＺｭＺ司 ， 上 回 ｾニ，長谷川留之助 の各氏。総 して感謝申しあげま

す。次号ーは「市街地改造特集」の予定。

佐野 正一氏

ｾＢ ｊ 座 正 信氏

越国 正勝氏
1I111111111l l l l l l l l l lUll l l l l l l1111111111111111111111111111111111111111l1l 11l l lU1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

- たいへん塗 りやすい 。

・仕 上 り が 美 。しい

・い つ までも美し い色を保ちます。

@  

< 5 8系エマルシヨ ン壁塗料〉

ｾＮＭｌＮ ＮｹＹｾ ド ＷＰＰＰ
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ア友 ＷＷＱｾ ト ｚ 事 専 業 大 庖

套歪欠偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

5223 大島化学のひふくτっばんを

1，1，1  jL ｾＮｾ＠ j山 hfil ＨＮＺｾ＠ jlH ネ，/(; Ｎｬｾ＠ ｦＧ，ｾ気先立 ｬ 乙ら

ｅｩ 訂正批ｾｾョｾｾＺｆ ｾｾｪ ｾ

ム
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エ

一
次

u
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円
子

L

山

一

レL

M

々
h

u
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J

l

山

ン

用

小
川

a

h

グ

応

川

一

パ

ス

島

い

い

一

大

川
町
一
拘

カ

本

文

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレト防 水 工 事 襲

撃 → ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事 選

議耐椴モノレタノレ工中 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 臣 会 Z 業pr {

大 阪市北区浮田町82番地 電話 大 阪(371 )1333番
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和・衛生設備

計 施 工

晃 商 会

山 111 凹T 1  6  '，I Wi  (361) Iセ表7031

田小川町2丁目 1 '，IWi ( 292) 代表7751

丁目 2 帯 2 2 分 屯 必 (21) 代 &4535

日 8 待 1 2 坊 市J，5 (76) 代 m7 9 5

ＫＱｾＱＱＴ［ 曲 ＺＱ r 目り '，UJ .!i (:' (;1) 日9 4 8

、)j.! Isf 2  8  6  ' ;UJ .!i (31)  2 2 7 4  

ｾｽｩ＠ IlI f  8  'o' UJ .!i ω4)  4  0  8  9  

r  2 丁 目 1 1 3 屯 J .!i {22) 1  5  9  6  

4 了 11 1  4  7  "世話 ( 2 ) 5 0 9 8

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致

空 気 調

設

株 式 会 社 三

本 社 大 阪 市 北 区

支 山 東京郎千代田区神

Ｑ ぶ向市紙 ｊｾ ｉｉｉｔ 1  

稲! 日] 市大名 I 丁

出日民所 名古屋市中付lよIl :

富 山 市 槻 川 'J

金 沢 市 下

福 井 市 内 こi正永 111

怯 i I I打点本 IIIJ

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

ネ土

本 社 大 阪 市 西 区 車 関T純 l 丁目白 地 話 (443) 代 表 8161- 9  

出 張 所 東 京 都 北 区 上 十 品 1丁目 10 電 話 (911)  3  9  4  1  

名古島市中村区牧野町 l の 6 電 ｊｾ＠ (54) 0  9  6  6  

神戸市生回区北品狭通 7 丁目 l 町 l 電 話 (34) 1778 . 4386 

I . i : 山市袋町 6 m= 4 号 電 話 (21) 7  5  7  5  .  7  5 8 8  

A

Q

一

A
式ネ来業工回山

生

気

水 ・街

房 ・換

排

冷

争会

事ロ

暖
房 ・水道 ・衛 生 設 備

計 施 工

電 気 ・暖 冷

設

設計施工

暖 房 株 式 会 社大 阪 電 気塁塁 大 阪 城 口 研 究 所

自日

戸堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231 大代

名 古 屋 - 福 岡

岡山 ・向松・広仏 熊本・横浜

・新 潟 ・富山 金 沢 ・ 福 井

谷

世

間

回

取 締 役 社 長

大阪市西区江

東 京

京1m，神戸 ・

中u見 ・仙 台

本 脂

支 ! 苫

出減i'iT

平

大阪市北区高. t ] ' ! IIJ[ - . 屯，i[fj 大 阪 371); ; j 7151( 代表)

京都市東 山 医大和大路正 ｬ 而ヒノレ Ｇ ､ｬ ｬｩ ［ｊ［ ｽ ｾｦ Ｑ￬￯Ｕ ｾＨＩ防 Ｔ ＹＴＵＨ 代 表Ｉ

神戸市生[ 111ぇ Fl l l 千通プ、/ ー ・7日ぷ fl l'J ; J I)"j 5  8  9  2  

庸口城取締役社長

冷房・換気・空気調和

院諸機械・給排水・衛生

省 三 商 庖

前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ル 616号

阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

ヒ 十 粂 筒 I 8 丁 目 3 6 番 地

帆 ( 61) 4  3  7  1  - 3  

区南大津通一丁目千代田ピル522号

}.;j ( 261) 0  6  4  I  - 3  

暖

病

震

西

大

」

札

中

中

抱

四

月

駅

東

f

市

有

・

l

京

話

附

話

帆

荒

川

崎

明

治

京

電

大

電

札

氾

名

浴

業

一

」

斎

正

創

大

Ji!i 

式

社

京

株

会

東

水道・ 1街 生 . n妥冷房 ・其 他 管 工 事

設 計 並 旋 工

(  I日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 - * 京都千代凶区大手町2の8番地( 日本ピノレ)

ｾｴｩ 話東京 ＨＲＷＰＩ 7  4  1  1 番( 代表)

札制，lilliAilli 両4丁 川 札 税iUsl ビ ル 電 懸 札 眺 @ 5  7  r.日

常 il{ rl i 山 附 図r 2  1昨 J 6 サ 句 Ｎｬｾ 金沢｀ 2  0 7 4  

ｾａ＠ !f . I i 城之惜下町 一 O 屯 3.¥品. HH2) 2 4 3 6

高 訟 rti ニ 骨 丁 九 世 話 高 位 ① 5 J  9  5  

岡山，Ii .k f.比松ノ本ニ 八O ノー 電 lli /l! J 山 @5 4 8 6  

庖阪大

幌 庖キL
札械営業所

金沢託業所

福井HH世所

高松出' Hl 所

岡山出強所

社

通 1 丁 目 14 電 話 4 41- 5171

. 名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福岡

メk

-:z::. 

衛 生 設 備

式株業

日調不

大 阪 市 西 区 土 佐 堀

支 l吉 一 東 京 ・大 阪

営 業 所 一 広 島

名 古 屋 宿

須 工

空 安

賀

冷 ｉｉ ｾ＠ 房 、， 6  S サ ッ シ

給排水、衛生水道 . 0.  環 境 術 生 施 設

電 気 f =、荷 役 迎 織 機 械

厨 房 7 一一一一司「 化 学 鉱山 機 械

三機工業芸誌大阪支庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 帯 地 司 ｕｾ 大阪Ｈ 202) 代表3071

支府 庖東京朝日千代同区宥蜘T 1τ 目 10林 地

出 張 所 不 . 世n輩 、 稲 岡 、 札 映 、 広 島 、 111Ji 句、

MUJ 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松 、

鶴 見 、 制 l様、 六郷、言明。縦、 中 山 、世，J j (
2措ユ二

主
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結
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迫
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告
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二

L

ー空気調和

設

建

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖冷房設備

株式

会社

22 西原衛生工業所大阪庖

ー&、.. l控 ・{山

大 阪 市北 区 中 ノ 島

官喧

東

名

中

広

本社及東京支 I苫

所

所

所

幽

需

張

絡

営

出

迎

電 話 大 阪⑩ 3531番
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一 一 一 特 命 文 は 指 名 の 場 合 は 本 州l を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一一

Ci iSil T  
穿気 ｉ 附日制糾 ｦＨ［Ｉ＿ｩｾＡ 機

，:1 ・製 作 ・ 地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

- 冷房 ・空気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

話 4

-← 

牽守1
fi!!! 高

大 阪 di 北 区 ; ;': ):，¥ W iJJi 1  - 2  5  ( 新大ビル)

Ｑ 正 ｾ ｉｾ 大阪 Ｈ Ｓ ＴＮ｝Ｉ 1  5  1  2  ( 大代)

東京都中央区日本的本イ{ 町4- 2(三 J! ・第一別館)

点 京 ・名 古 脱 出 11; 所 九 州

防 " l' ，¥北足 立 Ini 米 京 都 足 立 区

ι
ム
い

月

"

J

4

T

A

t
-

本

立

て

京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  (代表)

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

A

Q

一
品

栄

大阪市東淀川区加島町357

大阪支社 向 上

東京支社 東京都港区芝浜怯町2 - 7 電話 (434) 6  1  7  I  ( 大代)

支 庖北海道仙台・名古屋 ・広砧 ・福岡

官 業 所 盛岡 ・劃|路

ロロ (30

社長

温 湿度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

度 調 整 装 置 、 暖 房

、水道、搬送機設備

己主計並 ニ 施 工

業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

[  ( 361)  5  1  7  7  (代 )

電話 {

l  ( 364)  0  9  7  7  (代)

京都千代国区丸ノ内 3一以新東京ピル )

話 ( 211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  (代)

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

話 ( 2り 4 4  9  1  

古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

話 ( 971) 3  6  2  1  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 繁

京都市南区西九条12田町 2 0 番 地の 1

1電話( 68) 5101- 5 ・夜間専用 (69) 1045 

大阪市北区天満橋筋 1-37( 天 満 摘北詰〕

電 話 ( 352) 3501 - 3  

四日市市浜田西末広町 電 話③ 7431- 3  

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話③ 3 6  1  0  

対t代 表取締役

社

大 阪 営 業 所

四 日市営業所

津 営 業 所

興 商

中 山 敏 正

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 ( 451) 3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・八 戸

⑨ 

本

空 気 調 和 設 備

計 施

衛 生

設

給 水

業 株 式

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

電 話 大 阪 (441)代 1 9  9 4  ( 443) 代 0 3 3 1

工

ネ土

.，6. .  

ｾ＠エ山平

平
吉

小山取 締 役 社 長

- 空 気 調 和 ・ 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

学 工 業 株 式 会 社

長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 北 区 万 才 l可 50

電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 18

屯 話 大 代 表 ( 353) 9  1  5  )  

名古屋市中村区下広井町 3 - 15  

( 中京電気ビI L. ) 屯話 ( 581)937ト 8

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、 金 沢

時

回
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大阪支庖
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換
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本 社 』五五
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支底出張所

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

- 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

. 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・分室
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鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高腿橋 5 - 4 5 (興銀ピ J レ別館)

' ，1 : 1 大阪代 (202) 7 7 4 5 番

東 点 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

I U 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 香

東京都港区麻布弊i町 1 5  5  ( 第 5 興和ヒソレ)

1ft 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1番

名 占 民 ・仙 台 連 絡所 ｾｊ !，Yij 底

本 社 ・工場

支

，1j 北 区 北 同 心 町 l 丁 !! 5  7  

( 351)  (代 表) 2  8  0  8  

m文 京 区 本 郷 1 丁 日 1 2 - 5  

(811)  (代 表 ) 6  2  9  4  

古屋 ・福岡 ・札 幌 ・仙台 ・JE松- 広島
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大 阪 市 北 区 老 松 町 1 下回 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

f R 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

正海浅取 締 役 社 長

ネ土本

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ( 313) 代 表345白

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

e電 話 ( 551)18 3  3  0 ・8 3 0 3  

所 名古屋 ・神戸 ・岡山・ 広島 北 九 州

東京支社
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大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 五 六 番 地

111話 大阪 代表 (341) 8  1  3  1  - 7  

東京 ・名古屋 ・四日市 ・神戸 ・和歌

山・ 松山 ・京者11 ・草津

村

A 、

7  
取締 役社長

ヰ土本

英

大阪市北区高庖田Tl 6番地( 来阪急ビ J レ7階)

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 社 東 方 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八腕時 ・福岡 ・富山

き

ロ
原菜取 締 役 社 長

支 !苫

営業所

選 択 制 御 監 視 装 置 d 、、 空 関衛 生量生側 監 視 重量

ｍｕ ｾ 動力制御重 量 ((r.L:-.  ¥ 各 種 動 力 自 動 制 御 量産

グ ラ フ イ ， ? 量産 、とノノ 分 'Ilt量産 ・各種 讐 報量産

高 低 圧 受 自己電 量II lIlt 雪十・製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取 締役 社長 森 井 定 勝

専務取締役 佐 野 春 吉

社 東 京 都 港 区 芝 三 田 鍋 町 一 番 地

司E 館 東 京 ( 451) 代 表 9 6  1  1  

東 京 都 品 川 区 北 品 川 町 三 丁 目 2 7 7

電 結 束 京 ( 49 1) 1887 ・3482・4027 ・3345

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 6 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 8381 夜 間 ( 44 1) 0502

名 古 屋 ・広 島 ・判事 問 ・ 仙 台

東 京 ・ 大 阪・ 福 岡 ー名 古 島

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

t立話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 34- 6  相馬ピ ル部皆

T正市i W: 京 (434) 3848 ・(431)  8435  

大阪南 ・北 海道 ・名古屋 ・四 日市 ・福 山・福岡

. .6.  

::z:s; 株 式会社 ヤ

取締役社長

+土

東京営業所

本

本

東 京 支 庖

大 阪 支 盾

電気設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

本 博 三

大阪市北区中之ぬ 3 町 3 朝 日 ビ ル デ イン グ

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

京抑 市 中 京 区 西 / 京 中合 町 2 0 の 1 1  

T E L  代 表 (81)  9 2 9 6  

pfi 『民出

社

仕I ｾ畳 目斤

工 場

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

社
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電

代表取締役

嘗集所

本 社

陽朝

伝

大阪市北区紛笠町l i . 0  (堂 ビ J レ二 |務)

電 話 (312)  1  4  7  1  (代)

東 京 術 中 央 区 明 石 町 1 5  (i上 本 ピ ル)

' i l L話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 岳 地

電 請 (99)  5  1  3  1  - 3  

神 戸市 ・ 堺 市・ ｴ ｾ t続 ，Ii ・姫 路 rl i

納嘉取締役社長

キ上

j市

オ王

支

営蝶所

営業所

ｾ ｊｪ＠ I}長所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高艇崎五丁 目二八番地

電話 大阪 (202) 0  3  2  5  - 9春

本 社 東 京都 千代田区西神凹 l 丁目 8 番地

支 社 札 帆 ・仙台 . ) Lノ内 名 古 屋 ・傾向

出 減 所 地 川 ・白河・償浜 ・静岡 . i;¥山
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大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

語 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区野江東之町三丁目 一一 電話大阪側7004

正本中取締役社長

社

資材倉庫

本
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電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡ぷ示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大阪市東区森之山＾ｒ之 ｾｉ r  

i' U: ，1; t ; . 大阪⑪ 6531 ({¥':) - 1:1 

支 后 名 古 屋

営業 所 東 京

出張所 岡 山 ・北九州

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社

取 締 役 社 長 日 l 中 京

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 辿 1 丁目 6 5  

電話大阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9  

q・ 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 山 ・福 岡

株 ' 式

会 社

矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪 dJ > R 区高腿橋二丁目九 野村ピルJ i 階

近 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 i 書

neral  El ect ri c G. E 社 製 |  

|  冷暖房機「 ゾンナル」その他各種冷暖房機 |  

. . ボ イ ラ ー 「ハイテンプ

. ケドー ・ ( 西独WE B S T O杜 技 術 提 携 .

薗日本総販売元

是 佐 物 産 株 式 会 社

本社 大阪 ､ｊｾｴｬ バー ι 松田ｦＺｬ ＭＵＨ 刊内ａＮ ｉ 品ビルＩ '，11，，[; ＨＺｉｉ［ｉＩＲｬＺｬｾＨ＠ ｻｾｽ＼Ｉ＠

東京 * ，［，ｾ＠ 問中央( > ( ＢＺｉｾ＠ ｬｩｾ＠ ';，'， 1  1  1) "111.. /1 (!)!) 1  )  ｬｏ ￯ｾＩ ・ ＡＨｪｬ￯

四国 八 時 i J l di 大 川 田r :i Ｇ， ｬｩｬｬｬｾ 八幡 ［ｉｚ ;; 11 .  1  ｾＩｩ ＮＱ＠

. 樹 指 防水 戸 ー レ ヂ ン

本 社 . 大阪市東住吉氏駒川町3- 54 '，1! ( 791) 代7814- 6  

営業所

代理信・ 東京都品川区.東大崎 3 の 239 ;・E東京 ( 491) 9698 

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社
血i ネ土

代表取締役 林 敏 夫

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡f 50 ( 堂ピル 7 附)

'i[i: ，!ii ⑩ 3  6  7  1  ( 代)

支 庖 ボ ;j{ Iffl 中央区日本械箱崎町 3 丁目 2 番地

Ｑ 包 ｉＡｾ ⑪ Ｑ 4  7  8  ( 代)

出張所 川 崎 ・相 模 原 . J!!I. ' 福 山

エ レ ベ ー タ ・リフト ・カ ー リ フ ト

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 ( 天 六 阪 愈 ピル ) ( 351  )4927代 .  

大 阪 営 蝶 所 ( 351 ) 4927代 サ ー ビ ス 事 難所 ( 328) 0336代 |  

東 京 糊 所 ( 822) 0

青写真とマイクロフィルム

株式会社 内 写
盲

穴外

i泌凶 ・トレース ・彼' ゲりi:J，'.C.

大阪di _J仁|メ堂 j;J; 北町 16 T  E  L  Ｎ ｾ＠ 9055 ｭｾ Ｉ＠

|φ  

「 J

社 寺 数 奇 屋 用 瓦- …・大 仏 瓦
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本 社

大 阪 営 雛 所

名 古 屋 省 機 所

東 京 営 損 所

工 場

ぷr. lldi 点 山 附 熊 野 大 {L，池 川 附 の 9 ( 刷 :7芸

大 阪 市 北 区 空 心 匝r 1 丁 日 2 8  ( 351)  0703 

4町、占鹿市瑞徳区掛 11Ii W 1  T  IJ 30 ( 881  ) 2703 

Ａｬｾ点打 ＱＱ 渋谷区 ＱＺ 原 Ｑ 丁目 ＲＹ の ＼Ｑ ( 467) 1641 

，;( If s  h
'
l 水 ・山 減 刈 戸

⑬ 
向苦続五 'C:rt 事

1"/fレチ号ンホィL

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一ノ ー0

電 話 大 阪 匂58) 4  0  3  1  
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北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 @
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3 寸緩旬 配最適軽量7]' 止付( 空葺) 瓦

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59

。電 話 大 阪 (718) 1292- 6  

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 (2)0298 ・943S
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ビニー ル 合 板 ピ ニ ラ イ ト

ポリエステル化粧板 iIi'J 7' _ '

立体加工合板 u. uヲシマー

ア ジD 含 板

フル-90，イシ

新 建 材 一 式

l管室主諸問I

工芸合板

合成接漕費削j

そ の 他

⑪きま 111岸窯業高底
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流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 ; I D l

ｾ｛ｌ＠ 話 (532)  1  2  3  1 大代表

石 綿 セ メ ン ト の

⑮ 

アスベスト ｊｾ υ ャ

最高水準を行く ｾｉ

Asbest o.  Barr i ev 

( l 便質石綿板)

ｾ物内外壁 、 間仕切 、 天井扉 、 屯 ＵＴＱ 宝

発泡所、配屯室、製鋼、ガラス工場

の壁、製結、製油製薬工場の床スカ

ート 唆などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

fE 話 ⑩ 3 4  4  2 . 4  0  7  8  

( 呈カタログ)

岩 元 式 |ヌカイライト並号明ンチレーダー l

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈
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ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何れも合成ゴム、合成樹脂系のエマルジョ ンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます 。

詳細説明書送呈
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東京s - 王1万-J l 工業研百台祖

東 京 綿 庇 川 区 西 尾 久 4 丁 目 1 2  - 1  2  

増 結 ( 893) 0  1  1  1 大 代

大 阪 市 北 区 志 田 町 1 8 番 地 { 島 恨 ピ ル)

常 置孟 ( 364) 9  1  5  4  I t  

名 古 風 市 東 区 武 平 岡J 4 - 1 6 - 5 ( 住 醐 ピ ル)

?喧 dli ( 94 1)  2  5  7  7  f l: 

東 京 術 中 央 l孟 八 盛 洲 5 - 7  ( 八盤 洲三 井 ピ ル)
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初4戸斤ｾ ｉ 是出

N. G. C. 武
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内外Z 業株式会結

本 社

工 場

. . . . _ 責任施工 t '

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 圃

セ メ ン 卜 防 水 工 事.
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大阪ガス会社指定

問 、中 風 呂 室 長 ブ 庄 原
i虚l三ICUl T 1丁 日747 (641)  5313 ・8128

KANDAN 媛冷房温湿度調整 t  

二 各 種 送 排 風 機 ド
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網入光り波型ガラ ス( ; : 二[ 域) 長サ965nym 1， 818弘

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波板 ・平板

(硝子繊維強化ポリエステル板 ) 各種波、寸法 (長尺物有 )

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大 阪支j苫 大阪市北区玉民間T 2 /  4  (三炎念庫 ピノレ) '，Il 話⑪1389 '  3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 宇 久 保 2 2 4 必⑫3101- 4  

l 一一内外式 目!  ベンチレーター

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラッ トホ ー ム ・

体 育館 ・ア ー ケ ー ド に 最適

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 3煩 に お こ た え で内 き る

行 届 い た 設 計 地 工

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 探 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区土 佐堀船田T23 ( 大 阪 商工 ビル ) T E  L (441)3983・4396

工場 大 阪 市 城 東 区天 王 田 町 l の 141 T E L  ( 962) 1149 

設 計 施 工

ｫＧｾ逼ｾ藍寄 ＺＧｾｊＮ 唱妥哩三唱 軽い・燃えない・安い・亀裂が生じない

専売特許ほか実用新案および意匠登録 2 0数 件 出 願 中

諸訳間仕切工ヨニ・. : ' x 9 . y  t.:: 

。

⑥ 

発 売 元

r  S  K 式 根 号 金 属 下 地 ヰ ー ル ロ y ク

そ の 他 |  

マンテンの j 訴 し 込 み 式 天 井吊金具モノーレイ ング

エコ ニースタ ッド施工例 金 属 遺 材 l 可 動 rmfJ : 切 ム ー ビ ー バ ネ ル

l  簡 易 組 立 材 シ ャ ー プ ア ン グ ル

主 友 丙 事 株 : & t 品 & 社 大 阪 建M 鑓 部 k胤阪『市州行M東灰阿J 附「川「円1 1げ 5 舟削地 句

宅Fヨ，ト T 珂E エ、、，コ=支_1' 東 京 重 般 重 材 部 l点j( 京m干代凹 I院買神11l J ! 土町 l 需 ず電宜 n6!束』虹;r，京i! (ω29制4) 4  1  1  1  (υ代吃や
)  

殺 計 ・ 責 任 施工 ・ 製造 元 本 社 k 阪市南区日本構筋 3 丁1I 2 品j也 市 品 大 阪 ( 632) 1  1  5  1  ( I U 

株式 ご堂企? 生長11 ｊ ｉ｣［Ｚ［ｾ 手 東京嘗鍍所 東京 高 山工ＡｬＡｲ＾＼Ｚ 亀 戸 町 Ｒ Ｍ Ｖ Ｑ 1I l ，; / i 東京 (682) 324 1 (681)  7169 

会 社 ，向去71 若廷T F r J l 名 古 屋 出 張 所 名古1甚rli 中医宮附町 4 ー 16 (東海噌料ピル ) ＱｉｬＢ，ｾＺｉ｜古尽 Ｈ Ｒ Ｖ 日 ＳＵＲＹ
.. .........--、. .  .  掴 問 駐 在 所 前岡 市ノに 神 謂 ｔＵＸ Ｈ 天 神 ピル Ｉ 住友商事Ｈ附偏 向 車町内電話 禍 悶 Ｈ ＷＵ Ｉ ωｾ Ｑ
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務輔櫨擁酪鶴間 回 叩 四 輪機 鰍警議室長箆噛選議盤機畿麟簿欝鰐韓聾親臨麟鐙震 で 云 二 ~二械 翻 瓢

i  a 穏 グゴサ(.， ".  (糊 チ タ ド ト 側) ・ 蹴 メ ッキ 糊 酬 鮒 仕 上ッ 叶 |

l  mスプリングシヤ y タ=- J 援策スブりグジヤ ッタl a . . J 手動式湾動式シャ ッター ・特許良動シヤ γ ター- I

難色

建築業者登録番号 (. ;t ) 第 5 8 0 ワ号 甲種・乙種防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社・エ場大阪市西淀川区佃町4 丁目 3 3番地 電話 (代表 ) 4 7 1 - 8 3 3 1  

忠 岡 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 田T 字 北 出 包 括 泉 大 津 ( 2 ) 5 9 4 1

大阪 ，:;r ;ll!所( 352ト4571JI( 京(771 ト11 17 名古/jl( 331)-6171 ・l，( ＯＺＱＱ Ｈ ＳＵ ト ＶＵＹ Ｑ ・ 神 ｲＧ Ｈ Ｒ Ｒ Ｉ ー Ｑ Ｔ ＸＹ ・ｾ ， ｉ 問 Ｈ ＲＹ Ｉ Ｍ Ｔ ＱＰ Ｓ ・ 滋賀 Ｈ 大沼 ＩＨ 2  ) -84ω 其の他企1 ' 1主嬰姉市

長務懇議議語燭寝額圏直・B扇 面 議 議 機 与 三 三 議 ミ さ 級 建 議 議 機 麟 遜 態 勢 灘 檀 園 田 置 田 植 甑 極 総 額 騒 織 機 錦 繍 灘 欄
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ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

22荘 三 高 製 作 所

本社1 : ぬ 1t : ' . ケ附 di やl' 崎 丘 反 日 1280  " 江 治 大 阪 ( 4 0 1) 6 158 ・6 159



内 装資 材

専 門 庖

建 材 の

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生日1f X : 北長狭通 4 - 1  ( 英樹] ビル )

直通 Ｑ 甘， ｬｾ #戸 ( 33) 0881- 3  

支 底 大阪市北区車IJ 古 町50( 堂ビル 5 階 502号室)

同ＮＩ Ｎ邑Ｇ，ｾｬＱ ｬｾｦｴ 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市n合医八申普通 1 - 5  ( 屯話⑫2923)

⑥ お 部 室のムード は壁材の 美 しい調和で ・・・

建設省建築研究所試験合格品

( 一 種 繊 維 壁 併 〉 - チエリーコート - マ マ ウ オ ー ル .  (またる か ぺ

.  "専

香

- い す 三 か べ .  /"¥ 
ピ 口 ニノ - ふ く よ か ベ - 清 流 - 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ り あ lオ - 錦 よ 壁 K 〈三積繊維壁材 〉

- ス ーパ ー ウ オ ー ル - 瑞 雲 コ コ - 蛍 光 壁 - 穣 鳳

一

- セ ン カ ウ オ ー ル 〈 二 種 繊 維 壁 紛 〉 - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 稿

- あ lオ lま の - 錦 上 壁 - 昭 和 壁 - す ず ら ん (特 殊 壁〉

- 新 輿 壁 -大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山・大 和 壁

〈防火繊維墜併 としてご使用の節は上記商品に ゾングシ防火 filJ を混 入のこ と〉

. シング ン防火剤 ・防鈎剣エバコン ・耐湿filJ オー トン ・化学制スーパーシンケン料!J l 全国有名lli 紡l苫に有〉

株式会社新興建材工業所
大阪市西区四 ツ僑 T  E  L  (538)2951代(541) 5757代

営 業 所 東 京 ・大 阪 ・明 石 ・広 島 ・耐 附
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.t旬申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

'‘ . "11ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥 山 化 工 業 株 式 曾 社

東京. r，s'!' 央r，z 鋭度内 8 - 3  '，t，:"，f; (571 )  2703- 4  '  2370 ・4064 ・0264

大阪 Ｚｈｾｬ＼ ii ，庁 大 阪 di r.l ll:.¥! ，zr.l i/:: ，' i ' ;泊。) 5 - 4  五"，r; (921)  2497 

ｴ ，古屋 ｈＧ ， ｾｊ＼ ， ￯ｲｲ 千百山 hl di Ili 1>( ｾＧｩ市町 Ｓ 3  '，t，:..，f; (811)  3660 

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

』密輸k雪P R磨寺FF県察虜

N建立を恐)J 本 社 LEL」:: J 4J l :f 二三93削 ピ 川

ムヌ宮戸事室ρ 支 庖 福 岡 世 間 所 4し中見 ・仙台・名古r . y ・広 島

。G τ ρ r 関 係 会 社 き ZZ野22: 主主宇 野52 ( カタロ
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岩 佐 の サ
‘ リシ

• ｾｪ ヲ

ァ )v ミ

ステシレス

スチール

ス チ ー ル 工 場

措 佳

力一テシウォ -Jι 

スパ シ ド レル

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話 代 表 (401 )6751 

サ ッ L 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟 東二 丁 目 三 一 電 話 代 表 (471 ) 5123

措 佳P ル ミ サ ッ 乙 ' 株 式 会 社

で一一一一一

94 

モダンな

都市美を

創る…・.

ア j レ

ステン レス } サ ッシ

1/ ドア

ス チ ー ル j

住宅 用 アルミ サ y シ

エ リート

ダ イ ケ ン の

アル ミレディ ーメー ド

サ y シ/ ドア

動ー毒事参場指ｾｾ

q ィケシサァシ株式会祉

本 社 ・ 工 渇

営 磯 部

鳳 エ 渇

東 京 営 禦 所

名 古 屋 営 県 所

得 岡 営 蝶 所

金 沢 営 難 所

長 野 代 理 庖

排 ii1 絵 屋 町 1 - 6  T E L 倒 1 1  4  1  

大 阪市 西 区叙 本 町 l ー 109( t.¥"士ピル) (532)  1141 

堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L  (7)  1565  - 6  

東 京 都 千 代 田 区 平河 町 1- 1 T  E  L  (261)  6641 

名古 屋 市 東 区 東 新 町 4 ( イー スタ ン ビル) 制) 3911

稲 岡 市 蹄 鶴 2 了 目 l 町 2 4  T  E  L  04) 5  4  0  6  

金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E  L  I，1U  3427 - 8  

長 野 市 吉 田 東 町 1 2  5  1  T  E  L  (3) 2  7  2  9  
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木 ーι zdr-T' ! l 9 ・
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社会建築
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年
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月

廿
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日

発

行

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

第 10 号と
第 4 7 緋

( O . M・C ・工法により施工)

地盤の状態、環境に応じて

0 日東アースオーガ一式 D. M. C . 工法

0 日東球綴式 D . M・C 工法

0 日東インパクト基礎工法による施工も致します

日 東 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 の 7 4 2  &  

T  E  L  ( 631)  6  7  1  2 代 表 '  

東 京 都 中 央 区 日 本 編 久 松 町24

T  E  L  ( 666)  3  2  1  7 代 表

奈 良 県 王 寺 町 ・千葉県野田市

支 庖

工 場

士

一

川

縮

刷

J悪 さ 2 弘 ・ 一 面 坪 ￥ 3 5 0 0 → 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈8  m/m 

筋
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部

金

二

O
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円

(

送

料

共

)

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

テ ｲ イな方包コ二 Ｇｉｾ 生」 ど L 、 わ れ ま

す。 p タ イ J レ は と ' ん な 場 所

で も 明 る L 、 環 境 を つ く る 床

材 〔 製 法 特 許 品 〕 で す !マ

多量し L 、 ! は カ f れ な し 、 ! イ 寡 が

つ き に く いー一一一 P タ イ J レ l こ

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 「 柔 軟性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 劇11

。れじP多ｾ
，む

窪

T E  し ( 866 )  イ吃6101

T E  し ( 441 )  イ吃595 1

T E L ( 571 )  6 3 6 1  

T E L ( 21 ) 2 2 8 1  

T E し ( 28) 2  8  0  7  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 1  1  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号

博 多 / 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号

田島応用化工K K *

電 館 大 阪 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640

媛 嘗 ロ 慶 大 阪 3 9 9 7 5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ー ・・・

「建 築 と 社 会 J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


